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「パレス」と呼ばれ、学生会館として利用されている「旧久邇宮邸 小食堂・御常御殿」

今年が築後100年にあたる「日本館車寄」

現在も大学の正門として利用されている「正門」



だいがくのたから

旧
久く

邇に
の

宮み
や

邸
（
聖
心
女
子
大
学
）

　

渋
谷
区
広
尾
の
聖
心
女
子
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
建
つ
旧
久
邇
宮
邸
は
、
大
正
期
に
建
築
さ
れ
た
香
淳

皇
后
（
昭
和
天
皇
の
皇
后
）
の
父
君
、
久
邇
宮
家
二
代
邦
彦
王
の
邸
宅
で
あ
っ
た
。
和
風
を
基
調
と
し
た

宮
家
の
本
邸
と
し
て
は
唯
一
の
現
存
例
で
あ
り
、
皇
室
建
築
の
系
譜
を
考
え
る
上
で
「
意
匠
的
に
優
秀
な

も
の
」「
学
術
的
価
値
の
高
い
も
の
」
と
し
て
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
。
火
災
に
よ
り
主
要
部
分
を
焼
失
し
た
が
、
１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
竣
工
の
「
小
食
堂
」「
日
本

館
車
寄
」「
正
門
」、
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
に
奥
向
き
の
空
間
と
し
て
建
て
ら
れ
た
「
御
常
御
殿
」
が

現
存
し
て
い
る
。

　

建
物
内
は
寺
社
建
築
の
細
部
を
取
り
入
れ
、
上
質
な
座
敷
飾
り
、
透
か
し
彫
り
欄
間
な
ど
を
備
え
、
寄

木
細
工
の
化
粧
床
が
美
し
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
銘
木
と
高
度
な
土
木
技
術
を
駆
使
し
、
壮
麗
、
か
つ
気
品
を

備
え
た
空
間
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
俊
英
画
家
が
描
い
た
天
井
画
、
杉
戸
絵
、
襖
絵
が
彩

を
そ
え
る
。「
御
常
御
殿
」
の
設
計
は
台
湾
総
督
府
庁
舎
な
ど
を
手
が
け
た
森
山
松
之
助
で
、
和
洋
の
意

匠
に
加
え
台
湾
風
様
式
が
巧
み
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

大
学
創
立
時
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
あ
っ
た
こ
の
旧
久
邇
宮
邸
は
、
70
周
年
を
迎
え
た
聖
心
女
子
大
学

の
歩
み
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
生
か
さ
れ
て
き
た
。
開
学
初
期
に
は
、「
日
本
館
車
寄
」
は
初
代
学
長

マ
ザ
ー･

ブ
リ
ッ
ト
の
執
務
室
、
お
よ
び
事
務
室
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
１
９
９
８
（
平
成
10
）

年
に
一
部
を
応
接
室
と
展
示
室
に
改
修
し
た
。「
小
食
堂
」
と
「
御
常
御
殿
」
は
、
当
初
大
学
一
号
館
付
近

に
建
て
ら
れ
た
も
の
を
現
在
地
に
曳
家
し
、「
パ
レ
ス
」
と
呼
ん
で
教
職
員
室
、
教
室
、
礼
拝
堂
と
し
て

利
用
し
て
き
た
。
１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
に
改
修
を
行
い
、
現
況
の
保
有･

維
持
が
図
ら
れ
、
２
０
１
５

（
平
成
27
）
年
に
耐
震
補
強
を
含
め
た
補
修
工
事
を
行
っ
た
。
現
在
は
学
生
会
館
と
し
て
、
日
本
の
伝
統

文
化
を
学
ぶ
課
外
活
動
や
授
業
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

聖
堂
に
続
く
木
陰
の
道
を
歩
く
と
、「
パ
レ
ス
」
か
ら
琴
の
音
色
や
学
生
の
さ
さ
め
き
が
聴
こ
え
て
く

る
。
都
会
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
、
旧
久
邇
宮
邸
に
新
た
な
歴
史
が
刻
ま
れ
続
け
て
い
る
こ

と
を
感
じ
る
瞬
間
で
あ
る
。

聖心女子大学
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学
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大
学
心
理
福
祉
学
部

「
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き
隣
人
」に
な
る
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め
に
学
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─
現
代
人
の
心
理・
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会
的
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と
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96
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史
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史
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育
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０
０
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友
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ボ
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テ
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ションルームを活用し、江戸時代に出版された書籍
（古典籍）の原物を扱います。３～４名ずつのグルー
プに分かれ、その状態や特徴などを観察し、調査結
果を授業の終わりに発表します。
　「当時の書き込みなどを見つけた瞬間が、原本にじ
かに触れるおもしろさの一つ。江戸時代の人と会話
している気分になれるでしょう」と光延准教授。学
生も、「古典を身近な感覚で学べることがうれしいで
す」と話します。
　東京女子大学の授業は、少人数のクラスが基本。
討論や研究発表を行う演習形式の授業を通して、異
なる意見と向き合い、協働して問題解決に当たるな
ど、自ら学び考える力を養います。

〈表紙写真〉

「3年次演習（日本近世文学）Ⅰ」の授業
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東
京
女
子
大
学
は
１
９
１
８
年
４
月
30
日
の
創
立
以
来
、
一

貫
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
基
盤
と
し
た
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ
教

育
を
重
視
す
る
女
子
高
等
教
育
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

創
立
１
０
０
周
年
の
本
年
、
新
学
科
を
開
設
し
、
１
学
部
５

学
科
体
制
が
ス
タ
ー
ト
。
国
際
性
、
女
性
の
視
点
、
実
践
的
な

学
び
を
重
視
し
た
教
育
を
展
開
。
専
門
教
育
と
教
養
教
育
と
の

結
び
付
き
を
図
り
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
知
力・

能
力
を
行

動
に
移
す
「
専
門
性
を
も
つ
教
養
人
」
を
育
成
し
ま
す
。

　

次
の
１
０
０
年
も
、
本
学
の
標
語
「
す
べ
て
真
実
な
こ
と
」

を
心
に
留
め
、
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

創
立
１
０
０
周
年
、

そ
し
て
次
の
１
０
０
年

茂
里 

一
紘
●
東
京
女
子
大
学
学
長
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１　
大
学
の
沿
革

　

松
山
東
雲
女
子
大
学
は
１
９
９
２
年
に
開
設
さ
れ
、
今
年

で
27
年
目
を
迎
え
る
。
人
口
約
51
万
人
の
愛
媛
県
松
山
市
の

中
心
市
街
地
か
ら
３
キ
ロ
ほ
ど
東
に
位
置
し
、
人
文
科
学
部

心
理
子
ど
も
学
科
に
子
ど
も
専
攻
と
心
理
福
祉
専
攻
の
二
専

攻
を
持
つ
小
規
模
な
女
子
大
学
で
あ
る
。

　

本
学
の
母
体
で
あ
る
松
山
東
雲
学
園
は
、
１
３
２
年
前
に

た
っ
た
一
人
の
少
女
の
「
学
び
た
い
」
と
い
う
願
い
に
応
え

て
、
二
宮
邦
次
郎
牧
師
が
設
立
し
た
四
国
最
初
の
女
学
校
か

ら
始
ま
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
女
子
校
と
し
て
、

明
る
い
夜
明
け
へ
の
希
望
を
「
し
の
の
め
」
の
校
名
に
込
め
、

時
代
の
さ
き
が
け
と
な
る
優
れ
た
女
性
の
育
成
を
目
指
し
て

き
た
。
夏
目
漱
石
の
小
説
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
に
登
場
す
る
マ

ド
ン
ナ
は
東
雲
の
女
学
生
、
遠
田
ス
テ
が
モ
デ
ル
で
あ
っ
た

と
い
う
。
幼
稚
園
、
中
学・

高
等
学
校
、
短
期
大
学
と
大
学

を
併
せ
持
つ
女
子
の
総
合
学
園
と
し
て
、
今
日
ま
で
地
域
に

知
ら
れ
、
安
定
し
た
評
価
を
得
て
い
る
。

２　
女
性
活
躍
と
女
子
大
学

　
「
女
子
だ
け
で
学
生
は
集
ま
る
の
？
」「
多
様
性
の
時
代
に

女
子
だ
け
で
よ
い
の
？
」
と
い
っ
た
問
い
に
ど
う
答
え
る
の

か
。
共
学
化
の
道
を
選
ば
ず
、
今
は
四
国
で
唯
一
の
女
子
大

学
と
な
っ
た
本
学
は
、
常
に
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
問
い
続
け
て
い
る
。
地
方
の
女
子
大
学
は
、
大
き
な
市
場

で
知
名
度
を
生
か
し
て
個
性
化
と
特
色
化
を
進
め
る
都
会
型

の
女
子
大
学
と
は
か
な
り
異
な
る
環
境
の
中
に
あ
る
。

　

愛
媛
は
温
暖
な
気
候
風
土
に
育
ま
れ
た
温
厚
で
保
守
的
な

県
民
性
を
持
ち
、
女
性
は
控
え
め
で
男
性
の
陰
に
隠
れ
が
ち

で
あ
る
が
、
も
っ
と
実
力
を
磨
き
、
可
能
性
に
挑
戦
し
、
社

塩
崎 

千
枝
子
●
松
山
東
雲
女
子
大
学・

松
山
東
雲
短
期
大
学
学
長

守
る
た
め
に
変
わ
る
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会
で
活
躍
す
る
力
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
。
卒
業

後
も
大
半
が
地
元
に
就
職
し
、
生
活
し
て
い
く
地
域
人
材
の

育
成
と
確
保
へ
の
責
任
を
果
た
し
、
人
々
と
社
会
を
支
え
る

知
性
と
人
間
性
を
備
え
た
女
性
を
育
成
す
る
た
め
に
、
本
学

の
務
め
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　

女
性
活
躍
の
時
代
の
到
来
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
歩
み
は

遅
く
、
ワ
ー
ク・
ラ
イ
フ・

バ
ラ
ン
ス
の
実
現
は
ま
だ
遠
い
。

少
子
化
の
進
行
が
止
ま
ら
な
い
の
も
、
こ
の
社
会
が
実
は
若

い
世
代
に
と
っ
て
生
き
に
く
く
、
幸
せ
や
希
望
を
感
じ
に
く

い
社
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
証
し
で
あ
り
、
女
性
の
活
躍

推
進
と
日
本
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展
を
支
え
る
学
び
の
構

築
と
提
供
は
女
子
大
学
の
大
切
な
使
命
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
し
の
の
め
の
教
育
を
構
想
す
る
作
業
は
、
キ

リ
ス
ト
教
の
精
神
の
「
信
仰
、
希
望
、
愛
」
を
基
に
し
た
学

園
の
建
学
の
精
神
の
確
認
に
始
ま
り
、
知
性
と
人
間
性
を
育

む
本
学
の
教
育
理
念
を
「
新
し
き
世
の
鑑
と
な
る
女
性
」
の

育
成
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
教
育
目
的
と
し
て
「
一
人
ひ
と
り

を
伸
ば
す
自
立
へ
の
教
育
」、「
豊
か
な
知
性
と
心
を
磨
く
専

門
の
学
芸
の
教
授
」、「
人
と
社
会
と
共
に
活
躍
で
き
る
女
性

の
育
成
」
の
３
項
目
を
置
い
た
。
そ
の
下
で
、
現
在
デ
ィ
プ

ロ
マ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
３
ポ
リ
シ
ー

に
基
づ
く
教
育
課
程
お
よ
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
抜
本
的
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

３　
し
の
の
め
の
教
育
力

⑴
　
し
の
の
め
の
人
間
教
育

　

教
育
の
質
保
証
を
目
指
し
て
、
本
学
も
教
学
改
革
の
さ
な

か
に
あ
る
。
学
修
成
果
の
評
価
、
新
た
な
学
び
と
教
授
法
の

確
立
、教
授
力
向
上
と
教
員
評
価
な
ど
、教
学
面
の
諸
改
革
と

併
せ
、
各
専
門
教
育
課
程
の
見
直
し
と
、
人
間
性
を
培
う
特

色
あ
る
学
び
を
再
編
し
充
実
強
化
さ
せ
た
「
全
学
共
通
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
の
検
討
を
短
大
と
共
同
で
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
本
学
が
力
を
入
れ
て
き
た

人
間
教
育
の
明
確
化
と
可
視
化
を
図
り
、「
知
の
礎
」「
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
」「
地
域
と
共
に
生
き
る
力
」「
伝
え
あ
う
力
」

の
４
分
野
に
、
教
養
系
、
地
域
理
解
や
地
域
連
携
、
女
性
学

や
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
育
成
関
連
科

目
な
ど
を
正
規
ま
た
は
単
位
化
し
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

置
き
、
一
部
は
社
会
人
に
も
開
放
を
予
定
し
て
い
る
。

⑵
　
保
育
と
し
の
の
め
ブ
ラ
ン
ド

　

本
学
の
教
育
機
能
を
社
会
に
有
効
に
つ
な
ぐ
子
ど
も・

子
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育
て
の
知
の
拠
点
と
し
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
づ
く
り
も
進
め
て

い
る
。
東
雲
の
保
育
者
養
成
は
半
世
紀
前
に
短
大
で
始
ま
り
、

遊
び
を
中
心
と
し
た
東
雲
保
育
の
特
長
あ
る
教
育
実
践
は
全

国
的
な
注
目
と
評
価
を
得
て
お
り
、
附
属
幼
稚
園
に
対
す
る

保
護
者
の
評
判
も
高
い
。
今
秋
に
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
企
業

主
導
型
の
保
育
園
を
開
設
す
る
が
、
同
園
は
、
こ
れ
ま
で
の

幼
児
教
育
の
実
績
を
生
か
し
た
幼
保
一
元
的
な
保
育
の
実
践

を
目
指
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
学
校
を
除
き
、
人
間

の
発
達
に
応
じ
た
学
び
と
育
ち
を
０
歳
か
ら
切
れ
目
な
く
支

え
る
し
の
の
め
教
育
の
実
践
体
制
が
、
本
学
園
に
ほ
ぼ
整
う

こ
と
に
な
る
。

　

短
期
大
学
と
共
同
で
、
実
習
指
導
用
テ
キ
ス
ト
の
執
筆
や

実
習
専
任
講
師
の
配
置
な
ど
、
専
門
教
育
の
質
向
上
に
も
多

面
的
に
取
り
組
み
、
ま
た
、「
し
の
の
め
子
ど
も
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
地
域
の
子
ど
も・

子
育
て
に
係
る
総

合
的
な
知
と
活
動
の
拠
点
と
し
て
教
育
、
研
究
、
実
践
機
能

の
充
実
強
化
と
地
域
連
携
の
体
系
化
を
構
想
中
で
あ
る
。
秋

に
は
、
そ
の
中
核
と
な
る
「
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
創
設
し
、

教
育
研
究
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
若
手
研
究
者
の
育
成
と
、

時
代
と
地
域
の
要
請
に
応
え
る
開
か
れ
た
教
育・

実
践
活
動

の
展
開
を
図
る
。

⑶
　
女
性
の
活
躍
を
支
え
る
教
育
実
践

　

本
学
の
特
色
と
し
て
、
女
性
の
潜
在
力
を
伸
ば
す
キ
ャ
リ

ア
形
成
へ
の
丁
寧
で
き
め
細
か
い
教
育
支
援
も
挙
げ
て
お
き

た
い
。
本
学
の
教
育
理
念
は
徐
々
に
全
学
的
に
共
有
さ
れ
、

教
職
員
が
力
を
合
わ
せ
て
学
生
と
一
緒
に
汗
を
流
し
、
サ
ポ
ー

テ
ィ
ブ
で
対
話
と
交
流
に
満
ち
た
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
育

ち
つ
つ
あ
り
、
小
規
模
な
女
子
校
な
ら
で
は
の
強
み
と
な
っ

て
い
る
。
女
性
活
躍
の
た
め
の
理
論
と
実
践
の
学
び
の
充
実

と
体
系
化
に
重
点
的
に
取
り
組
む
か
た
わ
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
通
じ
て
学
生
に
多
く
の
出
番
と
活
躍
の
場
を
提
供

し
、
社
会
と
関
わ
る
体
験
を
充
実
さ
せ
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア

形
成
を
図
っ
て
い
る
。
自
主
企
画
の
教
育
活
動
や
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
、
ま
た
学
生
会
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ

て
、
多
様
化
す
る
学
生
一
人
一
人
に
丁
寧
に
寄
り
添
い
つ
つ

向
学
心
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
働
き
か
け
、
自
主
性
と
主
体

性
を
伸
ば
し
て
き
た
。

　

２
０
１
７
年
に
は
卒
業
生
向
け
に
「
し
の
の
め
人
財
バ
ン

ク
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
登
録
者
に
は
大
学
情
報
を
は
じ
め
、

学
び
や
就
職
に
関
す
る
各
種
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
な
お
役
立
ち

情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
地
域
の
女
性
の
生
涯
に
わ
た
る
学

び
と
活
躍
を
応
援
す
る
大
学
と
し
て
機
能
を
充
実
さ
せ
て
い
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き
た
い
。４　

守
る
た
め
に
変
わ
る

　

大
学
は
学
生
獲
得
を
巡
る
大
競
争
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

政
府
は
大
学
間
の
統
合
や
撤
退
に
向
け
て
い
よ
い
よ
本
格
的

に
舵
を
切
っ
た
。
地
方
の
小
規
模
校
は
い
ず
こ
も
さ
ま
ざ
ま

な
制
約
を
抱
え
つ
つ
、
生
き
残
り
を
か
け
て
懸
命
な
努
力
を

続
け
て
い
る
が
、
本
学
の
よ
う
な
地
方
の
小
さ
な
女
子
大
学

が
、
こ
れ
か
ら
も
選
ば
れ
る
大
学
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
先
の
見
通
し
は
な
か
な
か
立
た
な
い
。

　

人
口
減
少
の
影
響
は
地
方
に
一
層
厳
し
く
、
し
か
も
女
子

に
限
れ
ば
、
18
歳
人
口
の
推
移
（
２
０
１
６
～
２
０
２
６
年
）

は
、
四
国
の
減
少
率
（
14・

４
％
）
が
全
国
（
９・

６
％
）
よ

り
高
く
、
中
で
も
愛
媛
県
の
女
子
の
減
少
数
が
最
も
多
い
。

女
子
学
生
の
確
保
は
今
後
と
り
わ
け
厳
し
い
状
況
を
迎
え
る

こ
と
に
な
る
。
学
生
募
集
活
動
に
は
こ
れ
ま
で
も
全
力
、
フ

ル
回
転
で
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
思
う
よ
う
な
結
果
は
な
か

な
か
出
て
い
な
い
。
理
事
会
主
導
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
と

改
革
へ
の
組
織
的
な
取
り
組
み
を
本
格
化
さ
せ
、
攻
め
の
戦

略
に
転
じ
つ
つ
あ
る
が
、
生
き
残
り
を
か
け
て
胸
突
き
八
丁

の
苦
し
い
坂
を
登
る
の
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
経
営
基

盤
強
化
の
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
守
る
た
め
に
こ
そ

変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
を
迎
え
て
い
る
。

　

本
学
に
は
母
娘
二
代
、
三
代
の
縁
で
つ
な
が
る
学
生
も
多

く
、
入
学
し
て
良
か
っ
た
と
い
う
声
も
よ
く
聞
く
。
小
さ
く

て
も
温
か
く
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
女
性
の
力
を
伸
ば
す
良
い
大

学
だ
と
自
負
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
を
世
間
に
分
か
っ
て
も

ら
う
努
力
は
ま
だ
足
り
な
い
。
も
っ
と
発
信
力
を
高
め
、
地

域
と
つ
な
が
る
努
力
、
社
会
が
求
め
る
教
育
研
究
活
動
を
強

化
し
、
力
強
く
学
生
の
力
を
伸
ば
し
、
実
証
的
に
社
会
に
伝

え
る
努
力
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
ま
だ
多
い
。
困
難

な
時
に
こ
そ
、
個
人
頼
み
に
せ
ず
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
努
力

す
る
の
が
人
間
集
団
の
知
恵
だ
と
思
う
が
、
本
学
に
も
今
、

教
職
員
が
心
を
一
つ
に
し
て
坂
道
を
登
る
覚
悟
が
問
わ
れ
て

い
る
。
来
春
に
は
学
舎
の
全
面
的
な
新
築・

改
修
工
事
が
終

わ
り
、
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
生
ま
れ
変
わ
る
。
小
規
模
で

あ
る
こ
と
を
強
み
に
変
え
、
選
ば
れ
る
大
学
、
来
て
良
か
っ

た
と
い
わ
れ
る
良
質
な
大
学
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
し
の

の
め
の
伝
統
の
灯
を
灯
し
続
け
る
た
め
に
、
守
る
た
め
に
こ

そ
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
今
、「
チ
ー
ム
し
の
の
め
」
の

底
力
が
試
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
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私
立
大
学
の
将
来
の
方
向
性
を
示
す 

将
来
構
想
を
発
表

松
岡　
現
在
、「
地
方
創
生
」
や
「
人
づ
く
り
」
が

政
府
の
重
要
政
策
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
大

学
改
革
が
そ
の
主
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
大
学
は
ど
の
よ
う
な
教
育
を
行
い
、
学

生
が
ど
の
よ
う
な
力
を
付
け
た
か
と
い
う
「
学
修

成
果
」
の
可
視
化
や
、
18
歳
人
口
の
減
少
に
伴
っ

て
４
割
近
く
の
私
立
大
学
が
定
員
割
れ
と
な
っ
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
国
立・

公
立・

私
立
の
枠

を
超
え
た
再
編
や
統
合
の
問
題
な
ど
が
提
起
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
中
央
教
育
審
議
会
（
以
下
、
中
教
審
）

で
は
、
２
０
４
０
年
頃
を
見
据
え
た
高
等
教
育
の

将
来
構
想
に
つ
い
て
、
大
学
全
体
の
規
模
や
国
公

私
立
大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
、
設
置
者
の
枠

未
来
を
先
導
す
る
私
立
大
学
の
将
来
像

座
談
会

田
た
中
なか
 優
ゆう
子
こ

法政大学総長

鎌
かま
田
た
 薫
かおる

早稲田大学総長
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を
越
え
た
連
携・

統
合
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
日
本
私
立
大
学

連
盟
（
以
下
、
私
大
連
）
で
は
、
私
立
大
学
自
ら

が
将
来
の
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

い
う
認
識
の
下
に
、
将
来
構
想
に
つ
い
て
検
討
を

重
ね
、
そ
の
結
果
を
「
未
来
を
先
導
す
る
私
立
大

学
の
将
来
像
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
国
公
私
立
大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
機
能
、

わ
が
国
に
お
け
る
大
学
全
体
の
規
模
、
私
立
大
学

自
ら
の
姿
勢
、
国
や
産
業
界
へ
の
提
言
な
ど
を
明

示
し
、
将
来
に
お
け
る
高
等
教
育
の
基
幹
と
な
る

私
立
大
学
の
存
在
を
示
す
も
の
で
す
。

私
立
大
学
の
多
様
性
を
維
持
す
る
方
向
で 

各
大
学
が
特
性
を
磨
き
上
げ
て
い
く

松
岡　
本
日
は
、「
未
来
を
先
導
す
る
私
立
大
学
の

将
来
像
」
に
お
け
る
提
言
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か

ら
の
私
立
大
学
に
つ
い
て
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
初
に
、
本
提
言
を
取
り
ま
と
め
ら

れ
た
私
大
連
の
総
合
政
策
セ
ン
タ
ー
政
策
研
究
部

門
会
議
の
部
門
長
で
あ
る
田
中
先
生
か
ら
、
内
容

や
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

田
中　
ま
ず
、
中
教
審
の
議
論
が
既
に
始
ま
っ
て

村
むら
田
た
 治
おさむ

関西学院大学学長司会

松
まつ
岡
おか
 敬
たかし

同志社大学学長

2018年5月15日　日本私立大学連盟会議室にて

座
談
会
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お
り
、
国
の
ほ
う
で
も
大
学
全
体
に
つ
い
て
議
論

を
し
て
い
る
状
況
が
あ
る
の
で
、
国
が
方
向
性
を

決
定
し
た
ら
、
そ
れ
に
従
い
私
立
大
学
が
そ
れ
ぞ

れ
の
方
向
性
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で

あ
ろ
う
と
い
う
推
測
が
あ
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
国
立
大
学
や
公
立
大
学
が
将
来

像
を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
が
、
私
立
大
学
は
ま

だ
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
立
大
学
は
数
が

多
く
、
建
学
の
精
神
や
大
学
の
規
模
、
学
部
構
成

が
非
常
に
多
様
な
の
で
、
全
体
の
将
来
像
を
ま
と

め
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
社
会
情
勢
や
国
の
方
針
は
み
る
み
る

変
化
し
、
特
に
２
０
２
０
年
か
ら
２
０
３
０
年
頃

に
は
産
業
構
造
が
激
変
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

産
業
構
造
の
激
変
は
、
大
学
の
卒
業
生
を
直
撃
し

ま
す
。
就
職
状
況
が
大
き
な
影
響
を
受
け
、
仕
事

に
就
い
た
後
も
、
ど
の
よ
う
な
能
力
を
持
っ
て
い

れ
ば
変
化
に
応
じ
て
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
の
か
と

い
う
問
題
が
大
き
く
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ

も
そ
も
、
新
卒
と
し
て
就
職
す
る
と
い
う
形
そ
の

も
の
が
な
く
な
る
か
も
し
れ
ず
、
能
力
主
義
が
い
っ

そ
う
進
ん
で
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
現
状
の
大
学
教
育
に
よ
っ
て

身
に
付
け
た
能
力
で
対
応
で
き
る
の
か
と
い
う
懸

念
が
、
か
な
り
以
前
か
ら
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
ま

た
、
産
業
構
造
の
変
化
に
か
か
わ
ら
ず
、
人
間
に

と
っ
て
大
切
な
能
力
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
各
大

学
は
常
に
考
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
大
学
に
は
一
般
社
会
や
産
業
界
な

ど
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要
求
が
寄
せ
ら
れ
て

き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
企
業
か
ら
は
、
大
学
の

成
績
は
採
用
選
考
に
は
役
に
立
た
な
い
と
か
、
大

学
院
の
修
了
者
は
採
用
し
に
く
い
と
い
っ
た
こ
と

を
い
わ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
が
ど
の
よ

う
な
努
力
を
し
て
い
る
の
か
を
き
ち
ん
と
表
明
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の
社
会
人
教
育
を

ど
う
す
る
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
地
方

創
生
の
一
環
と
し
て
東
京
23
区
内
に
あ
る
大
学
の

定
員
を
抑
制
す
る
と
い
う
方
向
性
に
、
疑
問
を
持
っ

て
い
る
大
学
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
問
題
で
も
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
を
今
の

よ
う
な
形
で
受
け
入
れ
続
け
て
い
い
の
か
ど
う
か
。

特
に
、
英
語
で
授
業
を
受
け
て
卒
業
す
る
と
い
う
、

最
近
よ
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
形
態
が
、
日

本
の
大
学
の
特
徴
と
し
て
世
界
に
理
解
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
か
と
い
っ
た
よ
う
に
、
日
本
の
私
立
大
学

は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

財
政
的
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
各
大
学
の
現
状
を
知
る
た
め
に
「
私

立
大
学
の
将
来
構
想
の
策
定
に
向
け
た
加
盟
大
学

に
お
け
る
取
り
組
み
等
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
各
大
学
の
規
模
や
立
地
と
い
っ

た
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
異
な
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
指
す
方
向
が
違
う
と
い
う
多
様
な
姿

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
に
基
づ
き
、
私
立
大
学
全
体
の
将
来
像
に

つ
い
て
提
言
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま�

し
た
。

　

一
番
大
事
な
の
は
私
立
大
学
の
多
様
性
で
あ
っ

て
、
そ
れ
を
維
持
し
、
よ
り
強
調
す
る
方
向
で
各

大
学
が
自
ら
の
特
性
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
考
え
、

表
明
し
、
磨
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な

い
か
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

私
立
大
学
の
多
様
な
試
み
を
一
つ
に
ま
と
め 

存
在
感
を
示
す
こ
と
が
必
要

松
岡　
今
の
田
中
先
生
の
お
話
に
、
大
学
を
取
り

巻
く
環
境
の
変
化
、
特
に
社
会
構
造
の
変
化
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
第
４
次
産
業
革
命
と
か
Ｉ
ｏ

Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
さ
ら
に
ス
マ
ー
ト
社
会
「
ソ
サ
エ
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テ
ィ
ー
５・

０
」
と
い
っ
た
言
葉
が
聞
か
れ
る
昨

今
、
ど
の
よ
う
な
人
材
が
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
。
そ
う
い
っ
た
人
材
を
育
成
し
、
社
会
に

送
り
出
せ
る
か
ど
う
か
は
、
わ
れ
わ
れ
私
立
大
学

に
と
っ
て
死
活
問
題
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
環
境

の
変
化
と
私
立
大
学
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

鎌
田　
社
会
の
変
化
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
大
学

あ
る
い
は
大
学
教
育
に
期
待
さ
れ
る
役
割
は
変

わ
っ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
ご
指
摘
に
つ
い
て
は
、
教
育
再
生
実
行
会
議
の

提
言
で
も
そ
の
点
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
10

年
く
ら
い
は
マ
ス
コ
ミ
で
大
学
問
題
が
集
中
的
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
政
財
界
が
こ
ぞ
っ
て
改
革
を
求

め
る
声
を
上
げ
る
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
今
ま
で

に
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く
三
つ
の
要
素
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
日

本
の
大
学
の
対
応
は
遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
見
方
。
二
つ
目
は
、
第
４
次
産
業
革
命
と

か
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
５・

０
と
い
う
言
葉
が
出
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
は
既
存
の
産
業
構
造
や
社
会
構
造

を
前
提
に
し
た
知
識
集
積
型
の
教
育
を
続
け
て
き

た
も
の
が
、
今
あ
る
仕
事
の
半
分
は
今
後
10
～
20

年
の
間
に
自
動
化
さ
れ
る
と
い
う
時
代
に
な
っ
た

た
め
、
既
存
の
知
識
を
た
く
さ
ん
身
に
付
け
る
よ

り
も
、
未
知
の
問
題
に
遭
遇
し
た
と
き
に
自
分
で

調
査
分
析
を
し
て
自
分
の
頭
で
新
た
な
方
向
性
を

考
え
て
い
く
と
い
っ
た
力
を
涵
養
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
の
基
礎
的
な
知
見
や
調
査
分
析
の

手
法
、
基
本
的
な
思
考
方
法
な
ど
を
身
に
付
け
さ

せ
、
生
涯
を
通
し
て
主
体
的
に
学
び
、
自
己
を
成

長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
育
て
る
こ
と
を
、

こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
の
目
標
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

　

三
つ
目
は
、
人
生
１
０
０
年
時
代
が
到
来
し
て

高
齢
者
の
割
合
が
増
え
る
一
方
で
、
２
０
６
０
年

に
は
労
働
生
産
人
口
が
現
在
の
半
分
に
ま
で
減
少

す
る
。
そ
う
な
っ
て
も
日
本
の
競
争
力
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
１
人

で
２
人
分
の
成
果
を
上
げ
る
よ
う
に
す
る
か
、
少

子
化
を
な
ん
と
し
て
も
食
い
止
め
る
し
か
方
法
が

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
要
請
が
あ
る
中

で
、
大
学
教
育
は
旧
態
依
然
と
し
て
変
わ
っ
て
い

な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
厳
し
い
見
方
、
あ
る

い
は
焦
り
の
よ
う
な
も
の
が
、
大
学
に
対
す
る
強

い
批
判
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

他
方
で
、
私
立
大
学
は
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と

が
で
き
る
高
度
な
能
力
を
身
に
付
け
た
学
生
を
育

成
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
、
外
部
か
ら
い
わ
れ
る

ま
で
も
な
く
常
に
時
代
を
先
取
り
す
る
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
続
け
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
今

も
各
大
学
で
多
様
な
試
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
を
一
つ
の
大
き
な
力
に
ま
と
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
存
在
感
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
私
立
大
学
の
改
革
が
さ
ら
に
加
速

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

松
岡　
私
立
大
学
の
指
針
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
意
味
で
は
、
非
常
に
力
強
さ
を
感
じ

る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
い
か
に
活
用
し
て
い
く
か

が
今
後
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
立
大
学
の
多
様
性
を
維
持
す
る
に
は 

建
学
の
精
神
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
重
要

村
田　
中
教
審
の
将
来
構
想
の
議
論
に
お
い
て
、

最
も
重
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど

議
論
さ
れ
て
い
な
い
の
が
「
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
化

な
ど
が
産
業
構
造
や
就
労
構
造
に
及
ぼ
す
影
響
」

だ
と
思
い
ま
す
。
５
～
10
年
後
ま
で
で
あ
れ
ば
今

の
考
え
方
の
延
長
線
で
い
い
と
思
い
ま
す
が
、
20

座
談
会
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年
後
、
す
な
わ
ち
２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
議
論

を
す
る
に
は
、
当
然
な
が
ら
こ
う
し
た
点
を
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
と
と
ら
え
た
「
未
来
を
先
導
す
る
私
立
大
学

の
将
来
像
」
は
、
非
常
に
心
強
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

鎌
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
今
後
５

～
10
年
の
間
に
、
大
学
教
育
の
中
身
は
大
き
く
変

わ
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

現
在
で
も
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う

い
っ
た
レ
ベ
ル
を
超
え
た
教
育
内
容
あ
る
い
は
教

育
目
的
の
大
き
な
変
容
が
起
き
る
時
代
が
来
て
い

ま
す
。

　

多
様
性
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
立

大
学
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
建
学
の
精
神
や
ミ
ッ
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
価
値
観
に
基
づ
い
て
教

育
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
多
様
性
の
前
提

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
っ
た

場
合
、
私
の
専
門
で
あ
る
経
済
学
の
立
場
か
ら
す

る
と
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
カ
ネ
だ
け
で
は
な
く
、
制
度
や
シ
ス
テ
ム

も
同
質
化
し
て
い
く
、
つ
ま
り
多
様
性
と
は
逆
の

現
象
が
起
こ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
よ
り
も
、
個
々
の
国
や
民
族
が
個
性
を
保
ち
つ

つ
連
携
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
「
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
が
大
事
で
す
。
大
学
も

同
様
で
あ
り
、
多
様
性
を
維
持
す
る
た
め
に
は
私

立
大
学
の
建
学
の
精
神
や
ミ
ッ
シ
ョ
ン
こ
そ
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
や
っ
て
来
る
Ａ
Ｉ
の
時
代
に
こ
そ 

私
立
大
学
の
存
在
が
大
き
な
意
味
を
持
つ

村
田　
労
働
生
産
性
に
つ
い
て
は
、
経
済
成
長
論

の
分
野
で
も
人
工
知
能
や
自
動
化
に
関
す
る
論
文

が
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
Ａ
Ｉ
の
発
達
に
よ
り
、
日
本
の
よ
う

に
少
子
化
を
迎
え
た
国
で
は
労
働
生
産
性
が
下
が

る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
補
完
的
な
役
割
を
果
た
す

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
単
な
る
知
識
が
必
要
な
業
務
や

定
型
的
な
業
務
は
Ａ
Ｉ
が
取
っ
て
代
わ
り
、
人
間

が
あ
ま
り
必
要
と
さ
れ
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
代

わ
っ
て
、
人
間
と
Ａ
Ｉ
を
結
び
付
け
て
い
く
よ
う

な
仕
事
が
生
ま
れ
て
き
た
と
き
、
そ
こ
で
必
要
と

さ
れ
る
の
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス
キ
ル
を
持
つ
人

材
だ
け
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー

ン
の
人
材
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
な
っ
た
と
き
に
、
私
立
大
学
の
存
在
が
大

き
な
意
味
を
持
っ
て
き
ま
す
。
従
来
型
の
入
学
試

験
で
測
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
、
す
な
わ
ち
集
中

的
に
勉
強
し
て
知
識
を
蓄
え
る
能
力
と
い
う
の
は
、

人
間
の
持
つ
能
力
の
ほ
ん
の
一
部
で
あ
る
と
い
う

鎌
田 

薫
氏

田
中 

優
子
氏
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こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
よ
り
多
様

な
、
例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
い
っ

た
よ
う
な
も
の
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
、
私
立
大
学
の
果
た
す
役
割
は
非
常
に
大
き
く

な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
あ
り
方
を 

私
立
大
学
が
率
先
し
て
変
え
て
い
く
べ
き

田
中　
今
回
の
提
言
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
ま
せ
ん
が
、

わ
れ
わ
れ
が
議
論
を
し
て
い
て
非
常
に
気
に
な
っ

た
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、
国
の
ほ
う
で
は
、
地
方

創
生
に
力
を
入
れ
る
大
学
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目

指
す
大
学
を
分
け
る
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
実
的
に
考
え
て
、
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
り
得
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の
地
域
産

業
は
世
界
に
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
が
大
変
多
く
、

し
か
も
非
常
に
大
き
い
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
提
言
で
は
「
地
方
創
生
と

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
体
的
推
進
」
と
い
う
こ
と
を

挙
げ
て
い
ま
す
。
地
方
こ
そ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す

る
場
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
村
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ

う
に
、
私
も
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の
意
味
が
気
に

な
り
ま
す
。
法
政
大
学
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
は
一
体
化
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
考
え
の
も
と
に
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
宣

言
を
行
い
ま
し
た
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
が
伴
わ
な

い
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
制
度
や
政
治
の
世
界
が
同
質

化
し
て
し
ま
っ
て
、
多
様
性
と
は
正
反
対
の
状
況

を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
多

様
性
を
保
証
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
れ
こ
そ
が
私
立
大
学
の
あ
り
方
に
合
致

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

わ
が
国
の
大
学
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
あ

り
方
は
、
私
立
大
学
が
率
先
し
て
変
え
て
い
く
べ

き
で
す
。
各
大
学
は
立
地
な
ど
の
条
件
に
応
じ
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
連
し
て
、
も
う
一
つ
気
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
優
秀
な
高
校
生
が
日
本
の
大

学
に
入
学
し
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
法
政
大
学
女
子
高
等
学
校
が
共
学
に
な
っ

て
法
政
大
学
国
際
高
等
学
校
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
う
し
た
国
際
高
校
に
入
学
す
る
語
学
が
得
意
な

生
徒
は
高
校
の
時
か
ら
留
学
し
て
し
ま
い
、
日
本

の
大
学
に
は
あ
ま
り
興
味
を
示
さ
な
い
場
合
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
留
学
先
も
欧
米
だ
け
で
は
な

く
、
ア
ジ
ア
の
大
学
や
ア
ジ
ア
に
進
出
し
て
い
る

米
国
の
大
学
を
選
ぶ
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
を
多
く
聞

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
大
学
に
魅
力
が

な
く
な
っ
た
ら
、
優
秀
な
学
生
が
集
ま
ら
な
い
と

村
田 

治
氏

松
岡 
敬
氏

座
談
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い
う
危
機
的
な
時
代
が
や
っ
て
来
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た

め
に
は
、
や
は
り
各
大
学
が
個
性
を
明
確
に
し
て
、

そ
れ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
欧
米
と
は
異
な
る
、
日
本
の
大
学
な

ら
で
は
の
特
色
を
強
化
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
を
、
提
言
で
は
「『
日
本
だ
か
ら
こ
そ
』

の
特
色
と
各
大
学
の
特
色
の
強
化
」
と
し
ま
し
た
。

日
本
の
特
色
の
中
に
は
、
日
本
語
教
育
も
当
然
入
っ

て
き
ま
す
。
英
語
教
育
は
百
年
以
上
に
も
わ
た
っ

て
推
進
拡
大
し
た
結
果
、
英
語
が
世
界
に
広
ま
り

ま
し
た
が
、
日
本
語
に
つ
い
て
は
積
極
的
な
世
界

展
開
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
論
理
的
な
日
本

学
の
構
築
も
さ
れ
て
い
な
い
の
が
日
本
の
大
学
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

松
岡　
大
学
に
お
け
る
日
本
語
教
育
は
、
日
本
が

世
界
と
つ
な
が
る
た
め
の
大
き
な
強
み
に
な
る
で

し
ょ
う
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
注
力
す
る
こ
と
が
私

立
大
学
の
魅
力
に
も
通
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
提
言
で
は
、
地
方
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も

含
め
た
流
動
化
と
い
う
こ
と
も
強
く
訴
え
て
い
ま

す
。
人
や
教
育
研
究
の
面
に
お
け
る
活
発
な
動
き

に
つ
な
が
る
と
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

公
的
財
政
支
援
が
減
る
一
方
で 

国
の
干
渉
が
強
ま
っ
て
い
る
と
い
う
現
状

松
岡　
提
言
で
は
国
公
私
立
大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
機

能
と
役
割
に
触
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
密
接
に

関
係
し
て
く
る
で
あ
ろ
う
公
財
政
支
出
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
伺
え
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

鎌
田　
国
立
、
公
立
と
私
立
大
学
で
は
社
会
的
に

果
た
し
て
い
る
役
割
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
異
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
立
大
学
は
、
法
人
化
以
降
は

徐
々
に
民
営
化
の
方
向
に
進
む
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン

が
描
か
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在

で
は
、
国
立
大
学
は
や
は
り
国
の
方
針
ど
お
り
に

進
ん
で
行
く
大
学
だ
と
い
う
意
識
が
前
面
に
出
て

お
り
、
資
金
も
ま
ず
国
立
大
学
に
集
中
的
に
投
入

さ
れ
る
と
い
う
流
れ
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
、

適
正
な
投
資
効
果
を
上
げ
て
い
る
の
か
ど
う
か
、

私
は
非
常
に
大
き
な
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

他
方
で
、
私
立
大
学
に
対
す
る
公
的
財
政
支
援

の
比
率
は
ど
ん
ど
ん
低
下
し
て
お
り
、
９
％
台
ま

で
落
ち
て
い
る
。
公
的
財
政
支
援
が
細
っ
て
切
羽

詰
ま
っ
た
状
況
の
中
で
、
私
立
大
学
に
対
す
る
国

の
干
渉
は
む
し
ろ
強
ま
っ
て
い
る
と
い
う
、
や
や

ゆ
が
ん
だ
状
況
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

元
来
、
ほ
と
ん
ど
の
私
立
大
学
は
公
的
な
支
援

な
し
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
状
で
は
、
授
業

料
収
入
だ
け
で
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
な

改
革
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
大
学
は
、
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
立
大
学

が
社
会
全
体
に
果
た
し
て
い
る
公
共
的
な
役
割
や

貢
献
に
お
い
て
は
国
公
立
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い

成
果
を
上
げ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
応
じ
た
支
援

を
社
会
全
体
が
し
て
い
く
と
い
う
態
勢
に
切
り
替

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

社
会
を
支
え
る
人
の
数
は
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん

減
少
し
て
い
く
の
で
、
全
体
の
能
力
の
底
上
げ
を

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
学
生
の
約
８
割
が
私

立
大
学
で
学
ん
で
お
り
、
私
立
大
学
は
、
幅
広
い

レ
ベ
ル
の
学
生
の
潜
在
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す

こ
と
に
よ
っ
て
社
会
の
基
盤
を
支
え
て
い
る
の
で

す
か
ら
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
公
的
な
支
援
を
図
る

べ
き
で
す
。
し
か
し
、
現
実
に
は
そ
れ
が
逆
の
方

向
に
進
ん
で
い
る
の
で
、
私
立
大
学
を
も
っ
と
大

事
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
声
を
上
げ
た
し
だ
い

で
す
。
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私
立
の
総
合
大
学
な
ら
で
は
の 

知
識
を
特
定
の
分
野
に
限
定
し
な
い
教
育

松
岡　
提
言
で
は
、「
私
立
大
学
は
（
中
略
）、
社

会
に
根
ざ
し
た
以
下
の
よ
う
な
教
育
を
実
践
し
て

き
た
」
と
し
て
七
つ
の
項
目
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
考
え
方
を
整
理
す
る
意
味
で
も
非
常
に

い
い
と
思
い
ま
し
た
。

①�　

高
度
な
知
識
基
盤
社
会
を
支
え
る
た
め
の
多

様
性
を
持
っ
た
高
等
教
育
の
場
の
創
出
と
維
持

②�　

社
会
人
と
し
て
の
幅
広
い
教
養
と
思
考
力
の

涵
養

③�　

先
駆
的
な
試
み
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成

④�　

諸
地
域
に
お
け
る
地
域
人
材
の
育
成

⑤�　

通
信
教
育
や
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

を
含
め
た
生
涯
学
習

⑥�　

国
公
立
大
学
に
先
駆
け
た
、
女
性
の
高
等
教

育
の
実
施

⑦�　

課
外
活
動
や
研
究
所
活
動
を
含
め
た
日
本
文

化・

芸
術
の
発
展
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

さ
ら
に
続
け
て
、「
私
立
大
学
は
、
一
見
す
る
と

す
ぐ
に
役
に
立
つ
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
個
人
の

自
由
な
発
想
に
基
づ
く
独
創
的
な
教
育
研
究
に

よ
っ
て
、
社
会
に
活
力
と
発
展
を
も
た
ら
し
て
き

た
」
と
あ
り
、
私
は
こ
の
箇
所
が
非
常
に
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
鎌
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
国
立
大
学
と
の
対
比
も
含
め
て
、
わ
れ
わ
れ
私

立
大
学
の
魅
力
を
も
っ
と
伝
え
て
い
く
上
で
、
こ

う
い
う
視
点
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

田
中　
こ
の
部
分
は
、
議
論
を
し
て
い
て
も
い
ろ

い
ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
当
初
の

案
で
は
、
冒
頭
で
国
立
大
学
の
現
状
や
特
徴
に
触

れ
て
い
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
「
わ
れ
わ
れ
が
何
を

し
て
き
た
か
」
を
強
調
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
、

最
終
的
に
は
そ
の
箇
所
を
削
除
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
す
ぐ
に
役
に
立
つ
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
」
と
い

う
く
だ
り
は
、
あ
と
か
ら
常
務
理
事
か
ら
の
提
案

が
あ
っ
て
付
け
加
え
ま
し
た
が
、
私
も
非
常
に
重

要
な
点
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
教
育
は
、
将
来
、
こ
ん
な
仕
事
に
役
に
立

つ
」
と
い
っ
た
「
職
業
と
一
対
一
対
応
」
の
教
育

は
、
実
践
的
な
専
門
職
教
育
の
よ
う
に
見
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
規
模
大
学
は
や
は
り
総
合

大
学
で
す
。
私
立
の
総
合
大
学
に
お
い
て
、
学
生

は
特
定
の
学
部
に
入
学
は
す
る
も
の
の
、
そ
こ
に

と
ど
ま
ら
な
い
広
い
視
野
を
涵
養
し
て
き
た
と
思

い
ま
す
。
教
員
の
側
に
も
そ
う
い
っ
た
意
識
が
あ

り
、
知
識
を
特
定
の
分
野
に
限
定
し
な
い
教
育
に

腐
心
し
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
の
大
学
を
卒
業
し
て
い
く
人
た
ち
の
約
８

割
が
そ
う
し
た
教
育
を
受
け
た
結
果
、
さ
ま
ざ
ま

な
職
業
に
就
い
て
も
柔
軟
に
対
応
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
柔
軟
性
は
、
今
後
い
っ
そ
う
必

要
に
な
っ
て
く
る
の
で
、
大
事
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
、
あ

る
特
定
の
専
門
的
な
職
業
を
目
指
す
教
育
を
す
る

と
い
う
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
い
く
一
方
で
、
専

門
職
大
学
も
で
き
る
と
い
う
現
状
は
、
両
立
が
困

難
な
気
も
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
立
大
学
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
ま
す

が
、「
国
立
大
学
が
提
供
す
る
場
で
、
私
立
大
学
の

研
究
者
と
協
働
で
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
立
大
学
は
、
研
究

教
育
設
備
の
問
題
で
悩
ん
で
い
ま
す
。
特
に
理
系

の
学
部
を
抱
え
て
い
る
と
大
変
な
費
用
が
か
か
る
。

国
立
大
学
の
ほ
う
が
先
端
分
野
の
研
究
教
育
で
先

行
し
て
し
ま
う
の
は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。
最
初
は
「
共
有
」

と
表
現
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
立
大
学
は
持
っ
て

い
る
施
設・

設
備
を
独
占
す
る
の
で
は
な
く
、
も
っ

と
社
会
に
開
放
し
て
ほ
し
い
。
共
同
利
用
と
い
う
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言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
さ
ら
に
推
し
進
め

て
「
協
働
」
と
し
ま
し
た
。
私
立
大
学
に
対
す
る

国
の
支
援
の
一
環
と
し
て
、
金
銭
的
な
支
援
だ
け

で
は
な
く
、
こ
う
し
た
研
究
支
援
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
提
言
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

提
言
の
作
成
に
関
わ
っ
た
委
員
の
方
々
と
、
検

討
し
た
常
務
理
事
た
ち
は
柔
軟
な
発
想
に
よ
る
い

ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
お
持
ち
な
の
で
、
そ
う
し
た

ア
イ
デ
ア
を
集
約
し
て
い
く
こ
と
も
こ
れ
か
ら
必

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
国
公
私
立
と
い
っ
て
い
る
と 

時
代
遅
れ
に
な
っ
て
し
ま
う

村
田　
私
は
、
国
公
私
立
と
分
け
て
考
え
る
こ
と

自
体
が
あ
り
得
な
い
、
国
の
施
策
と
し
て
非
効
率

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
急
激
な
人
口
減
少
が
予
想

さ
れ
、
か
つ
先
ほ
ど
の
Ａ
Ｉ
の
話
題
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
高
度
な
教
育
を
受
け
た
人
材
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
き
に
、
国
公
立
だ
か
ら
私
立
だ

か
ら
と
い
う
よ
う
な
問
題
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
教
審
の
２
０
０
５
年
の
「
我
が
国
の
高
等
教

育
の
将
来
像
（
答
申
）」
を
引
き
継
い
だ
形
で
、
国

立
大
学
は
機
能
別
分
化
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
私
立
大
学
に
も
当
て
は
め

る
の
は
お
か
し
な
話
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
の
言
い

方
を
す
る
と
、
機
能
別
分
化
と
は
大
学
の
個
性
で

あ
り
、
そ
れ
は
当
然
あ
る
べ
き
も
の
で
す
。
た
だ

し
、
決
め
ら
れ
た
類
型
に
従
っ
て
分
化
す
る
の
で

は
な
く
、
各
大
学
が
強
み
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
自
由
な
競
争
を
通
じ

て
切
磋
琢
磨
し
て
い
け
ば
い
い
。

　

競
争
と
い
っ
て
も
、
国
公
立
大
学
と
私
立
大
学

で
は
条
件
が
同
じ
で
は
な
い
の
で
、
そ
れ
も
含
め

て
ト
ー
タ
ル
で
わ
が
国
の
人
材
育
成
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え

な
い
で
国
公
私
立
と
い
っ
て
い
る
と
、
時
代
後
れ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
日
本
は
先
進
国
の
中
で
唯
一
、
理
系

と
文
系
を
分
け
て
い
ま
す
。
文
理
融
合
と
い
う
言

葉
を
し
ば
し
ば
耳
に
し
ま
す
が
、
理
系
か
ら
文
系

へ
は
移
れ
る
も
の
の
、
文
系
か
ら
理
系
へ
は
数
学

や
理
科
な
ど
の
知
識
が
必
要
に
な
る
た
め
に
難
し

い
。
ま
た
、
理
系
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

若
干
苦
手
な
学
生
が
お
り
、
逆
に
文
系
は
数
学
が

嫌
い
な
学
生
が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
理
系
と
文
系
を
分
け
る
こ
と
は
弊
害

が
大
き
い
。
日
本
で
は
博
士
号
の
取
得
者
が
減
っ

て
お
り
、
他
の
先
進
国
と
比
べ
て
も
比
率
が
低
い

の
で
す
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
理
系
が
減
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
理
系
の
人
材
と
い
っ
て
も
、
理
系

の
知
識
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
基
盤
が
あ
っ
て
、

理
系
の
専
門
知
識
が
な
い
と
い
け
な
い
。
工
学
部

の
設
置
に
関
し
て
、
文
部
科
学
省
は
メ
ジ
ャ
ー・

マ
イ
ナ
ー
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
策
を
設
け
て
い
ま

す
が
、
今
後
、
こ
れ
を
全
て
の
分
野
に
広
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
国
立
大
学

を
受
験
す
る
場
合
に
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
理
系・

文
系
を
分
け
ず
に
全
て
の
科
目
を
受
験
さ
せ
る
よ
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う
に
す
れ
ば
、
私
立
大
学
も
そ
れ
に
倣
っ
て
変
わ
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

関
西
学
院
大
学
は
「
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ

く
全
人
教
育
」
を
う
た
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で

は
何
か
に
偏
っ
た
教
育
で
は
な
く
ト
ー
タ
ル
で
人

格
形
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
お
話
に
あ
っ
た
「
一
見
す
る
と
す
ぐ
に

役
に
立
つ
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
」
と
い
う
部
分

で
は
、本
学
に
は
神
学
部
が
あ
っ
て
、現
実
的
に
す

ぐ
役
に
立
つ
か
と
い
え
ば
難
し
い
の
で
す
が
、
こ

れ
も
私
立
大
学
の
多
様
性
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

松
岡　
今
、
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の

育
成
が
産
業
界
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
確

か
に
文
理
融
合
は
私
立
大
学
だ
か
ら
こ
そ
進
め
や

す
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
大
学
改
革
で
大
事
な
の
は 

増
や
す
こ
と
で
は
な
く
質
を
高
め
る
こ
と

松
岡　
社
会
が
激
し
く
変
化
す
る
中
で
、
各
私
立

大
学
で
は
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
進
め
、
そ
れ

が
強
み
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
具
体
的
な
施
策
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す

で
し
ょ
う
か
。

田
中　
法
政
大
学
の
大
学
改
革
は
、
ま
ず
課
題
の

洗
い
出
し
か
ら
始
ま
っ
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

乗
り
越
え
て
い
く
か
を
考
え
ま
し
た
。
例
え
ば
先

ほ
ど
の
文
理
融
合
の
問
題
で
は
、
本
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
は
３
カ
所
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
の

一
つ
が
理
系
の
学
部
で
す
。
ま
た
、
か
つ
て
の
工

場
等
制
限
法
の
名
残
で
、
社
会
学
部
や
経
済
学
部

が
郊
外
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

歴
史
を
ど
う
捉
え
直
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
利
点

を
生
か
す
か
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

私
学
に
は
常
に
財
政
的
な
課
題
も
あ
り
ま
す
の

で
、
財
政
基
盤
の
検
討
委
員
会
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
の
独
自
性
と
関
係
し
ま
す
が
、
本

学
の
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
で
は
な
い
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
し
た
。
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
戦

後
し
ば
ら
く
経
っ
て
各
大
学
が
横
並
び
に
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
ど
こ
か
が
授
業
料
を
引
き
上
げ
る

と
他
も
追
随
す
る
。
新
し
い
学
部
を
開
設
す
る
と
、

ほ
か
で
も
作
る
と
い
っ
た
や
り
か
た
で
う
ま
く

い
っ
て
い
た
の
で
、
独
自
性
を
発
揮
す
る
よ
り
も

同
調
圧
力
が
か
か
る
時
代
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出
さ
な
い
と
未

来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
本
学
の
独
自
性
を
確
立
す
る
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
作
業
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
自
分
た
ち
で
行
う
こ
と
を
ま
ず
決
断
し
ま
し
た
。

教
職
員
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
繰
り
返
し
、
い
ろ

い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
、
目
に
見
え
る

形
に
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
大
学
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
公
開
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
載
せ
、
改
革
に

結
び
付
け
て
い
く
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
と
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
共
に
進
め
る
と
い
う
こ
と
や
、

大
学
憲
章
の
作
成
な
ど
も
、
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス

か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
も
の
は
、
学
外
に
対

し
て
よ
り
も
、
ま
ず
学
内
に
対
す
る
効
果
が
表
れ

ま
す
。
大
学
の
魅
力
に
自
分
た
ち
が
気
付
け
ば
、

そ
れ
を
学
生
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
プ

ロ
セ
ス
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
ま
す
。
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
は
終
わ
り
が
な
く
、
変
え
る
べ
き
も

の
と
変
え
な
い
も
の
を
き
ち
ん
と
区
別
し
な
が
ら
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
て
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
大
学
改
革
は
、
新
し
い
学
部
を
作

る
と
か
新
し
い
建
物
を
作
る
と
い
っ
た
「
拡
大
」

に
焦
点
を
当
て
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
は
も
う
難
し
い
。
そ
う
な
る
と
、
大
事

座
談
会
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な
の
は
「
増
や
す
こ
と
」
で
は
な
く
「
質
を
高
め

る
こ
と
」
で
す
。
ど
う
い
う
学
生
を
集
め
、
ど
の

よ
う
な
人
材
に
育
て
て
卒
業
さ
せ
る
か
、
そ
れ
を

独
自
性
と
時
代
の
変
化
に
応
じ
て
進
め
る
方
向
に

大
学
改
革
は
シ
フ
ト
し
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
て
初
め
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
構
築
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
２
０
３
０

年
を
目
標
と
す
る
「
法
政
大
学
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

（H
O
SEI�2030

）」
を
策
定
し
、
４
年
ご
と
の
中
期

経
営
計
画
に
従
っ
て
改
革
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
の
は 

問
題
の
本
質
を
見
抜
く
力
と
人
間
力

鎌
田　
早
稲
田
大
学
で
は
、
代
々
の
総
長
が
中
期

計
画
を
立
案
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
大
学
改
革
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
２
年
に
は
創
立
１
３

０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ
の
20
年
後
に
創
立

１
５
０
周
年
を
迎
え
る
際
の
早
稲
田
大
学
の
あ
る

べ
き
姿
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
こ
に
到
達
す
る
た
め

の
「W
aseda�V

ision�150

」
と
い
う
中
期
計
画
を

策
定
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

開
始
し
て
５
年
が
経
過
し
た
の
で
第
１
ス
テ
ー
ジ

の
総
括
を
し
て
、
現
在
は
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ

て
い
ま
す
。

　
「W

aseda�V
ision�150

」
は
四
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン

の
下
に
13
の
核
心
戦
略
と
、
開
始
時
点
で
75
の
具

体
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
案
し
、
主
な
項
目
に
つ

い
て
数
値
目
標
も
示
し
ま
し
た
。
四
つ
の
ビ
ジ
ョ

ン
は
、
大
学
の
主
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
教
育・

研
究・

社
会
貢
献
の
そ
れ
ぞ
れ
に
加
え
て
、
大
学

経
営
に
関
わ
る
も
の
で
す
。

　

大
学
改
革
の
計
画
を
立
て
て
も
実
行
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
大
学

自
身
の
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
や
財
政
基
盤
の
弱
さ

に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
時
代
に
あ
っ
て
、
大
学
の
運
営
形
態
自

体
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
沿
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
四
つ
目
の

柱
と
し
て
大
学
経
営
に
関
わ
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち

出
し
た
こ
と
が
本
学
の
特
色
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

教
育
に
関
し
て
は
、「
人
間
力・

洞
察
力
を
備
え

た
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
掲
げ
、「
１

年
間
で
１
万
人
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
輩
出

す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
１
万
人
と
い
う
の
は
本

学
の
１
学
年
の
学
生
数
で
あ
り
、
本
学
の
卒
業
生

は
全
員
が
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
、
地
方

で
村
お
こ
し
を
し
て
い
る
人
も
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
と
い
う
位
置
付
け
で
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
と
、
外
国
語
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
重
視
さ
れ
ま
す
が
、

そ
れ
は
手
段
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
肝
心
な
の
は
、

農
業
で
あ
ろ
う
が
町
工
場
で
働
い
て
い
よ
う
が
、

今
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
抜
き
に
は
仕
事
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
国
内
で
も
外
国
人
比
率
が
高

ま
っ
て
お
り
、
海
外
へ
行
け
ば
価
値
観
や
文
化
的

背
景
の
全
く
違
う
人
た
ち
と
協
働
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
、
そ
こ
で
き
ち
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

ト
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
問
題
の
解
決
策
を
見
つ
け
出
し
、
相
手
の
信
頼

を
得
て
実
行
し
て
い
け
る
よ
う
な
人
間
力
を
育
て

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル

な
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で
求
め
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
普
遍
的
に
求
め
ら
れ
る
能
力

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
、
最
も
重
要

に
な
っ
て
く
る
の
は
、
問
題
の
本
質
を
見
抜
く
洞

察
力
や
俯
瞰
力
、
人
間
力
で
す
。
人
間
力
を
磨
く

た
め
に
は
知
識
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ほ
う
が
発
想

が
豊
か
に
な
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
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分
が
知
ら
な
か
っ
た
世
界
の
人
た
ち
と
ぶ
つ
か
り

合
う
中
で
自
ら
を
磨
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
総
長
に
な
っ
て
か
ら
建
学
の
精
神
を

強
調
し
て
い
る
の
は
、
日
本
の
私
立
大
学
の
多
く

が
設
立
さ
れ
た
時
期
に
は
国
立
大
学
が
中
央
官
庁

の
高
級
官
僚
や
官
営
企
業
の
技
術
者
を
育
成
し
よ

う
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
早
稲
田
や
同
志
社
の

よ
う
に
、
多
数
の
自
立
し
た
市
民
を
育
成
す
る
こ

と
が
こ
の
国
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
い
う
強
い
信

念
の
下
に
私
立
大
学
が
創
立
さ
れ
た
と
い
う
歴
史

が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

時
代
が
大
き
く
転
換
す
る
中
で
、
自
分
の
意
思

と
判
断
力
を
持
っ
た
市
民
を
育
て
る
こ
と
こ
そ
が

次
の
時
代
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

は
、
現
代
と
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
先

人
た
ち
の
熱
い
思
い
は
、
日
本
の
私
立
大
学
の
歴

史
に
染
み
込
ん
だ
、
い
わ
ば
魂
の
よ
う
な
も
の
な

の
で
あ
っ
て
、
再
び
花
開
く
時
代
を
迎
え
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す

松
岡　
今
、
時
代
が
大
き
く
変
化
し
、
ビ
ジ
ョ
ン

と
か
目
指
す
も
の
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
新
し
い

歴
史
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
お

二
人
が
お
話
し
に
な
っ
た
こ
と
は
、
多
く
の
私
立

大
学
に
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。学

部
間
の
垣
根
が
低
く 

副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実

村
田　

関
西
学
院
大
学
は
お
二
人
の
大
学
と
は

違
っ
て
米
国
人
の
宣
教
師
が
創
立
し
た
の
で
、
創

立
者
が
日
本
史
に
登
場
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
同
時
に
、
大
学
の
生
い
立
ち
か
ら
し
て
グ�

ロ
ー
バ
ル
で
あ
り
、
国
際
性
を
備
え
て
い
た
と
い

え
ま
す
。

　

本
学
は
、
か
つ
て
は
国
際
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ

た
も
の
の
、
最
近
は
薄
れ
て
き
た
の
で
、
先
ほ
ど

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
お
話
で
い
う
と
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
大
学
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
目
指

そ
う
と
考
え
ま
し
た
。
大
学
改
革
の
面
で
は
、
国

際
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
沿
っ
て
や
っ
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
学
の
精
神
の
影
響
も
あ
っ
て
、
本
学

は
学
部
間
の
垣
根
が
非
常
に
低
い
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
お

り
、
４
年
間
で
二
つ
の
学
位
を
取
る
こ
と
が
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
２
０
０
４
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創

成
支
援
（
Ｓ
Ｇ
Ｕ
）
事
業
に
採
択
さ
れ
た
「
国
際

性
豊
か
な
学
術
交
流
の
母
港
『
グ
ロ
ー
バ
ル・

ア

カ
デ
ミ
ッ
ク・

ポ
ー
ト
』
の
構
築
」
で
も
、
入
学

し
た
学
部
に
お
け
る
学
び
の
ほ
か
に

①�　

海
外
留
学
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ

ロ
グ
ラ
ム

②�　

実
践
的
な
学
び
で
あ
る
ハ
ン
ズ
オ
ン
ラ
ー
ニ

ン
グ・

プ
ロ
グ
ラ
ム

③�　

他
分
野
を
学
ぶ
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
い
ず
れ
か
に
挑
戦
す
る
「
ダ
ブ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ

制
度
」
を
大
き
く
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

ア
イ
デ
ア
と
か
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
も

の
は
、
一
つ
の
こ
と
だ
け
に
集
中
し
て
い
て
も
出

て
き
ま
せ
ん
。
別
々
の
何
か
を
や
っ
て
い
る
中
か

ら
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
研
究
者

は
身
を
も
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
学
生
に

体
験
さ
せ
よ
う
と
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
議
論
も

あ
り
ま
し
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
は
双

方
向
の
授
業
と
い
う
「
授
業
方
法
」
で
す
が
、
そ

の
先
を
見
据
え
て
、
社
会
的
な
問
題
を
自
ら
発
見

し
て
い
く
よ
う
な
実
践
的
な
学
び
の
拠
点
と
な
る

座
談
会
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ハ
ン
ズ
オ
ン
ラ
ー
ニ
ン
グ・

セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
、

い
く
つ
か
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
ま
し
た
。

新
し
い
社
会
を
作
ろ
う
と
し
た
先
人
の 

意
欲
や
熱
意
が
、わ
れ
わ
れ
に
も
必
要

村
田　
文
部
科
学
省
が
学
習
指
導
要
領
を
改
訂
し

て
初
等
中
等
教
育
を
変
え
た
よ
う
に
、
日
本
の
大

学
も
学
生
が
主
体
的
に
学
ぶ
よ
う
に
し
な
い
と
、

田
中
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
優
秀
な
学
生

ほ
ど
海
外
の
大
学
に
進
学
す
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ

ま
で
日
本
の
大
学
が
座
学
を
主
体
と
し
て
き
た
の

に
対
し
て
、
海
外
の
大
学
は
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ

な
授
業
に
な
っ
て
、
し
か
も
日
本
の
高
校
ま
で
の

教
育
も
同
様
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
場
合
、
自
分
の

大
学
に
学
生
が
来
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

危
惧
が
あ
り
ま
す
。
高
大
接
続
改
革
で
も
、わ
れ
わ

れ
は
入
試
改
革
の
主
体
性
等
の
分
野
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
流
れ
が
あ
っ
て
、
創
立
１
５
０
周�

年
に
向
け
た
将
来
構
想
「K

w
ansei�Grand��

Challenge�2039

」
を
２
０
１
８
年
３
月
に
発
表

し
、
現
在
は
実
施
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。
建
学

の
精
神
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
基
づ
く
全
人

教
育
と
、
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「M

astery�

for�Service

（
奉
仕
の
た
め
の
練
達
）」
を
体
現
す

る
世
界
市
民
の
育
成
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ

ン
ト
に
掲
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
将
来
構
想
を
策
定
す
る
と
き
に
20
年
後
の

未
来
予
測
を
し
た
と
こ
ろ
、
三
つ
の
課
題
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
「
Ａ
Ｉ
の
発
達
」

「
18
歳
人
口
の
減
少
」「
関
西
経
済
の
地
盤
沈
下
」

で
す
。
現
在
、
関
西
経
済
の
規
模
は
日
本
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
約
16
％
で
す
が
、
２
０
４
０
年
に
は
12
％
を

切
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
日
本
の
単
な
る
一
地
方

に
過
ぎ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と

優
秀
な
人
材
は
首
都
圏
に
行
っ
て
し
ま
い
、
関
西

に
は
集
ま
ら
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
が
目
指
し
て
い
る
の

は
、
優
れ
た
人
材
を
育
て
て
関
西
圏
で
仕
事
に
就

い
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
能
力
を
発
揮
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
企
業
や
社
会
で
評
価
さ
れ
、
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
（
真
に
豊
か
な
人
生
）
を
手
に
入
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
米
国
の
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
＝
パ

デ
ュ
ー
調
査
が
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
つ
い
て
調

べ
る
項
目
に
は
、
例
え
ば
「
人
生
に
お
け
る
目
標

の
有
無
」「
共
同
体
へ
の
所
属
意
識
」、
そ
し
て
も

ち
ろ
ん
「
財
政
面
の
安
定
」
も
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
ト
ー
タ
ル
で
追
究
し
、
退
職
し

た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
自
分
の

能
力
を
社
会
に
還
元
す
る
。
そ
う
し
た
人
生
を
学

生
が
送
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
や
資
質
を
育
て
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

田
中　
村
田
先
生
の
お
話
の
中
に
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
が
こ
れ
だ
け
広
が
っ
て
く
る
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
大
学
独
自
の
ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン

グ
が
必
要
に
な
り
、
法
政
大
学
で
は
「
自
由
を
生

き
抜
く
実
践
知
」
を
大
学
憲
章
の
中
で
定
め
ま
し

た
の
で
、「
実
践
知
教
育
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
何

を
実
践
す
る
の
か
が
課
題
に
な
り
、
独
自
の
ア
ク

テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
作
ろ
う
と
い
う
意
気
込

み
が
わ
い
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
立
大
学
そ
れ

ぞ
れ
に
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
建
学
の
精
神
に
つ
い
て
鎌
田
先
生
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
「
自
立
し
た
市
民
を
育
て
る
」
と
い
う

志
は
、
明
治
時
代
に
創
設
さ
れ
た
私
立
大
学
は
皆

そ
う
な
ん
で
す
が
、
私
は
江
戸
時
代
の
専
門
家
と

し
て
「
な
ぜ
そ
れ
が
で
き
た
の
か
」
を
考
え
ま
し

た
。
源
は
江
戸
時
代
に
あ
る
の
で
す
。
江
戸
時
代

の
藩
校
や
私
塾
の
教
育
に
は
す
ご
い
も
の
が
あ
り
、

単
に
教
科
書
の
内
容
を
覚
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

議
論
を
し
た
の
で
す
。
会
読
と
か
会
業
と
い
っ
て
、
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議
論
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
考
え
を
形

作
っ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
若
い
頃
に
経
験

さ
せ
ら
れ
た
わ
け
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
教
育
を
受
け
、
東
京
に
出
て
、
そ

こ
で
市
民
の
た
め
の
学
校
を
開
い
た
。
新
し
い
社

会
を
作
ろ
う
と
し
た
彼
ら
の
意
欲
や
熱
意
を
、
今

わ
れ
わ
れ
も
持
た
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

松
岡　
同
志
社
大
学
も
、
創
立
１
５
０
周
年
に
向

け
た
教
育・

研
究
体
制
な
ど
の
六
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
ま
と
め
た
「
同
志
社
大
学�V

ISIO
N
�2025

」
を

定
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
重
要
性
、
そ
れ
か
ら
教
育
改
革

の
中
で
も
特
に
大
学
院
教
育
を
ど
の
よ
う
に
進
め

る
か
。
ま
た
、
社
会
と
の
連
携
、
有
用
な
人
材
を

社
会
に
送
り
出
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
は
社
会
の
変
化
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
る
必
要
が
あ
り
、
大
学
が
好
き
勝
手
に
や
っ

て
い
け
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
認

識
の
下
に
、
大
学
改
革
の
大
枠
を
明
ら
か
に
し
、

進
め
て
い
く
。
ビ
ジ
ョ
ン
を
通
し
て
教
職
員
の
意

識
に
浸
透
さ
せ
、
本
学
の
持
つ
総
合
力
を
示
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

各
大
学
が
特
色
を
生
か
し
て
連
携
し 

多
様
な
協
力
関
係
を
築
い
て
い
く

松
岡　
今
回
の
提
言
の
２
に
は
、「
地
域
（
世
界
に

お
け
る
日
本
、
日
本
に
お
け
る
各
地
域
）
を
熟
知

し
、
そ
の
独
自
性
を
応
用
し
表
現
す
る
能
力
を
育

成
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
協
力
し
て
開
発
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
提
言
３
に
は
「
連
携
の
自

主
的
な
構
築
」
と
あ
り
、
提
言
７
に
は
「
大
学
間

連
携
の
推
進
」
が
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
「
連
携
」
が
非
常
に
大
切
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
各
大
学
の
強
み
を
生
か
し
て

連
携
し
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

村
田　
今
回
の
将
来
構
想
の
中
で
も
、
こ
の
連
携

統
合
に
関
す
る
部
分
は
非
常
に
う
ま
く
書
か
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
最
終
的
に
は
統
合
が
必
要

だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
大
前
提
と
し
て
連
携
が
あ�

る
。
連
携
だ
け
だ
と
な
か
な
か
難
し
い
で
し
ょ�

う
。
私
立
大
学
の
４
割
く
ら
い
が
定
員
割
れ
で
あ

り
、
そ
れ
を
ど
う
考
え
る
か
が
極
め
て
重
要
な
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
自
主
的

に
連
携
し
、
統
合
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思

い
ま
す
。

　

同
時
に
、
日
本
の
企
業
同
士
、
あ
る
い
は
企
業

と
大
学
の
間
で
あ
ま
り
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
の

が
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
米
国
な
ど

で
は
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
化
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
て
、
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
い
う
言
葉
が
あ
る
く
ら
い
で
す
。

し
か
し
、
日
本
企
業
で
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と

呼
ば
れ
て
い
る
企
業
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
大
学
の
連
携
も
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
か
、
各
大
学
が
独
自
に
進

め
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し

て
連
携
し
、
補
完
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
と
い
っ

座
談
会
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た
多
様
な
協
力
関
係
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
私
立

大
学
の
ほ
う
が
や
り
や
す
い
で
し
ょ
う
。
特
に
、

東
京
の
私
立
大
学
と
東
京
以
外
の
私
立
大
学
の
連

携
と
い
っ
た
こ
と
を
本
格
的
に
考
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

鎌
田　
大
学
間
連
携
は
確
か
に
必
然
で
あ
っ
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
大
学
は
も
っ
と
も
っ
と
強
く
な
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

現
状
に
お
け
る
国
の
施
策
の
大
き
な
柱
は
、
行
き

詰
ま
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
と
こ
ろ
を
ど
う
や
っ
て

支
え
る
か
と
い
う
、
ま
さ
に
護
送
船
団
方
式
の
発

想
か
ら
出
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
例
え
ば
生
命
科
学
全
盛
の
現
代
に
あ
っ

て
、
早
稲
田
大
学
に
は
医
学
部
も
な
け
れ
ば
薬
学

部
や
農
学
部
も
あ
り
ま
せ
ん
。
な
い
か
ら
や
ら
な

い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
持
っ
て
い
な
い
か
ら
こ

そ
、
ほ
か
の
大
学
の
医
学
部
や
薬
学
部
と
う
ま
く

連
携
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
い
け
る
と

い
う
面
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
学
際
的
と
い
う
か
、
大
き
く
発
展
し
つ

つ
あ
る
融
合
分
野
、
例
え
ば
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

な
ど
で
は
マ
ル
チ・

デ
ィ
シ
プ
リ
ナ
リ
ー
な
人
材

を
育
成
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
海
外

の
大
学
や
国
内
外
の
企
業
ま
で
含
め
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
連
携
を
図
る
場
面
も
増
え
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は

私
立
大
学
同
士
だ
け
で
は
な
く
、
私
立
大
学
と
国

立
大
学
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
企
業
や
公
益
法
人
ま

で
加
わ
っ
て
新
し
い
価
値
を
作
り
出
す
こ
と
を
始

め
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

特
定
の
大
学
に
集
中
的
に
予
算
を
つ
ぎ
込
め
ば
、

そ
の
大
学
の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
が
短
期
間
に
上
が

る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

自
由
な
発
想
で
い
ろ
い
ろ
な
共
同
研
究
を
展
開
し
、

そ
れ
を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
仕
組
み

の
ほ
う
が
は
る
か
に
投
資
効
果
は
高
い
し
、
そ
こ

に
民
間
企
業
が
加
わ
れ
ば
自
主
的
に
進
ん
で
い
く

で
し
ょ
う
。
こ
う
い
う
形
に
持
っ
て
い
か
な
い
と
、

日
本
の
教
育
研
究
全
体
の
大
き
な
発
展
は
望
め
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

地
方
の
中
小
規
模
大
学
の
棲
み
分
け
や 

大
規
模
校
同
士
の
連
携
を
ど
う
す
る
か

松
岡　
社
会
全
体
の
意
識
改
革
も
含
め
て
、
大
学

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
、

非
常
に
大
き
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ

も
根
気
強
く
発
信
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

今
回
の
提
言
は
非
常
に
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
受

け
止
め
ま
し
た
。

田
中　
提
言
を
ま
と
め
る
際
に
、
経
営
が
行
き
詰

ま
っ
て
し
ま
う
可
能
性
の
あ
る
大
学
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
問
題
は
意
識
の
中
に
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
れ
を
国
の
政
策
で
救
済
す
る
の
で
は
な

く
、
や
は
り
そ
の
大
学
が
自
主
的
に
何
と
か
し
な

く
て
は
い
け
な
い
。
た
だ
し
、
一
つ
の
大
学
だ
け

で
乗
り
切
る
の
は
非
常
に
難
し
い
時
代
な
の
で
、

ど
う
し
て
も
連
携
統
合
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
提
言
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
提
言
３

で
「
地
方
の
中
規
模
、
小
規
模
大
学
の
棲
み
分
け
」

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
す
。
大

学
や
地
域
の
特
色
は
何
か
、
そ
の
地
域
に
あ
る
別

の
大
学
と
の
連
携
は
可
能
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る
は
ず
で
あ

り
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
い
う
思
い
が
提

言
に
は
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
大
規
模
校
の
連
携
は
ど
う
す
る
か
と
い
う

と
、
村
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
よ
り

飛
躍
す
る
た
め
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
必
要
に

な
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
留
学
生
を
ど
う
受
け
止

め
る
か
と
か
、
海
外
へ
行
っ
て
留
学
生
を
集
め
る

に
は
ど
う
す
る
か
を
考
え
る
と
、
個
別
の
大
学
で
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実
施
し
て
い
た
の
で
は
財
政
的
に
限
界
が
あ
り
ま

す
が
、
連
携
す
れ
ば
や
っ
て
い
け
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
大
学
に
よ
っ
て
異
な
る

の
で
、
単
位
互
換
制
度
は
学
生
の
意
欲
を
引
き
出

し
能
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
上
で
大
い
に
有
効
で
す
。

　

法
政
大
学
で
は
自
治
体
と
の
連
携
な
ど
も
進
め

て
い
ま
す
が
、
明
治
大
学
お
よ
び
関
西
大
学
と
の

３
大
学
連
携
を
始
め
ま
し
た
。
３
大
学
と
も
ほ
ぼ

同
規
模
で
、
し
か
も
同
じ
フ
ラ
ン
ス
法
学
で
建
学

し
て
い
ま
す
。
実
際
に
連
携
し
て
み
る
と
、
同
じ

よ
う
に
見
え
て
も
実
は
異
な
る
点
が
多
々
あ
り
、

互
い
の
強
み
と
弱
み
に
気
が
付
き
ま
す
。
一
見
し

て
意
味
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
連
携
も
、
実
は
さ

ま
ざ
ま
な
効
果
を
生
む
こ
と
が
次
第
に
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
が
主
導
し
て
い
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
づ
く
り
は
地
方
で
実
施
す
る
の
が
目
的
で
す
が
、

実
は
千
代
田
区
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
も
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
東
京
で
も
で
き
る
わ
け
で
す
。
千

代
田
区
の
環
境
や
景
観
の
保
全
を
ど
う
す
る
か
と

い
う
問
題
に
大
学
が
関
わ
る
。
こ
う
し
た
い
ろ
い

ろ
な
連
携
は
、
学
生
に
と
っ
て
も
研
究
者
に
と
っ

て
も
興
味
深
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学
が
ビ
ジ
ョ
ン
や
方
向
性
を
明
確
に
示
し 

社
会
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

松
岡　
本
日
の
議
論
を
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
産
業
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い

く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
社
会
が
急
速
に
変
化
し
て

い
き
、
わ
れ
わ
れ
教
職
員
は
そ
れ
に
し
っ
か
り
向

き
合
っ
て
い
く
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
学
内
外
に

き
ち
ん
と
伝
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

特
に
、
18
歳
人
口
の
減
少
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

若
者
が
減
る
一
方
で
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
。
こ
う
い
う
社
会
に
あ
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

を
し
っ
か
り
考
え
て
い
く
た
め
の
材
料
と
し
て
、

今
回
の
提
言
は
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

で
は
、
わ
れ
わ
れ
私
立
大
学
は
こ
の
よ
う
な
変

化
す
る
社
会
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば

い
い
の
か
。
そ
の
接
点
は
教
育
と
研
究
、
お
よ
び

社
会
と
の
連
携
に
あ
り
、
各
大
学
が
ビ
ジ
ョ
ン
や

方
向
性
を
明
確
に
示
さ
な
け
れ
ば
、
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
築
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
大
き
な
問
題
に
対
し
て
、

個
々
の
大
学
だ
け
で
は
な
く
、
私
大
連
な
ど
の
組

織
が
一
丸
と
な
っ
て
私
立
大
学
の
強
み
を
社
会
に

発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
、
大
学
間
連
携
を
私
大
連
の
取
り
組

み
の
中
に
根
付
か
せ
る
と
と
も
に
、
組
織
と
し
て

の
力
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

大
き
な
社
会
変
動
の
中
で
、
多
様
な
人
材
を
輩

出
し
続
け
て
い
る
私
立
大
学
に
対
す
る
期
待
度
は
、

さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

私
立
大
学
な
ら
で
は
の
強
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　

大
学
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
作
っ
て
い
く
と

感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
人
材
を
育
成
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
独
自
性
や
特
色
の
あ
る
こ
と

が
、
社
会
に
大
き
な
幸
せ
を
も
た
ら
す
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
立
大
学
の
大
き
な
役
割
も
そ

こ
に
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

大
学
改
革
を
通
し
て
、
今
後
の
素
晴
ら
し
い
社

会
を
築
き
上
げ
る
た
め
に
、
私
立
大
学
の
役
割
や

人
材
育
成
に
関
す
る
一
つ
の
指
針
を
得
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
本
日
の
座
談
会
も
有
意
義
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

座
談
会
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私
立
大
学
の
将
来
構
想 

『
未
来
を
先
導
す
る
私
立
大
学
の
将
来
像
』
を
公
表

　

日
本
私
立
大
学
連
盟
は
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
大
き
な
変
化
を
踏
ま

え
、
大
学
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
や
大
学
全
体
の
規
模
や
配
置
に
つ
い
て
考
察

し
、
国
公
私
立
大
学
の
機
能・

役
割
等
に
つ
い
て
明
示
し
た
『
未
来
を
先
導

す
る
私
立
大
学
の
将
来
像
』
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

各
加
盟
大
学
が
策
定
し
て
い
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を
元
に
、
私
立
大
学

自
ら
の
将
来
に
向
け
た
姿
勢
を
「
私
立
大
学
の
将
来
構
想
」
と
し
て
示
す
と

と
も
に
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
国
や
産
業
界
、
社
会
か
ら
の
支

援
に
つ
い
て
提
案
し
て
い
ま
す
。

　『
未
来
を
先
導
す
る
私
立
大
学
の
将
来
像
』（
概
要
）

１　
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

◆���

「
第
四
次
産
業
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
産
業
構
造
の
大
き
な
変
化

◆��

人
口
減
少
社
会
、「
人
生
１
０
０
年
」
時
代
の
到
来

◆��

地
方
創
生
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

２　
大
学
教
育
の
あ
る
べ
き
姿

◆��

建
学
の
精
神
に
よ
る
多
様
な
教
育
研
究
、
日
本
や
地
域
の
特
色
や
資
源
を

活
用
し
た
独
自
性
の
あ
る
教
育
研
究
を
推
進
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

◆��

大
学
改
革
を
推
進
し
、
多
様
性
と
特
色
を
活
か
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編

成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
の
独
自
性
を
先
鋭
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る

◆��

類
型
的
な
枠
組
み
な
ど
の
施
策
を

導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
の
大
学
の
独
自
性
を
活
か
す
方

向
で
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き

３　
大
学
全
体
の
規
模・

配
置
、

連
携・

統
合

［
大
学
全
体
の
規
模・

配
置
］

◆��

18
歳
人
口
を
元
に
進
学
率
を
推
計
し
、
そ
の
動
態
の
み
で
大
学
の
規
模
を

検
討
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い

◆��

私
立
大
学
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
安
易
に
低
下
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
広

い
年
齢
層
、
世
界
か
ら
の
進
学
者
を
想
定
し
検
討
す
べ
き

［
連
携・

統
合
］

◆��

連
携・

統
合
は
、
私
立
大
学
の
多
様
性
の
縮
減
や
規
模
の
縮
小
を
目
的
と

す
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら
な
る
多
様
性
の
展
開
を
進
め
る
た
め
の
方
策

と
し
て
考
え
る
べ
き

◆��

大
学
の
規
模
を
維
持
す
る
こ
と
が
教
育
の
質
の
低
下
に
つ
な
が
る
と
思
わ

れ
た
場
合
、
私
立
大
学
は
主
体
的
に
連
携・

統
合
を
考
え
る
必
要
が
あ
る

４　
国・

私
立
大
学
の
機
能・

役
割

［
私
立
大
学
の
機
能・

役
割
］

◆��
こ
れ
ま
で
実
践
し
て
き
た
教
育
に
加
え
、
今
後
の
世
界
の
リ
ス
ク
を
回
避

で
き
る
多
様
性
と
実
践
的
な
教
育
を
推
進
す
る
役
割

◆��

一
部
の
エ
リ
ー
ト
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
若
者
が
高
等
教
育
を
通
じ
て

そ
の
能
力
を
大
き
く
伸
ば
し
、
私
立
大
学
の
多
様
な
教
育
研
究
に
よ
っ
て
、

※�

本
提
言
は
、私
大
連
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。
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国
民
の
知
的
水
準
を
底
上
げ
す
る
こ
と
が
重
要
な
役
割

［
国
立
大
学
の
機
能・

役
割
］

◆��

教
育
活
動
と
研
究
活
動
に
お
け
る
投
資
効
果
を
検
証
し
、
真
に
必
要
な
分

野
に
限
ら
れ
た
資
金・

資
源
を
集
中
さ
せ
る
と
と
も
に
、
大
学
の
規
模
も

含
め
、
そ
の
役
割
を
見
直
す
こ
と
が
必
要

［
国
私
の
協
働
に
よ
る
機
能・

役
割
］

◆��

国
費
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
先
端
的
な
研
究
を
行
う
た
め
の
場
所・

装
置・

仕
組
み
な
ど
を
国
公
私
を
超
え
た
多
く
の
研
究
者
に
提
供
し
、
研
究
や
大

学
院
教
育
な
ど
で
協
働
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

５　
新
た
な
公
財
政
支
出
の
あ
り
方

◆��

学
生
一
人
当
た
り
の
公
財
政
支
出
に
お
け
る
国
私
間
の
13
倍
の
格
差
は
、

納
税
者
間
の
著
し
い
不
平
等
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
教
育
費
負
担
を
軽
減

し
て
経
済
格
差
と
教
育
格
差
と
の
負
の
連
鎖
を
断
つ
こ
と
が
喫
緊
の
課
題

◆��

私
学
助
成
を
増
額
し
、
可
能
な
限
り
国
私
間
の
授
業
料
の
平
準
化
を
図
る

と
と
も
に
、
学
生
個
人
の
能
力
や
経
済
状
況
に
応
じ
た
個
人
補
助
型
の
修

学
支
援
を
充
実
さ
せ
る
体
制
へ
と
転
換
す
べ
き

６　
私
立
大
学
の
将
来
構
想
実
現
の
た
め
に

１　

私
立
大
学
の
将
来
構
想
［
私
立
大
学
へ
の
提
言
（
自
ら
の
姿
勢
）］

◆�

提
言
１
．
私
立
大
学
の
役
割
と
多
様
性
の
保
持

◆�

提
言
２
．「
主
体
的
で
洞
察
力
に
富
ん
だ
思
考
力
の
育
成
」
と
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
協
働
開
発

◆�

提
言
３
．
類
型
化
で
は
な
い
「
棲
み
分
け
」
と
「
連
携
」
の
自
主
的

な
構
築

◆�

提
言
４
．
地
方
創
生
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
体
的
な
推
進

◆�

提
言
５
．「
日
本
だ
か
ら
こ
そ
」
の
特
色
と
各
大
学
の
特
色
の
強
化

◆�

提
言
６
．
多
様
な
年
齢
層
を
受
け
入
れ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
整
備

◆�

提
言
７
．
大
学
間
連
携
の
推
進

◆�

提
言
８
．
積
極
的
な
情
報
公
開
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底

２　

私
立
大
学
の
将
来
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
国
の
支
援

�

［
国・

政
府
へ
の
提
言
］

◆�

提
言
１
．
私
学
助
成
と
個
人
補
助
型
の
修
学
支
援
措
置
の
拡
充

◆�

提
言
２
．
東
京
23
区
の
大
学
の
定
員
抑
制
に
対
す
る
例
外
措
置

◆�

提
言
３
．
大
学
の
独
自
性
を
活
か
す
教
育
研
究
面
へ
の
支
援

◆�

提
言
４
．
新
た
な
教
育
基
盤
整
備
の
た
め
の
財
政
面
へ
の
支
援

◆�

提
言
５
．
大
学
設
置
基
準
や
私
立
学
校
法
の
改
正

◆�

提
言
６
．
専
門
人
材
の
設
置・

養
成
に
お
け
る
財
政
面
へ
の
支
援

◆�

提
言
７
．
国
費
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
研
究
設
備
等
の
国
公
私
間
に
お

け
る
共
同
利
用
の
推
進

３　

大
学
教
育
を
支
え
る
社
会
の
役
割
［
産
業
界
へ
の
提
言
］

◆�

提
言
１
．
個
々
の
私
立
大
学
教
育
へ
の
正
し
い
理
解
と
協
力

◆�
提
言
２
．
地
方
創
生
へ
の
積
極
的
な
参
画

◆�
提
言
３
．
社
員
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
へ
の
参
加
の
推
進

◆�

提
言
４
．
大
学
院
修
了
者
の
積
極
的
な
雇
用

◆�

提
言
５
．
大
学
や
大
学
院
に
お
け
る
成
績
を
重
視
し
た
採
用
活
動

31 大学時報　2018.7



　

文
部
科
学
省
は
、
将
来
の
日
本
を
担
う
若
者
が
、
国
際
的
な
舞
台
で
の
競
争
に
勝
ち
抜
き
、
学
術
研
究

や
文
化・

国
際
貢
献
の
面
で
も
世
界
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
留
学

機
会
を
拡
充
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、
留
学
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ト
ビ
タ
テ
！
留

学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
を
推
進
し
、
若
者
の
海
外
留
学
へ
の
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
文
部
科
学

省
は
民
間
企
業
な
ど
の
協
力
を
得
た
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
展
開

や
、
国
費
に
よ
る
海
外
留
学
支
援
の
推
進
に
よ
り
、
学
生
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
む
な
ど
、

留
学
生
交
流・

国
際
交
流
を
強
く
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
近
年
、
留
学
生
お
よ
び
海
外
へ
の
留
学

が
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
２
０
０
１
年
の
９・

11
の
同
時
多
発
テ
ロ
以
降
、
米
国
社
会
で
日
常
的
に
起
こ
る
大

学
や
高
校
で
の
銃
乱
射
事
件
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
、
日
本
人
差
別
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
事
件・

事
故
が
頻
発
し
て
い
る
。
ま
た
、
盗
難・

紛
失
、
病
気・
け
が
、
過
失
や
債
務
不
履
行
に
伴
う
損
害
賠
償

な
ど
、
海
外
で
の
予
期
し
な
い
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
加
し
て
い
る
。
学
生
自
身
が
安

特 集

留
学（
海
外
送
り
出
し
）に
伴
う

問
題
へ
の
取
り
組
み
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全
な
環
境
を
確
保
す
る
予
防
対

策
を
立
て
る
こ
と
と
併
せ
て
、

問
題
が
生
じ
た
時
に
は
、
送
り

出
す
大
学
と
し
て
も
学
生
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
は
重
要
な

使
命
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

対
応
に
当
た
っ
て
は
、
多
く
の

時
間
や
労
力
、
経
費
を
費
や
す

こ
と
と
な
り
、
特
に
直
接
担
当

を
し
て
い
る
教
員
や
職
員
の
責

任
と
重
圧
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

本
特
集
で
は
、
各
大
学
に
お
け

る
「
日
本
人
学
生
の
海
外
派
遣
」

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
取

り
組
み
や
対
策
、
学
内
制
度
な

ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。

今
後
、
各
大
学
に
お
い
て
留
学

（
海
外
送
り
出
し
）
に
関
す
る
制

度
な
ど
を
整
備
す
る
際
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

海
外
留
学
を
取
り
巻
く
現
状
に
つ
い
て

―
大
学
に
お
け
る
海
外
留
学
に
関
す
る
危
機
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

齋
藤 

潔

●�

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
学
生・

留
学
生
課
企
画
官
（
命
）�

留
学
生
交
流
室
長

開
発
途
上
国
へ
の
学
生
派
遣
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

關
谷 

武
司

●
関
西
学
院
大
学
学
長
補
佐
、
国
際
学
部
教
授

国
際
人
材
育
成
の
課
題
と
取
り
組
み

岡
村 

久
和

●
亜
細
亜
大
学
国
際
交
流
委
員
長
、
都
市
創
造
学
部
教
授

留
学
派
遣
に
伴
う
危
機
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

島
田 

幸
司

●
立
命
館
大
学
国
際
部
長
、
経
済
学
部
教
授

「
よ
り
質
の
高
い
留
学
体
験
」
を
目
指
し
て

―
留
学
（
送
り
出
し
）
の
現
場
か
ら
見
る
問
題
と
そ
の
取
り
組
み

日
野 
好
幸

●
法
政
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
事
務
部
国
際
交
流
課
長

日
本
ア
イ
ラ
ッ
ク
社
を
利
用
し
た
危
機
対
応

田
中 

久
博

●
東
海
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
事
務
室
長
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は
じ
め
に

　

グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
、
学

生
の
海
外
留
学
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
も
、

「
日
本
再
興
戦
略
─JA

PA
N

 is BA
CK

─
」（
２
０
１
３
年
６
月

14
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
日
本
人
の
海

外
留
学
者
数
を
12
万
人
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。
ま
た
、
直
近
で
は
、「
第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
」（
２
０

１
８
年
６
月
15
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
日
本
人
の
海
外
留
学

に
か
か
る
測
定
指
標
と
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人
材
の

育
成
に
つ
な
が
る
短
期
留
学
者
を
増
加
さ
せ
な
が
ら
、
大
学
等
の

日
本
人
海
外
留
学
生
数
12
万
人
を
引
き
続
き
目
指
す
」
旨
が
明
記

さ
れ
た
。
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
海
外
留
学
の
機
運
醸
成
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
国
費
に
よ
る
海
外
留
学
支
援
の
推
進
お
よ
び

民
間
資
金
を
活
用
し
た
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

日
本
代

表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
け
る
海
外
留
学
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
主
に
学
位
取
得
を
目
的
と
し
た
長
期
の
海
外

留
学
者
数
は
、
２
０
１
５
年
現
在
、
５
万
４
６
７
６
人
（
出
典
：

O
ECD

「Education at a Glance

」、
ユ
ネ
ス
コ
統
計
局
、IIE

「O
pen D

oors

」
な
ど
）
と
な
っ
て
お
り
、
近
年
は
、
ほ
ぼ
横
ば

い
で
あ
る
の
に
対
し
、
大
学
生
な
ど
の
海
外
留
学
者
数
は
短
期
留

学
を
中
心
に
、
２
０
１
６
年
度
現
在
、
９
万
６
６
４
１
人
（
出
典
：

�独
日
本
学
生
支
援
機
構
「
協
定
等
に
基
づ
く
日
本
人
学
生
留
学
状

況
調
査
」）
と
、
２
０
０
９
年
度
の
調
査
開
始
以
来
、
一
貫
し
て
増

加
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
日
本
人
が
海
外
留
学
を
行
っ
て
い
る
が
、

海
外
留
学
者
数
の
増
加
に
伴
い
、
留
学
生
が
事
件
や
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
も
増
加
し
て
い
る
。
学
生
が
母
国
で

特
集

留
学
（
海
外
送
り
出
し
）
に
伴
う
問
題
へ
の
取
り
組
み

海
外
留
学
を
取
り
巻
く
現
状
に
つ
い
て

―
大
学
に
お
け
る
海
外
留
学
に
関
す
る
危
機
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

齋
藤 

潔
●
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
学
生・

留
学
生
課
企
画
官
（
命
）
留
学
生
交
流
室
長
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あ
る
日
本
を
離
れ
、
海
外
で
生
活
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
も
、
け

が
、
疾
病
、
盗
難
、
自
然
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
は
存
在
し
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
の
テ
ロ
や
暴
動
、
デ
モ
な
ど
が
頻
発
す
る

治
安
情
勢
や
、
感
染
症
が
国
境
を
越
え
て
流
行
す
る
状
態
を
踏
ま

え
る
と
、
危
機
事
象
を
予
見
し
て
回
避
す
る
こ
と
が
よ
り
難
し
い

状
況
に
あ
る
。

　

学
生
の
安
全
管
理
は
、
海
外
留
学
中
の
学
生
も
含
め
て
、
各
大

学
に
お
い
て
取
り
組
む
も
の
で
あ
り
、
す
で
に
体
制
な
ど
を
整
備

し
て
い
る
大
学
も
多
い
。
一
方
、
学
生
の
渡
航
先
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
多
様
な
危
機
事
象
が
発
生
し
う
る
状
況
を
踏
ま

え
て
、
改
め
て
各
大
学
に
お
い
て
渡
航
す
る
学
生
が
十
分
に
安
全

管
理
の
意
識
を
も
っ
て
留
学
す
る
よ
う
事
前
に
十
分
な
意
識
啓
発

を
図
る
と
と
も
に
、
大
学
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
を
見
直
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

当
該
状
況
を
踏
ま
え
、
各
大
学
が
学
生
の
意
識
啓
発
お
よ
び
危

機
管
理
体
制
の
整
備
を
行
う
に
当
た
っ
て
留
意
す
べ
き
事
項
を
、

外
務
省
の
協
力
を
得
て
文
部
科
学
省
が
ま
と
め
た
「
大
学
に
お
け

る
海
外
留
学
に
関
す
る
危
機
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
い
て
、

代
表
的
な
事
項
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

１　
危
機
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方

　

海
外
留
学
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
学
生
自
身
が
「
自
分
の
身
は

自
分
で
守
る
」、
す
な
わ
ち
自
己
責
任
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
そ
の

た
め
に
自
ら
が
情
報
を
収
集
し
、
危
機
を
回
避
す
る
こ
と
が
鉄
則

で
あ
る
。
大
学
は
、
こ
う
し
た
意
識
を
学
生
に
身
に
付
け
さ
せ
る

た
め
の
啓
発
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
学
生
自
身
が
危
機
事
象
に

関
す
る
情
報
収
集
を
行
う
た
め
の
手
段
や
、
危
機
事
象
回
避
の
心

構
え
、
さ
ら
に
、
万
が
一
、
事
件・

事
故
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
た
場

合
に
ど
の
よ
う
に
行
動
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
留
学
前
に
十
分
に

理
解
さ
せ
る
た
め
、
最
大
限
の
方
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
不
幸
に
も
学
生
が
海
外
に
お
い
て
事
件・

事
故
な
ど

に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
に
は
、
大
学
が
提
供
す
る
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
と
し
て
適
切
に
対
応

で
き
る
態
勢
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
、
学
生
は
日
本
と
は
文
化
や
習
慣
が
異
な
る
場
所
に
い
る

と
い
う
自
覚
を
持
ち
な
が
ら
、
留
学
中
の
自
ら
の
言
動
に
留
意
す

る
と
と
も
に
、
大
学
は
、
危
機
管
理
体
制
の
構
築
や
学
生
の
意
識

啓
発
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

特集 留学（海外送り出し）に伴う問題への取り組み
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２�　
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」と
い
う�

学
生
の
意
識
啓
発

　

前
述
の
と
お
り
、
学
生
が
海
外
渡
航
中
の
事
件
な
ど
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
自
身
が
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意

識
を
も
っ
て
常
に
行
動
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
少
な
く
と
も
大
学
が
提
供
す
る
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お

い
て
は
、
大
学
は
学
生
に
対
し
て
海
外
渡
航
前
に
十
分
な
研
修
を

行
う
な
ど
、
危
機
事
象
回
避
の
心
構
え
を
十
分
に
理
解
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
お
、
海
外
渡
航
前
の
学
生
に
対
し
、
大
学
で
指
導
す
べ
き
事

項
は
多
く
あ
る
が
、
代
表
的
事
項
と
し
て
以
下
を
紹
介
す
る
。

⑴
　「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
基
本
原
則

　

海
外
で
は
日
本
と
違
っ
た
危
険
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が
高
い
一

方
で
、
渡
航
先
の
治
安
状
況
な
ど
を
学
生
自
身
が
事
前
に
熟
知
し
、

日
本
に
い
る
と
き
と
は
意
識
を
切
り
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く

の
事
件・

事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
学
生
が
こ
の
こ
と
を
理

解
し
た
上
で
、
渡
航
先
の
治
安
状
況
な
ど
に
関
す
る
十
分
な
知
識

を
身
に
付
け
、
危
険
回
避
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
こ
と
が
、
安

全
管
理
の
前
提
と
な
る
。

　

万
が
一
、
渡
航
先
で
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
大
学
や

家
族
な
ど
の
信
頼
で
き
る
関
係
者
に
相
談
で
き
る
よ
う
、
大
学
の

相
談
窓
口
な
ど
を
学
生
に
周
知
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

⑵�

　
危
機
な
ど
に
関
す
る
情
報
収
集
の
た
め
の
ツ
ー
ル
や
そ
の
活

用
方
法

　

海
外
の
危
険
な
ど
に
関
す
る
情
報
収
集
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し

て
、
外
務
省
の
海
外
安
全
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
海
外
安
全
情

報
な
ど
、
日
本
人
が
海
外
に
渡
航
す
る
に
当
た
っ
て
知
っ
て
お
く

べ
き
安
全
確
保
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
大
学
は

学
生
に
対
し
、
事
前
に
情
報
を
収
集
し
て
お
く
よ
う
指
導
す
る
必

要
が
あ
る
。

⑶
　
留
学
中
の
連
絡
先
な
ど
の
登
録

　

渡
航
前
に
十
分
な
情
報
収
集
を
行
っ
た
上
で
留
学
計
画
を
立
て

た
場
合
で
も
、
渡
航
後
に
現
地
の
治
安
情
勢
な
ど
が
変
化
す
る
こ

と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
備
え
て
、
留
学
中

は
常
に
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
と
い
う
意
識
を
学
生
に
持
た

せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
危
機
事
象
が
発
生
し
た
場
合
は
、
現
地
の
日
本
国
大
使

館
な
ど
（
在
外
公
館
）
は
、
在
留
届
（
現
地
滞
在
３
ヵ
月
以
上
の

場
合
）
や
「
た
び
レ
ジ
」
へ
の
登
録
情
報
を
元
に
邦
人
の
安
否
確

認
や
援
護
を
行
う
た
め
、
大
学
は
学
生
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
に
登
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録
す
る
よ
う
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑷
　
事
件・

事
故
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
の
対
応

　

海
外
留
学
中
に
学
生
が
事
件・

事
故
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
た
場

合
、
特
に
生
命・

身
体
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
に
巻

き
込
ま
れ
た
場
合
に
は
、
ま
ず
は
現
地
の
在
外
公
館
に
援
護
な
ど

を
依
頼
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
大
学
は
、
海
外

留
学
前
に
渡
航
先
の
在
外
公
館
の
連
絡
先
を
学
生
に
確
認
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
危
機
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
学
生
が
日
本
で
在

籍
す
る
大
学
と
連
絡
を
緊
密
に
と
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
大
学

の
休
日
や
夜
間
を
含
め
た
連
絡
先
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
大
学
の
窓

口
を
定
め
、
学
生
に
周
知
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

⑸
　
海
外
旅
行
保
険

　

海
外
で
入
院・

手
術
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
医
療
費
が
非
常

に
高
額
に
な
る
場
合
や
、
家
族
が
留
学
先
を
複
数
回
訪
問
す
る
必

要
が
生
じ
て
渡
航
費
用
が
高
額
に
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
保
険

に
は
必
ず
加
入
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
保
険
の
補
償
内
容

は
多
様
で
あ
る
た
め
に
、
必
ず
事
前
に
補
償
内
容
を
学
生
に
確
認

さ
せ
、
補
償
対
象
の
事
由
と
免
責
事
由
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

家
族
に
も
内
容
を
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

３　
大
学
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
の
整
備

　

各
大
学
は
、
学
生
が
留
学
中
に
事
件・

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た

場
合
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
想
定
さ
れ
る
危
機
事
象
は
、
テ
ロ
、
紛
争
、
災
害
、
感
染
症

な
ど
、
影
響
が
広
範
囲
に
及
ぶ
も
の
か
ら
、
交
通
事
故
、
窃
盗
な

ら
び
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
学
生
個
人
に
か
か
わ
る
も
の
、
さ

ら
に
学
生
本
人
に
よ
る
現
地
法
令
違
反
ま
で
多
様
で
あ
る
こ
と
に

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

大
学
が
、
学
内
の
危
機
管
理
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
具
体
的

に
対
応
す
べ
き
事
項
は
多
く
あ
る
が
、
代
表
的
事
項
と
し
て
以
下

を
紹
介
す
る
。

⑴
　
学
内
の
意
思
決
定
ル
ー
ト
の
確
立

　

大
学
は
、
学
生
が
事
件・

事
故
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
案
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
迅
速
な
判
断・

指
示
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、

事
案
の
内
容
に
応
じ
て
、
対
応
策
の
決
定
方
法
、
決
定
過
程
、
最

終
的
な
決
定
に
関
し
、
組
織
内
の
権
限
と
責
任
を
あ
ら
か
じ
め
定

め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、危
機
事
象
発
生
時
の
対
応
は
「
組
織
と
し
て
の
判
断
」
に

基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
社
会
的
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
留
意
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し
、
事
案
の
重
大
性
に
応
じ
た
体
制
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

⑵
　
意
思
決
定
の
判
断
基
準
の
策
定

　

外
務
省
の
危
険
情
報
（
感
染
症
危
険
情
報
を
含
む
）
に
応
じ
て
、

注
意
喚
起
発
出
の
有
無
、
留
学
継
続
の
可
否
な
ど
に
関
す
る
判
断

基
準
を
あ
ら
か
じ
め
設
け
、
学
内
に
周
知・

共
有
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

⑶
　
留
学
中
の
渡
航
先
お
よ
び
国
内
連
絡
先
の
把
握

　

大
学
は
、
危
機
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
、
渡
航
中
の
学
生
に

当
該
情
報
を
伝
達
し
、
注
意
喚
起
や
安
否
確
認
な
ど
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
複
数
の
連
絡
ル
ー
ト
を
確
保
し
、
名
簿
の
管
理

な
ど
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

加
え
て
、
大
学
は
、
学
生
が
海
外
留
学
中
に
事
件・

事
故
に
巻

き
込
ま
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
本
人
、
若
し
く
は
滞
在
先
の

大
学
な
ど
の
担
当
者
と
連
絡
を
と
る
体
制
を
整
備
し
て
お
く
と
と

も
に
、
現
地
に
お
い
て
は
、
在
外
公
館
の
協
力
が
不
可
欠
と
な
る

た
め
、
渡
航
先
の
最
寄
り
の
在
外
公
館
の
連
絡
先
を
把
握
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

⑷
　
大
学
に
お
け
る
学
生
か
ら
の
連
絡
窓
口
の
設
置

　

渡
航
中
の
学
生
が
現
地
で
事
件・

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
場
合

に
、
渡
航
先
の
在
外
公
館
の
ほ
か
、
日
本
で
在
籍
す
る
大
学
に
も

可
能
な
限
り
速
や
か
に
連
絡
を
入
れ
る
よ
う
に
学
生
を
指
導
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
大
学
も
、
休
業
中
や
夜
間
を
含
め
て
、
学
生
か

ら
の
緊
急
連
絡
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
学
内
態
勢
を
整
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

⑸
　
学
生
の
渡
航
先
な
ど
に
関
す
る
安
全
情
報
の
収
集

　

大
学
は
、
学
生
の
渡
航
先
に
関
す
る
安
全
情
報
の
収
集
を
適
切

に
行
い
、
こ
れ
を
有
効
に
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
安
全

情
報
の
収
集
に
当
た
っ
て
は
、
各
国
在
外
公
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
、「
た
び
レ
ジ
」
簡
易
登
録
の
活
用
な
ど
が
有
用
で
あ
る
。

　

な
お
、
万
が
一
、
学
生
が
事
件・

事
故
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
た

場
合
に
は
、
現
地
の
在
外
公
館
を
通
じ
て
情
報
収
集
を
行
う
と
と

も
に
、
案
件
に
よ
っ
て
は
、
外
部
の
専
門
家
の
活
用
や
、
現
地
に

職
員
を
派
遣
す
る
可
能
性
を
含
め
、
現
地
に
お
け
る
情
報
収
集
の

体
制
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

⑹
　
関
係
省
庁
の
連
絡
先
の
確
認・

共
有

　

海
外
渡
航
中
に
学
生
が
重
大
な
事
件・

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た

場
合
に
は
、
現
地
在
外
公
館
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

大
学
は
、
在
外
公
館
を
所
管
す
る
外
務
省
に
必
ず
連
絡
し
、
併
せ

て
、
文
部
科
学
省
と
も
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

⑺
　
巻
き
込
ま
れ
た
学
生
や
周
囲
の
学
生
な
ど
の
ケ
ア

　

学
生
が
事
件・

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
、
被
害
者
と
な
っ
た
場
合

に
、
本
人
と
連
絡
が
取
れ
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
学
内
の
担
当
者
を

382018.7　大学時報



定
め
、
こ
ま
め
に
連
絡
を
取
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
併
せ
て
、

必
要
に
応
じ
て
家
族
と
も
連
絡
を
と
り
、
必
要
な
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

ま
た
、
周
囲
の
学
生
に
対
し
て
も
、
多
感
な
年
齢
で
あ
る
こ
と

を
念
頭
に
、
事
件・
事
故
の
内
容
に
よ
っ
て
は
メ
デ
ィ
ア
な
ど
か

ら
の
取
材
な
ど
に
さ
ら
さ
れ
る
場
合
も
生
じ
る
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

な
ど
の
心
理
的
影
響
に
も
配
慮
し
、
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑻
　
メ
デ
ィ
ア
な
ど
対
外
的
対
応

　

重
大
な
事
件・

事
故
の
場
合
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
対
応

に
つ
い
て
学
内
で
ル
ー
ル
を
定
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
、
情
報
の
錯
綜
な
ど
を
回
避
す
る
た
め
に
大
学
の
し
か
る
べ

き
役
職
者
を
あ
ら
か
じ
め
窓
口
と
し
て
指
名
し
、
対
応
者
を
一
元

化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
な
お
、
万
が
一
担
当
者
以
外
が
回
答

せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
も
、
統
一
さ
れ
た
見
解
を
表
明
で
き
る

よ
う
関
係
者
間
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

紹
介
し
た
当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
含
め
、
学
生
の
海
外
渡
航
に

お
け
る
安
全
管
理
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
を
文
部
科
学
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
参
照
い
た
だ
き

た
い
。

　

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

 http://w
w

w
.m

ext.go.jp/a_m
enu/koutou/ryugaku/ 

1368029.htm

　

ま
た
、
本
文
に
も
記
し
た
と
お
り
、
当
該
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

渡
航
す
る
学
生
が
十
分
に
安
全
管
理
の
意
識
を
も
っ
て
留
学
す
る

よ
う
、
各
大
学
な
ど
に
お
い
て
事
前
に
意
識
啓
発
を
図
る
と
と
も

に
、
大
学
な
ど
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
を
見
直
す
こ
と
を
期
待

し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
昨
今
の
世
界
各
地
の
治
安
情
勢
は
日
々
変
化
し
て
お

り
、
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
も
、
一
度
完
成
さ
せ
れ
ば
終
わ
り

で
は
な
く
、
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
常
に
見
直
し・

改

善
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 
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は
じ
め
に

　

関
西
学
院
大
学
で
は
、
各
大
学
が
行
っ
て
い
る
国
際
交
流
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
留
学
、
国
際
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
年
間

約
１
５
０
０
名
の
学
生
を
海
外
の
協
定
校
へ
派
遣
し
て
い
る
ほ
か

に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
革
新
的
取
り
組
み
と
し
て
、「
国
連

ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
「
国
際
社
会
貢
献
活
動
」
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
。「
国
連
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

は
、
２
０
０
４
年
に
ア
ジ
ア
の
大
学
で
は
初
め
て
、
世
界
で
も
３

番
目
の
大
学
と
し
て
本
学
が
取
り
組
み
始
め
た
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
派
遣
で
あ
り
、
世
界
各
国
の
国
連
事
務
所
に
学
部
学
生
を
長
期

派
遣
（
現
在
は
５
カ
月
間
）
し
て
き
た
。
こ
の
成
功
を
元
に
、
２

０
１
３
年
か
ら
は
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
青
年
海
外
協
力

隊
や
赤
十
字
国
際
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
派
遣
す
る
「
国
際
社
会
貢
献
活
動
」（
同
じ
く
５
カ
月
間
派
遣
）

も
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
お
よ
そ
日
本
の
大

学
が
取
り
組
む
学
生
海
外
派
遣
の
中
で
最
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な

も
の
と
い
え
よ
う
。

　

世
界
で
は
２
０
０
１
年
の
９・

11
同
時
多
発
テ
ロ
以
降
、
イ
ス

ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
や
紛
争
、
政
治
が
ら
み
の
事
件・

事
故

が
頻
発
し
、
今
や
世
界
の
ど
こ
に
い
て
も
人
命
に
関
わ
る
よ
う
な

突
発
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
時
代
と
な
っ

て
い
る
。
加
え
て
、
世
界
の
８
割
を
占
め
る
開
発
途
上
国
で
は
、

交
通
事
故
、
病
気・

け
が
、
盗
難・

紛
失
な
ど
の
犯
罪
被
害
に
日

常
的
に
遭
遇
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
世
界
に
日
本
の
学
生
が
出
か
け
て
い
く
と
い
う
こ

と
は
、
何
を
意
味
す
る
の
か
。

　

ま
ず
、
学
生
自
身
が
安
全
な
環
境
を
確
保
す
る
予
防
対
策
を
立

特
集

留
学
（
海
外
送
り
出
し
）
に
伴
う
問
題
へ
の
取
り
組
み

開
発
途
上
国
へ
の
学
生
派
遣
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

關
谷 

武
司
●
関
西
学
院
大
学
学
長
補
佐
、
国
際
学
部
教
授
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て
る
こ
と
が
重
要
な
の
だ
が
、
送
り
出
す
大
学
側
と
し
て
も
学
生

の
安
全
確
保
は
重
要
な
使
命
で
あ
り
、
か
つ
責
任
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
留
学
参
加
者
に
対
す
る
危
機
管
理
研
修
の
実
施
、
日
本
大
使

館
な
ど
在
外
公
館
と
の
緊
密
な
連
絡
体
制
の
構
築
、
危
機
管
理
会

社
を
含
む
専
門
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
留
学
促
進
施
策
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
い
ず
れ
の
大
学
も
工
夫
に
迫
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
日
本
と
い
う
国
は
世
界
的
に
稀
有
と
い
え
る
ほ
ど
治
安
が
良

く
、
万
一
事
故
や
犯
罪
に
遭
遇
し
た
り
、
重
病
に
か
か
っ
て
も
サ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
完

備
し
て
い
る
。
生
ま
れ

て
こ
の
か
た
、
こ
の
環

境
が
当
た
り
前
で
あ
る

学
生
に
と
っ
て
、「
世
界

は
日
本
と
は
違
っ
て
危

険
が
い
っ
ぱ
い
」
と
い

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
日

本
の
考
え
方
、
や
り
方

は
必
ず
し
も
通
用
し
な

い
と
い
う
こ
と
は
実
感

と
し
て
理
解
で
き
よ
う

は
ず
が
な
い
。

１　
ど
う
い
う
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
の
か

　

た
と
え
短
期
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
、
日
本
と
シ
ス
テ
ム
や
社
会

習
慣
の
異
な
る
世
界
へ
時
差
を
超
え
て
出
か
け
て
い
く
旅
に
は
ト

ラ
ブ
ル
が
つ
き
も
の
だ
が
、
長
期
の
留
学
と
も
な
れ
ば
、
先
に
挙

げ
た
よ
う
な
リ
ス
ク
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
本
学
の
よ
う
に
開

発
途
上
国
の
国
際
協
力
の
現
場
な
ど
に
学
生
を
派
遣
す
る
場
合
、

ど
う
い
う
危
険
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
か
、
い
く
つ
か
の
実
例
を

紹
介
し
て
み
た
い
。

　

ア
フ
リ
カ
の
あ
る
国
に
派
遣
さ
れ
た
学
生
が
、
ト
ラ
ン
ク
の
中

に
保
管
し
て
い
た
生
活
費
を
自
宅
で
盗
ま
れ
た
。
犯
人
は
す
ぐ
に

捕
ま
り
、
現
金
も
無
事
確
保
さ
れ
、
一
件
落
着
に
見
え
た
が
、
警

察
か
ら
一
向
に
現
金
が
返
っ
て
こ
な
い
。
派
遣
先
組
織
が
全
面
的

に
対
応
し
て
く
れ
た
が
、
結
局
盗
ま
れ
た
金
額
の
３
分
の
１
し
か

本
人
の
手
元
に
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
話
は
こ
れ
で
お

し
ま
い
で
は
な
く
、
数
カ
月
後
に
こ
の
学
生
が
帰
国
の
た
め
空
港

を
出
よ
う
と
し
た
時
、
こ
の
返
金
さ
れ
た
お
金
が
偽
札
で
あ
っ
た

こ
と
が
発
覚
す
る
。
す
っ
か
り
た
く
ま
し
く
な
っ
て
い
た
学
生
は

空
港
警
察
に
き
ち
ん
と
経
緯
を
説
明
し
、
飛
行
機
に
遅
れ
る
こ
と

な
く
無
事
に
帰
国
。
し
か
し
、
痛
い
授
業
料
と
な
っ
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
あ
る
国
際
機
関
の
事
務
所
に
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学
生
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
行
っ

た
と
こ
ろ
、
タ

イ
ミ
ン
グ
悪

く
、
紛
争
が
勃

発
し
た
。
状
況

は
日
に
日
に
悪

化
し
、
帰
国
の

日
に
は
つ
い
に

街
の
中
心
部
ま

で
デ
モ
隊
に
占

拠
さ
れ
た
。
現

地
組
織
の
職
員

に
付
き
添
わ
れ

た
学
生
は
郊
外

ま
で
徒
歩
で
移
動
し
、
そ
こ
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
空
港
へ
向
か
う
。

し
か
し
、
空
港
に
飛
行
機
が
来
な
い
。
数
時
間
待
た
さ
れ
、
よ
う

や
く
モ
ス
ク
ワ
か
ら
一
機
が
到
着
し
、
か
ろ
う
じ
て
搭
乗
が
か
な

い
出
国
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
空
港
は
、
直
後
に
デ
モ
隊
に
封
鎖
さ 

れ
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
学
生
か
ら
緊
急
連
絡
。
現
地
時
間

の
夜
８
時
、
夕
食
後
に
事
務
所
の
職
員
が
運
転
す
る
車
で
帰
宅
途

中
、
交
差
点
で
前
方
か
ら
来
た
右
折
車
と
接
触
。
車
両
は
か
な
り

の
ダ
メ
ー
ジ
を
被
る
も
、
学
生
本
人
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
お

り
、
前
方
を
見
て
い
た
お
か
げ
で
け
が
は
な
し
。

　

病
気
で
多
い
の
が
食
中
毒
で
あ
る
。
食
後
に
ひ
ど
い
嘔
吐
や
下

痢
に
見
舞
わ
れ
、
熱
を
伴
う
こ
と
も
あ
る
。
日
本
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
よ
う
な
激
し
さ
に
、
職
場
の
同
僚
や
上
司
に
助
け
を
求

め
、
信
頼
で
き
る
病
院
に
１
、
２
泊
の
入
院
。
ア
メ
ー
バ
赤
痢
の

場
合
は
１
週
間
程
度
の
薬
の
服
用
が
必
要
に
な
る
。

　

本
学
で
は
、
年
間
35
～
50
人
く
ら
い
の
学
生
を
開
発
途
上
国
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
し
て
い
る
。
幸
い
、
こ
れ
ま
で
一
度

も
重
篤
な
状
況
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
消
化
器
系
の
ト

ラ
ブ
ル
は
毎
学
期
起
こ
り
、
交
通
事
故
に
は
数
年
に
一
度
く
ら
い

の
頻
度
で
遭
遇
し
て
い
る
。

２　
学
生
派
遣
を
支
え
る
陣
容
と
シ
ス
テ
ム

　

前
記
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
遭
遇
し
て

し
ま
っ
た
時
に
、
我
々
担
当
教
職
員
は
ど
の
よ
う
な
準
備
と
対
応

を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
。「
国
連
ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
と
「
国
際
社
会
貢
献
活
動
」
担
当
の
教
員
４
、
５
人
と
職
員

３
、
４
人
を
常
時
配
置
。
教
員
は
、
開
発
途
上
国
を
フ
ィ
ー
ル
ド
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と
し
て
長
年
業
務
に
当
た
っ
て
き
た
経
験
豊
富
で
人
脈
も
広
い
実

務
家
が
担
当
を
務
め
て
い
る
。

　

ま
ず
、
派
遣
前
の
複
数
の
関
連
講
義
や
ス
タ
デ
ィ
ー
ル
ー
ム
に

お
け
る
自
主
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、
学
生
と
教
職
員
と
の
信
頼
関

係
を
構
築
す
る
。
こ
れ
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
信
頼
関
係
が
築

け
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
約
束
事
も
ア
ド
バ
イ
ス
も
、
海
外
に
出
て

し
ま
っ
た
ア
ウ
ト
オ
ブ
オ
ー
ダ
ー
の
学
生
に
は
届
か
な
い
。
我
々

教
職
員
は
彼
ら
の
自
由
を
制
限
す
る
管
理
者
で
は
な
く
、
彼
ら
を

守
る
絶
対
的
な
守
護
者
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

近
頃
の
学
生
は
、
世
界
に
出
て
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
世
界
中

の
友
達
と
情
報
の
や
り
取
り
を
す
る
。
こ
こ
で
よ
く
あ
る
の
が
悪

さ
自
慢
で
あ
る
。
そ
の
類
の
話
を
真
に
受
け
る
と
、「
自
分
も
こ
れ

く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
か
な
」「
バ
レ
な
け
れ
ば
い
い
」
と
油
断
が
生

じ
る
。
本
学
で
は
、
派
遣
前
の
学
生
が
途
上
国
に
お
け
る
治
安
の

専
門
家
と
疾
病
の
専
門
家
か
ら
特
別
講
義
を
受
け
る
。
素
人
の
限

ら
れ
た
経
験
か
ら
治
安
状
況
を
甘
く
判
断
し
て
し
ま
う
こ
と
の
な

い
よ
う
、
厳
し
く
注
意
喚
起
を
行
う
。
そ
の
上
で
、
こ
れ
ま
で
実

際
に
あ
っ
た
事
例
を
参
考
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
務
家
教

員
と
丸
一
日
費
や
し
て
行
う
。
派
遣
学
生
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー

ス
の
対
応
を
考
え
さ
せ
、
最
終
時
に
行
わ
れ
る
テ
ス
ト
に
合
格
し

な
け
れ
ば
派
遣
は
取
り
や
め
に
な
る
。

　

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
や
す
い
の
は
、
派
遣
直
後
と
帰
国
前
で
あ

る
。
派
遣
直
後
の
時
期
は
疲
れ
や
す
く
体
調
を
崩
し
や
す
い
た
め
、

食
中
毒
が
多
い
。
注
意
も
散
漫
に
な
り
や
す
く
、
紛
失・

盗
難
に

も
注
意
が
必
要
に
な
る
。
帰
国
前
は
、
慣
れ
か
ら
く
る
油
断
と
最

後
の
思
い
出
作
り
の
た
め
に
「
こ
の
く
ら
い
は
い
い
だ
ろ
う
」
と

い
う
無
理
が
引
き
金
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
時
間
経
過
に

伴
う
慣
れ
、
自
信
過
剰
に
つ
い
て
も
厳
し
く
指
導
し
て
い
る
。

　

我
々
教
職
員
は
、
学
生
と
の
定
期
連
絡
を
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
レ
ポ
ー

ト
で
行
っ
て
い
る
。
現

地
の
業
務
内
容
は
も
ち

ろ
ん
、
日
常
生
活
の
学

び
や
ト
ラ
ブ
ル
も
こ
れ

で
把
握
す
る
。
健
康
管

理
は
別
の
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
で
、
や
は
り
毎
週
連

絡
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
場
合
に
は
、

Skype
な
ど
の
テ
レ
ビ

電
話
シ
ス
テ
ム
で
本
人

の
様
子
を
注
意
深
く
見
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守
る
。

　

緊
急
時
に
は
、
教
職
員
が
持
つ
緊
急
電
話
に
連
絡
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
、
夜
間
で
あ
ろ
う
と
緊
急
事
態
発

生
時
に
関
係
者
が
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
に
集
ま
り
、
複
数
で

手
分
け
し
て
情
報
の
収
集
、
危
機
管
理
部
署
に
よ
る
判
断
、
関
係

筋
へ
可
能
な
限
り
の
協
力
要
請
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
必

要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
教
員
を
中
心
に
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
渡
航
。
日

常
的
に
緊
急
事
態
に
備
え
る
た
め
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
限
の

チ
ェ
ッ
ク
は
当
然
と
し
て
、
ど
こ
に
で
も
飛
べ
る
よ
う
に
、
必
要

な
黄
熱
病
な
ど
の
予
防
接
種
も
済
ま
せ
て
い
る
。

　

派
遣
学
生
に
は
、「
自
分
に
限
っ
て
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
根

拠
の
な
い
認
識
を
捨
て
さ
せ
、
大
学
組
織
と
配
属
先
組
織
、
さ
ら

に
は
大
学
が
契
約
し
て
い
る
危
機
管
理
会
社
と
情
報
共
有
を
密
に

し
、
日
常
的
な
危
険
回
避
と
万
一
の
時
の
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
行
う
態
勢
に
自
ら
を
置
い
て
お
か
せ
る
。
そ
し
て
、
個
人

と
し
て
の
危
機
意
識
を
持
た
せ
、
自
己
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

３　
全
学
的
な
危
機
管
理

　

本
学
の
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
多
く
は
国
際
連
携
機
構
が
統

括
す
る
が
、
文
部
科
学
省
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
」

お
よ
び
「
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
」
に
採

択
さ
れ
て
か
ら
は
、
各

学
部
の
独
自
派
遣
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
充
実
し
て
き

た
。
ゼ
ミ
単
位
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や

大
学
院
生
の
海
外
リ

サ
ー
チ
も
活
発
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
危
機

管
理
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
提
供
母
体
が
主
体
的

に
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
世
界
各
国
の
治
安
状
況
は
不
透
明

で
悪
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
派
遣
者
数
が
激
増
し
、
派
遣

先
や
派
遣
形
態
も
多
様
化
す
る
中
、
各
部
署
の
対
応
が
バ
ラ
バ
ラ

で
は
、
学
生
を
完
全
に
守
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

本
学
で
は
、
学
長
を
ト
ッ
プ
と
し
た
全
学
的
な
「
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
危
機
管
理
体
制
」
を
整
備
し
、
重
要
度
の

高
い
危
機
発
生
時
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い 

る
。
ま
た
、
学
長
の
下
にInternational Risk M

anagem
ent 
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A
dvisory Group

を
設
置
し
、
国
際
機
関
、
外
務
省
、
国
際
協
力

機
構
な
ど
の
経
験
者
か
ら
な
る
構
成
メ
ン
バ
ー
が
日
常
的
に
世
界

の
治
安
状
況
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
学
生
の
派
遣
状
況
に
応
じ
て
、

必
要
な
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。
重
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
直

ち
に
学
長
に
緊
急
提
言
を
す
る
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

日
本
は
、
は
る
か
太
古
か
ら
の
島
国
。
ゆ
え
に
日
本
人
の
中
で

の
価
値
観
や
文
化
は
他
国
に
比
べ
共
通
性
が
高
い
。
そ
れ
は
自
分

と
異
な
る
比
較
対
象
を
持
た
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
鏡
の
無
い
家

に
暮
ら
し
て
い
る
の
と
同
様
、
自
分
は
ど
う
い
う
姿
を
し
て
い
る

か
を
知
り
得
な
く
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
日
本
人
は
世
界
に
出
て
、

自
分
と
は
異
な
る
人
間
に
会
い
、
異
な
る
文
化
や
価
値
観
に
出
合

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
大
変
な
苦
労
が
あ
る
が
、
ど

の
大
学
も
学
生
を
世
界
へ
送
り
出
す
べ
く
努
力
し
、
工
夫
を
重
ね

て
い
る
。
そ
の
意
義
は
間
違
い
な
く
大
き
い
。
他
大
学
の
皆
さ
ん

と
も
、
切
磋
琢
磨
し
、
共
に
前
進
し
て
い
け
る
こ
と
を
願
う
。
高

校
の
皆
さ
ん
と
も
連
携
し
、
高
校
生
の
時
か
ら
意
識
啓
発
に
努
め

ら
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 
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１　
国
際
人
材
育
成
の
基
本
思
想
と
30
年

　

亜
細
亜
大
学
が
国
内
の
多
く
の
大
学
に
先
駆
け
て
、
国

際
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
留
学
制
度
を
始
め
て
か
ら
今

年
で
30
年
に
な
る
。
１
９
５
５
年
以
降
、
交
換
留
学
で
海

外
に
留
学
す
る
学
生
は
若
干
い
た
が
、
大
学
教
育
の
一
環

と
し
て
国
際
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
留
学
提
携
を
設
計

し
、
海
外
の
大
学
と
綿
密
な
計
画
と
提
携
の
上
で
運
用
を

開
始
し
た
例
は
あ
ま
り
多
く
な
い
と
自
負
し
て
い
る
。

　

図
表
１
に
あ
る
よ
う
に
、
現
在
で
は
年
間
６
０
０
名
の

学
生
が
留
学
し
、
留
学
経
験
の
あ
る
卒
業
生
は
２
万
名
を

超
え
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
下
に
あ
る
よ
う
に
、
本
学

の
国
際
人
材
育
成
体
系
は
三
つ
の
柱
で
成
り
立
っ
て
い
る
。

・
�

ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｕ
Ａ
Ｐ
（A

sia�U
niversity�A

m
erica�

特
集

留
学
（
海
外
送
り
出
し
）
に
伴
う
問
題
へ
の
取
り
組
み

国
際
人
材
育
成
の
課
題
と
取
り
組
み

岡
村 

久
和
●
亜
細
亜
大
学
国
際
交
流
委
員
長
、
都
市
創
造
学
部
教
授図表１　亜細亜大学国際人材育成留学支援体系

アメリカＡＵＡＰ

＋

中国ＡＵＣＰ

世界15か国 ＡＵＧＰ

英語と人材育成
・全寮制・ワシントン3大学
・ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ・専門ｽﾀｯﾌ

英語集中
・ﾎｰﾑｽﾃｲ・提携大学
• 上級英語・英語ﾋﾞｼﾞﾈｽ

就業体験
日系企業

言語 文化＋

愛称：アジア夢カレッジ

その上を目指す学生への制度

夏季、春季短期集中コース

国際関係学部：語学集中 都市創造学部：アジア留学 など
学部独自の留学プログラムでもバックアップ

世界に毎年600名、実績2万人の留学制度

学費免除
１年間の各国交換留学

交換留学AUEP

留学
大連外語大学

トビタテ！留学JAPAN 支援

国際交流基金 日本語ﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ 支援

外務省在外公館派遣員制度 支援

外部チャレンジ支援

多くの多言語教員に加え、３０名の英語ネイティブ教員組織
ＣＥＬＥで留学前に充実教育実践

実績30年

実績30年

実績15年

組織で支える人材育成

留学し現地で
インターンシップ

３０名の英語ネイティブ教員組織
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Program

）

・
�

中
国
の
Ａ
Ｕ
Ｃ
Ｐ
（A

sia�U
niversity�China�Program

）

・
�

全
世
界
15
カ
国
の
Ａ
Ｕ
Ｇ
Ｐ
（A

sia�U
niversity�Global�Pro-

gram
）

　

こ
れ
ら
の
制
度
は
全
学
の
学
生
を
対
象
と
し
、
さ
ら
に
向
上
を

目
指
す
学
生
に
は
、

・
�

Ａ
Ｕ
Ｅ
Ｐ
（A

sia�U
niversity�Exchange�Program

）

が
用
意
さ
れ
、
交
換
留
学
の
道
も
開
か
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
30
年
前
か
ら
、
本
学
が
予
測
し
解
決
に
取
り
組
ん
で

き
た
課
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

・

最
大
の
留
学
効
果
を
生
む
事
前
の
学
習

・
�

語
学
学
習
の
み
の
留
学
で
は
な
い
国
際
人

材
育
成

・
�

留
学
を
思
い
出
と
さ
せ
な
い
、
帰
国
後
の

学
習
継
続

こ
の
３
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
学
で
は
、

英
語
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
30
名
の
別
組
織
Ｃ
Ｅ

Ｌ
Ｅ
（Center�for�English�Language�

Education

）
に
よ
る
徹
底
し
た
留
学
事
前
英

語
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

　

５
カ
月
間
の
留
学
で
過
ご
す
ア
メ
リ
カ
ワ

シ
ン
ト
ン
州
立
の
三
つ
の
大
学
と
は
、
長
年
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

組
織
の
検
討
を
続
け
て
い
る
。
現
地
に
亜
細
亜
大
学
専
門
の
ス
タ
ッ

フ
を
置
き
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
授

業
、
現
地
学
生
と
の
共
同
課
題
学
習
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
帰
国

後
は
、
さ
ら
に
高
み
を
目
指
そ
う
と
い
う
雰
囲
気
づ
く
り
の
た
め

に
、
前
述
の
Ａ
Ｕ
Ｅ
Ｐ
交
換
留
学
や
外
務
省
在
外
公
館
派
遣
員
試

験
支
援
、
各
学
部
独
自
の
就
業
体
験
制
度
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
に
よ
っ
て
、
留
学
効
果
を
就
職
活
動
終
了
ま
で
持
続
さ
せ

る
努
力
を
続
け
て
い
る
。

２　
30
年
の
経
験
か
ら
見
え
て
き
た
課
題

　

国
際
人
材
育
成
留
学
を
30
年
続
け
て
き
た
中
に
は
、
失
敗
や
悩

み
も
あ
っ
た
。
当
然
で
は
あ
る
が
、
見
え
て
き
た
課
題
を
最
も
熟

知
し
て
い
る
大
学
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
実
は
、

留
学
に
お
け
る
課
題
は
国
内
教
育
の
課
題
と
あ
ま
り
違
わ
な
い
。

共
通
す
る
本
質
は
、
教
育
の
質
お
よ
び
学
生
の
安
全
の
確
保
な
の

で
あ
る
。
英
語
圏
に
行
く
こ
と
に
よ
っ
て
英
語
が
上
達
し
、
良
い

就
職
が
で
き
た
時
代
は
過
去
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
就

職
後
に
立
派
な
国
際
人
と
な
る
た
め
の
教
育
の
質
が
、
最
初
の
課

題
で
あ
る
。

　

次
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
々
で
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
を
理
解
し
、
適

図表２　30年、2万人の国際人材教育からの習得

教育の質 学⽣の安全

留学における課題

３０年、２万⼈の
国際⼈材育成からの習得

特集 留学（海外送り出し）に伴う問題への取り組み

47 大学時報　2018.7



切
に
身
を
守
る
仕
組
み
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
徹
底
的
実
践
の
た
め
に
、
提
携

し
て
い
る
ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
の
３
大
学
と
「
四
人
五
脚
」
で
個
々

の
学
生
に
合
っ
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
各
大
学
に
は
亜
細
亜
大

学
専
任
の
支
援
組
織
が
あ
り
、
英
語
習
得
の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
が
目

的
の
組
織
で
は
な
く
、
学
生
の
安
全
を
も
常
に
確
保
し
て
い
る
。

テ
ロ
や
事
故
ば
か
り
で
は
な
く
、
学
生
寮
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
も
含

め
た
日
頃
の
安
全
管
理
が
最
も
重
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

３�　
本
学
の
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
像

　

近
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経

済
、
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
変
動
の
下
、
観
光
、
労
働
、

留
学
そ
の
他
に
起
因
す
る
人

の
大
量
な
移
動
が
生
じ
、
世

界
の
「
多
文
化
社
会
」
状
況

が
進
行
し
て
い
る
。
こ
の
変

化
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
の
若
者
に
は
、「
多
文
化
社

会
」
化
す
る
で
あ
ろ
う
日
本
、

あ
る
い
は
日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
海
外
で
働
き
、
生
き
抜
く
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に
、
本
学
は
、
育
成

す
べ
き
人
材
像
を
、
異
文
化
の
環
境
に
適
応
で
き
、
現
場
に
対
応

で
き
る
「
行
動
力
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
と
し
て
明
確
化
し
、

そ
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
座

学
に
よ
る
英
語
の
４
技
能
習
得
の
み
な
ら
ず
、
主
体
的
に
学
ぶ
環

境
の
中
で
、
英
語
を
ツ
ー
ル
と
し
て
行
動
力
を
育
成
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
以
下
に
詳
細
を
記
す
。

４　
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｕ
Ａ
Ｐ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

Ａ
Ｕ
Ａ
Ｐ
の
参
加
期
間
は
、
５
カ
月
（
１
５
０
日
）
で
あ
る
。

こ
の
間
は
２
学
期
（
各
学
期
は
９
週
間
）
で
構
成
さ
れ
、
各
学
期

中
、
週
20
時
間
に
わ
た
っ
て
以
下
の
Ａ
Ｕ
Ａ
Ｐ
科
目
を
受
講
す
る
。

①　

Integrated English Skills

　

読
解
、
作
文
、
聴
解
、
会
話
の
４
技
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

ク
ラ
ス
。
ま
た
、
留
学
先
の
正
規
の
学
生
が
ク
ラ
ス
ル
ー
ム
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
授
業
に
参
画
し
、
本
学
学
生
の
学
習
補
助
を
行

う
。
授
業
で
英
語
を
学
び
な
が
ら
、
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
同
時
に
高
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新

聞
な
ど
を
教
材
と
し
て
利
用
し
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
エ
ッ
セ
イ
な

図表３　本学のグローバル人材育成プログラム

語学留学だけでは、社会の求める国際人材は作れない

語学留学

アメリカの
歴史、⽂化学習

⽣活に必要な表
現やマナー習得

⾃ら⾝を守る
知識の習得

地元との⼈間と
しての交流経験

⽇本を英語で伝
えられる知識と

技能

世界各国からの
クラスメートの
国や⽂化知識

前に出て、話せ
る勇気と経験

語学留学だけでは、社会の求める国際⼈材は作れない

本学のグローバル⼈材育成プログラム
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ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
作
文
力
や
読
解
力
が
飛
躍
的
に

向
上
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
授
業
で
培
っ
た
能
力
を
利
用
し
、
学

期
末
に
行
わ
れ
る
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
ポ
ス
タ
ー・

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備
を
行
う
。

②　

Am
erican Studies

　

ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
専
任
教
授
に
よ
る
週
１
回
の
講
義
を
受
講

す
る
。
本
授
業
内
容
は
専
門
的
で
高
度
な
内
容
な
の
で
、
そ
れ
を

補
完
す
る
た
め
に
４
回
のReview

�Classes

（
予
習・

復
習
ク
ラ

ス
）
に
出
席
す
る
。
主
に
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
を
学
習
し
、
現
代
ア

メ
リ
カ
文
化
へ
の
影
響
な
ど
を
学
ぶ
。

③ 　

G
lobal Issues

（
経
営・

経
済・

法・
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
）

　

現
代
世
界
の
諸
問
題
（
人
口
、
資
源
消
費
、
国
内・
国
際
紛
争
、

貧
困
問
題
な
ど
）
に
つ
い
て
、
英
語
で
学
ぶ
。
ま
た
、
国
際
機
関

な
ど
に
よ
る
対
応
策
と
そ
の
影
響
を
学
び
な
が
ら
時
事
英
語
を
身

に
付
け
る
。

④ 　

International C
om

m
unications

（
国
際
関
係
学
科・

都
市

創
造
学
科
）

　

各
学
科
の
専
門
科
目
の
概
論
を
英
語
で
学
習
す
る
。
討
論
す
る

た
め
に
必
要
な
英
語
ス
キ
ル
を
習
得
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
う
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
人
正
規
学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど

を
実
施
し
て
学
習
を
進
め
る
。

⑤　

Functions of English

　

Survival�English

と
も
言
わ
れ
、
５
カ
月
間
生
活
す
る
た
め

に
必
要
不
可
欠
な
英
語
の
表
現
を
学
習
す
る
。
具
体
的
に
は
、
電

話
の
応
対
、
病
院
で
の
対
応
表
現
、
チ
ケ
ッ
ト
予
約
、
レ
ス
ト
ラ

ン
で
の
注
文
、
道
の
尋
ね
方
、
買
い
物
の
と
き
に
使
う
表
現
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
時
の
表
現
な
ど
。
留
学
終
了
後
も
、
海
外
生
活
に
必

要
な
こ
と
を
学
習
す
る
。
ま
た
、
習
っ
た
英
語
を
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

の
店
舗
で
実
際
に
使
用
し
、
通
じ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。

⑥　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
（
課
外
）

　

教
室
で
習
う
英
語
と
現
場
の
英
語
の
違
い
に
気
付
か
せ
る
た
め

に
、
習
得
し
た
英
語
を
ツ
ー
ル
と
し
て
、
現
地
で
社
会
貢
献
活
動

を
行
う
。
学
生
は
各
自
の
習
熟
度
の
確
認
が
可
能
と
な
り
、
改
善

点
を
把
握
し
、
教
室
で
さ
ら
に
勉
強
す
る
よ
う
に
な
る
。
本
学
の

現
場
重
要
主
義
の
体
得
で
あ
る
。

　

ワ
シ
ン
ト
ン
州
立
の
３
大
学
の
授
業
は
、
特
に
亜
細
亜
大
学
の

学
生
の
た
め
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
全
て
の
参
加
学
生
は
現
地
で

ク
ラ
ス
分
け
の
テ
ス
ト
と
面
接
を
受
け
、
各
自
の
英
語
習
熟
度
に

合
わ
せ
て
18
～
25
名
程
度
の
ク
ラ
ス
で
学
ぶ
。
授
業
は
、
教
室
に

お
け
る
受
講
の
ほ
か
に
、
課
外
活
動
や
小
旅
行
な
ど
が
時
間
外
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
全
て
が
必
修
と
な
っ
て
い
る
。

特集 留学（海外送り出し）に伴う問題への取り組み
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５　
ア
メ
リ
カ
の
Ａ
Ｕ
Ａ
Ｐ
組
織
体
系

　

Ａ
Ｕ
Ａ
Ｐ
で
は
、
図
表
４
の
よ
う
に
、
参
加
学
生
の
教
学
サ
イ

ド
お
よ
び
学
生
生
活
サ
イ
ド
で
効
率
よ
く
学
習
し
、
心
身
と
も
に

安
全
に
留
学
期
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
責
任
者
お
よ
び
担
当
者
を

配
置
し
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
亜
細
亜
大
学
専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
あ
り
、
現
地
大
学
の
正
規
学
生
が
公
募
制
度
に
よ
っ
て
選
抜
さ

れ
て
い
る
。
国
際
教
育
に
関
す
る
数
十
時
間
の
専
門
的
な
研
修
を

受
講
し
、
本
学
学
生
が
自
立
的
に
留
学
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
指

導・

助
言
を
行
っ
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
：
授
業
お
よ
び
授
業
以
外
の
生
活
に

関
す
る
、
Ａ
Ｕ
Ａ
Ｐ
の
日
々
の
活
動
全
般
が
順
調
に
進
む
よ
う
に

管
理
す
る
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
責
任
者
、
学
生
生
活
責
任
者
の
監
督

を
行
う
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
責
任
者
：
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
各
大
学
と
本
学
が

合
意
し
た
目
的
に
合
致
し
た
教
材
を
使
っ
て
授
業
を
行
っ
て
い
る

か
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
授
業
を
監
督
、
指
導
す
る
。

学
生
生
活
責
任
者
：
Ａ
Ｕ
Ａ
Ｐ
参
加
学
生
が
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び

地
域
社
会
で
ス
ム
ー
ズ
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
補
助
し
、
ま
た
Ａ

Ｕ
Ａ
Ｐ
と
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び
地
域
社
会
と
の
連
携
を
図
る
。
亜

細
亜
大
学
専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
指
導
、
監
督
す
る
。

亜
細
亜
大
学
専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
：
Ａ
Ｕ
Ａ
Ｐ
が
、
参
加
学
生
に

と
っ
て
文
化
的
、
教
育
的
、
国
際
的
に
価
値
あ
る
も
の
と
な
る
よ

う
、
学
生
生
活
を
補
助
す
る
。
週
16
～
19
時
間
、
本
職
務
に
従
事

し
、学
生
生
活
責
任
者
に
報
告
す
る
。
約
10
名
の
Ａ
Ｕ
Ａ
Ｐ
学
生
を

１
名
の
Ｉ
Ｐ
Ａ
（International�Peer�A

dvisor

）
が
担
当
す
る
。

学
生
生
活
ア
シ
ス
タ
ン
ト
：
学
生
生
活
責
任
者
の
指
示
の
下
、
キ
ャ

ン
パ
ス
お
よ
び
地
域
社
会
に
お
け
る
参
加
学
生
の
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
ま
た
Ａ
Ｕ
Ａ
Ｐ
と
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び
地
域
社
会
と
の
連

携
を
図
る
。

図表４　ワシントン州立３大学におけるAUAP組織構造

プログラム ディレクター
（Program Director）

学生生活責任者
（Student Service Coordinator）

亜細亜大学専任アドバイザー
（International Peer Advisor）

学生生活アシスタント
（Student Service Assistant）

バイリンガルアシスタント
（Bilingual Assistant）

カリキュラム責任者
（Curriculum Coordinator）

教員
（Instructors）

ワシントン州⽴3⼤学におけるAUAP組織構造
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バ
イ
リ
ン
ガ
ル・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
：
日
米
両
方
の
文
化
を
知
る
立

場
か
ら
、
緊
急
時
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
要
望
に

応
じ
て
通
訳
を
行
う
。

教
員
：
英
語
を
母
語
と
し
な
い
外
国
人
に
対
し
、
英
語
を
教
授
で

き
る
資
格
を
有
し
て
い
る
教
員
を
採
用
し
、
授
業
を
行
っ
て�

い
る
。６　

安
全
確
保
の
取
り
組
み

　

本
学
で
は
、
留
学
前
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
の
事
前
研
修
会
を
実

施
し
、
留
学
に
向
け
た
目
標
設
定
や
渡
航
準
備
を
行
う
と
と
も
に
、

海
外
で
安
全
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
危
機
管
理
を

テ
ー
マ
と
す
る
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る

が
、
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

異
文
化
理
解
：
か
つ
て
、
留
学
先
で
精
神
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、

帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
学
生
も
い
た
た
め
、
異
文
化
の
生
活
に

つ
い
て
、
関
連
ビ
デ
オ
の
視
聴
や
レ
ク
チ
ャ
ー
形
式
に
よ
り
、
文

化
の
概
念
や
異
文
化
へ
の
適
応
過
程
を
解
説
す
る
。
ま
た
、
異
文

化
を
疑
似
体
験
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
訓
練
を
取
り
入

れ
、
学
生
が
留
学
先
で
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
や
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク

に
陥
る
可
能
性
を
で
き
る
だ
け
軽
減
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

危
機
回
避
ア
ド
バ
イ
ス
：
留
学
先
で
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
が
あ
る

の
か
を
具
体
的
に
認

識
し
、
そ
れ
を
回
避

す
る
た
め
の
方
策
を

考
え
る
研
修
で
あ

り
、
事
故・

事
件・

健
康
被
害・

災
害・

自
己
管
理
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
側
面
か
ら
検

証
を
行
う
。
ま
た
、

小
グ
ル
ー
プ
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
取

り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
自
身
が
危
機
意
識
を
高
め
、
他
人

事
で
は
な
く
主
体
的
に
自
分
の
身
の
安
全
を
考
え
る
工
夫
も
し
て

い
る
。

法
律・

規
則・

ル
ー
ル
：
留
学
先
の
国・

州
の
法
律
や
留
学
先
大

学
の
規
則
を
遵
守
さ
せ
る
こ
と
は
、
学
生
本
人
だ
け
で
な
く
、
大

学
の
責
任
で
も
あ
る
。
事
前
研
修
会
で
は
飲
酒
、
喫
煙
な
ど
基
本

的
な
遵
法
事
項
の
ほ
か
、
特
に
麻
薬
犯
罪
や
銃
犯
罪
、
さ
ら
に
は

機
密
漏
え
い
や
政
治・

宗
教
活
動
な
ど
、
本
人
の
生
命
や
将
来
に

関
わ
る
重
大
な
問
題
に
発
展
し
得
る
法
律
や
規
制
を
学
生
が
理
解

し
て
い
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
ま
た
、
本
学
独
自
の
ル
ー
ル
も 図表５　留学前 予防対策の取組例

１．異文化理解
　　　文化とは何か？
　　　カルチャーショックとは？
　　　異文化適応とは？
２．危機回避アドバイス
　　　危機的状況とは？
　　　ケーススタディ
３．法律・規則・ルール
　　　留学先国の法律
　　　留学先大学の規則
　　　プログラムのルール
※ 上記を⑴プログラム別、⑵留学先大学別、さら

にプログラムによっては⑶10～15人の小グルー
プで実施することにより、効果を高める。

特集 留学（海外送り出し）に伴う問題への取り組み
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設
け
、
安
全
配
慮
を
図
っ
て
い
る
。
本
学
で
は
過
去
に
二
度
の
死

亡
事
故
（
い
ず
れ
も
水
難
事
故
）
が
発
生
し
て
お
り
、
水
に
関
す

る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
禁
止
す
る
な
ど
の
特
別
措
置
を
講
じ
て

い
る
。

　

な
お
、
前
述
の
研
修
は
、
可
能
な
限
り
少
人
数
で
実
施
す
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
る
。
留
学
先
大
学
別
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
大

規
模
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
同
じ
留
学
先
の
中
で
さ
ら
に
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
教
職
員
が
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
こ
と
が
、
学
生
の
危
機
意
識
を
高
め
る
た
め
に
不
可
欠
と
考
え

て
い
る
。

７　
危
機
発
生
時
の
対
応
策

　

危
機
管
理
体
制
に
関
し
て
は
、
外
務
省
が
発
信
す
る
危
険
情
報

や
派
遣
先
大
学
か
ら
の
情
報
を
基
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施・

中

止・

延
期
な
ど
の
判
断
基
準
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
整
備
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
安
全
な
運
営
に
最
大
限
努
め
て
い
る
。

　

大
学
が
海
外
旅
行
傷
害
保
険
の
法
人
契
約
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

派
遣
学
生
全
員
に
加
入
を
義
務
付
け
て
お
り
、
緊
急
時
連
絡
先
（
マ

ニ
ュ
ア
ル・

カ
ー
ド
）
を
配
付
し
、
24
時
間
対
応
の
日
本
語
相
談

電
話
窓
口
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
に
は
大
学
指
定
の
携
帯

電
話
を
持
参
す
る
よ
う
奨
励
し
て
お
り
、
指
定
以
外
の
携
帯
電
話

を
個
人
で
手
配
し
た
場
合
は
、
必
ず
大
学
に
登
録
さ
せ
、
留
学
中

は
常
に
連
絡
を
と
り
合
え
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
危
機
管
理
に
特
化
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
民
間
企

業
と
連
携
し
、
学
生
の
安
全
確
保
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
有
事

の
際
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
で
き
る
態
勢
を
構
築
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
特
定
の
留
学
先
で
テ
ロ
事
件
や
自
然
災
害
な
ど
の
非
常

事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
、
学
生
の
無
事
を
確
認
す
る
た
め
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
を
導

入
。
万
が
一
、
遠
隔
の
た
め
に
安
否
確
認
が
で
き
な
い
場
合
は
、

留
学
先
の
政
府
機
関
と
の
連
携
や
、
契
約
企
業
に
よ
る
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
の
派
遣
、
現
地
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
捜
索
な
ど
、
複

数
の
ル
ー
ト
で
確
認
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　

前
記
の
よ
う
な
学
生
の
生
命
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
緊
急
事

態
（
ま
た
は
、
そ
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
事
態
）
に
際
し
て
は
、

学
長
の
判
断
で
「
危
機
対
策
本
部
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
図
表
６
は
、
危
機
対
策
本
部
の
構
成
お
よ
び
関
係
す
る
企

業
や
機
関
と
の
連
携
図
で
あ
る
。

　

危
機
管
理
対
策
本
部
は
、
学
長
を
最
高
責
任
者
と
し
て
、
副
学

長
（
学
長
の
代
位
者
）、
国
際
交
流
委
員
長
、
当
該
学
部
長
な
ど
教

学
部
門
の
代
表
者
、
専
務
理
事
、
事
務
局
長
、
財
務
部
長
、
入
試・

広
報
セ
ン
タ
ー
部
長
、
学
生
セ
ン
タ
ー
部
長
、
教
学
セ
ン
タ
ー
部
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長
な
ど
、
法
人
部
門・

事
務
部
署
の
代
表
者
、
さ
ら
に
、
本
部
長

が
指
名
す
る
そ
の
他
の
者
で
構
成
さ
れ
、
事
務
局
と
し
て
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
部
長
お
よ
び
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
職
員
が
主
に
対
応

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
緊
急
連
絡
網
を
整
備
し

て
お
り
、
迅
速
に
関
係
者
を
招
集
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

当
然
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
も
整
備
し
て
い
る
が
、
実
際
の

有
事
の
場
合
に
迅
速
か
つ
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
に
、
民
間
の

危
機
管
理
機
関
と
連
携
し
、
定
期
的
な
研
修
を
学
内
で
開
催
す
る

ほ
か
、
特
定
の
危
機
を
想
定
し
た
対
応
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

８　
さ
ら
に
広
が
る
国
際
人
材
育
成

　

ア
メ
リ
カ
Ａ
Ｕ
Ａ
Ｐ
を
中
心
に
記
述
し
た
が
、
中
国
Ａ
Ｕ
Ｃ
Ｐ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
Ａ
Ｕ
Ｇ
Ｐ
も
、
教
育
の
質
と
学
生
の
安
全
確
保
を
重

要
視
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
中
国
Ａ
Ｕ
Ｃ
Ｐ
は
、
親

日
的
で
あ
る
大
連
の
大
連
外
語
大
学
と
の
長
年
の
共
創
と
現
地
日

系
企
業
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
就
業
体
験
を
必
修
と
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
航
空
会
社
や
領
事
館
な
ど
長
年
の
信
頼
に

基
づ
い
た
充
実
の
就
業
体
験
体
系
を
持
っ
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
Ａ
Ｕ
Ｇ
Ｐ
は
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
春
夏
の
休
暇

中
に
参
加
可
能
に
し
て
お
り
、
さ
ら
に
単
位
取
得
も
で
き
る
。
一

人
で
も
多
く
の
学
生
が
、
少
し
で
も
多
く
の
世
界
中
の
国
に
出
か

け
る
機
会
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

教
育
の
質
と
学
生
の
安
全
確
保
を
大
き
な
柱
と
し
な
が
ら
も
、

３
万
名
超
の
留
学
経
験
者
を
生
み
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
、
国
際

人
材
育
成
の
取
り
組
み
は
今
後
も
続
い
て
い
く
。�

図表６　危機対策本部の構成と関係機関の連携図

危機管理体制（危機対策本部を⽴ち上げた場合の対応）
危機対策本部

本部長：学長
関係事務部長等

当該学部執行部

事務局
国際交流センター
または所管部署

関係省庁（外務省等）
旅行会社
法律事務所
等

保険会社
危機管理専門コンサルタント

マスコミ広報センター

教学センター
学生センター

ご家族

保険アシスタント会社

病院・警察・在外公館等
現地危機管理担当者

派遣学生
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１　
立
命
館
大
学
の
留
学
派
遣
の
現
状

　

本
学
で
は
、
学
園
中
期
計
画
「
Ｒ
２
０
２
０
後
半
期
計
画
（
２

０
１
６
―
２
０
２
０
）」
に
お
い
て
、「
環
と
な
る
重
点
的
な
基
本

課
題
」
と
し
て
「
立
命
館
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

の
推
進
」
を
位
置
付
け
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
基
本
課
題
に
基
づ
く
目
標
と
し
て
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
社
会
を
切
り
拓
き
、
他
者
と
協
働
し
て
課
題
を
解
決
で
き
る
多

文
化
協
働
力
を
備
え
た
人
材
の
育
成
」
を
掲
げ
、
２
０
２
３
年
ま

で
に
、
日
本
人
の
学
部
学
生
の
海
外
留
学
経
験
者
を
３
２
０
０
名

に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
２
０
１
７
年
度
は
１
７
８
３

名
が
海
外
留
学
を
経
験
し
、
達
成
率
は
55・

７
％
で
あ
る
。

　

本
学
で
は
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
や
外
国
語
運
用
レ
ベ
ル
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
点
を
勘
案
し
、
国
際
部
開
発
の
全
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「
イ

ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
型
（
初
級
）」、「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
型
（
中

級
）」、「
ア
ド
バ
ン
ス
ト
型
（
上
級
）」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
、

年
間
30
件
以
上
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
31
カ
国・

地
域
の
１
３

４
大
学・

機
関
と
協
定
校
交
換
留
学
制
度
を
運
用
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
教
学
の
専
門
性
を
考
慮
し
て
学
部・

教
学
機
関
が
独
自
に

開
発
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
70
件
以
上
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
の
傾
向
と
し
て
、
交
流
実
績
が
あ
る
海
外
大
学
へ
の
長
期

留
学
に
加
え
、短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、か
つ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や

ア
ク
テ
ィ
ブ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
組
み
込
ん
だ
「
体
験
型
」
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
海
外
に
お
い
て
幅

広
い
経
験
が
で
き
る
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
努
め
て
い
る
。

２　
危
機
管
理
に
関
わ
る
課
題

　

学
生
時
代
に
留
学
を
「
体
験
」
し
た
い
学
生
の
要
望
、
す
な
わ

特
集

留
学
（
海
外
送
り
出
し
）
に
伴
う
問
題
へ
の
取
り
組
み

留
学
派
遣
に
伴
う
危
機
管
理
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

島
田 

幸
司
●
立
命
館
大
学
国
際
部
長
、
経
済
学
部
教
授
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ち
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
や
目
的
、
個
々
の
学
生
の
到
達
目
標
、
お

よ
び
派
遣
先
の
選
定
は
、
い
っ
そ
う
多
種
多
様
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
の
た
め
の
安
全
対
策
は
、

協
定
校
へ
の
派
遣
留
学
の
危
機
管
理
に
比
し
て
、
さ
ら
に
個
別
化・

多
様
化・

高
度
化
す
る
必
要
が
生
じ
る
。

　
「
体
験
型
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
教
室
外
活
動
が
中
心
で
あ
る
た
め
、

学
生
自
身
も
キ
ャ
ン
パ
ス
外
の
リ
ス
ク
管
理
が
求
め
ら
れ
る
。
初

め
て
海
外
を
体
験
す
る
学
生
に
適
切
な
ト
ラ
ブ
ル
対
応
を
さ
せ
る

に
は
、
語
学
の
対
応
力
に
注
意
し
つ
つ
、
事
前
の
想
定
に
応
じ
た

予
防
策
や
安
全
施
策
な
ど
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
留
学
す
る
学
生
の
成
熟
度
、
自
立
性
、
語
学
力
な
ど
の

変
化
は
、
現
地
に
お
け
る
学
生
の
交
渉
力・
生
活
力
の
欠
如
と
も

相
ま
っ
て
顕
在
化
す
る
場
合
が
あ
る
。
ト
ラ
ブ
ル
や
事
件・

事
故

の
解
決
の
た
め
に
派
遣
先
関
係
者
と
の
き
め
細
か
い
連
携
が
必
要

な
事
例
も
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
ふ
ま
え
、
教
職
員
に
よ
る
適
正
な
支
援
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

３　
危
機
管
理
体
制
の
現
状

　

２
０
１
７
年
４
月
に
、
文
部
科
学
省
か
ら
「
大
学
に
お
け
る
海

外
留
学
に
関
す
る
危
機
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
公
表
さ
れ
た
。

大
学
に
お
け
る
危
機
管
理
体
制
の
整
備
と
し
て
、
①
学
内
の
意
思

決
定
ル
ー
ト
の
確
立
、
②
意
思
決
定
の
判
断
基
準
の
策
定
、
③
学

生
の
海
外
留
学
状
況
の
把
握
、
④
留
学
中
の
渡
航
先
お
よ
び
国
内

連
絡
先
の
把
握
、
⑤
大
学
に
お
け
る
学
生
か
ら
の
連
絡
窓
口
の
設

置
、
⑥
学
生
の
渡
航
先
に
関
す
る
安
全
情
報
の
収
集
、
⑦
学
内
の

連
絡
体
制
の
確
認・

共
有
、
⑧
関
係
省
庁
の
連
絡
先
の
確
認
、
⑨

巻
き
込
ま
れ
た
学
生
や
周
囲
の
学
生
の
ケ
ア
、
⑩
メ
デ
ィ
ア
な
ど

対
外
的
対
応
に
つ
い
て
、
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

本
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
で
は
全
学
対

象
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
わ
る
海
外
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
２
０
１

３
年
に
制
定
し
、
海
外
動
向
の
変
化
に
合
わ
せ
て
毎
年
必
要
な
改

訂
を
加
え
、
全
学
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
を
経
て
周
知
を

図
っ
て
き
た
。
本
年
度
も
、
前
記
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て

一
部
改
訂
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
以
下

の
点
を
整
理
し
た
。

●
危
機
管
理
の
必
要
性

●
派
遣
前
の
危
機
管
理
対
応
手
順

●
派
遣
時
（
危
機
発
生
時
）
の
危
機
管
理
対
応
手
順

●
海
外
へ
の
催
行
、
中
止
、
延
期
、
継
続
、
途
中
帰
国
の
判
断
基
準

●
学
生
自
身
が
行
う
べ
き
危
機
管
理
対
応

●
セ
ン
タ
ー
の
海
外
危
機
管
理
体
制
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こ
れ
ら
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
指
針
に
基
づ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
セ

ン
タ
ー
の
危
機
管
理
状
況
を
、
全
学
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員

会
へ
報
告
。
15
学
部
８
研
究
科・

教
学
機
関
が
独
自
に
運
営
し
て

い
る
学
部
等
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
適
用
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
指
針
に
基
づ
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
お
よ
び

体
制
整
備
の
幾
つ
か
を
、
以
下
に
紹
介
す
る
。

⑴　

渡
航
前
ガ
イ
ダ
ン
ス・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

海
外
生
活
で
生
じ
う
る
リ
ス
ク
を
学
生
自
身
が
認
識
し
、
安
全

へ
の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
な
目
的
の
一
つ
と
し
て
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
決
定
直
後
と
渡
航
直
前
の
計
２
回
、
実
施
し
て

い
る
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
、
業
務
提
携
先
の
大
手
保
険
会
社
の
担

当
者
や
保
健
セ
ン
タ
ー
の
医
師
が
、
学
生
の
安
全
管
理
と
支
援
に

関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
て
い
る
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
、

留
学
生
活
を
安
全
に
送
る
た
め
に
定
め
た
行
動
規
範
を
遵
守
さ
せ

る
た
め
の
承
諾
書
を
配
付
し
署
名
さ
せ
る
と
と
も
に
、
外
務
省
の

「
た
び
レ
ジ
」
や
、
災
害
時
の
安
否
確
認
ア
プ
リ
へ
の
登
録
な
ど
を

義
務
付
け
て
い
る
。

⑵　

渡
航
先
か
ら
の
定
期
報
告

　

夏
期
お
よ
び
春
期
の
長
期
休
暇
を
利
用
す
る
１
カ
月
前
後
の
短

期
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
１
セ
メ
ス
タ
ー
の
中
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
各

グ
ル
ー
プ
で
リ
ー
ダ
ー
と
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
を
選
出
し
て
い
る
。
リ
ー

ダ
ー
は
、
各
学
生
が
安
全
な
環
境
下
で
充
実
し
た
留
学
生
活
を
送
っ

て
い
る
か
ど
う
か
の
レ
ポ
ー
ト
を
定
期
的
に
大
学
へ
提
出
す
る
。

ま
た
、
個
別
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
全
体
で
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
た
場

合
は
、
大
学
と
の
連
絡
窓
口
の
役
割
も
担
う
。
こ
の
た
め
、
リ
ー

ダ
ー
学
生
に
は
大
学
か
ら
携
帯
電
話
を
貸
与
し
て
い
る
。

⑶　

現
地
大
学
の
支
援
窓
口
な
ど
と
の
連
携

　

受
け
入
れ
大
学
側
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
日
常
的
な
意
思

疎
通
（
信
頼
関
係
構
築
）
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
注
力
し
て
い

る
。
深
刻
な
事
案
が
発
生
し
、
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
全
体
が
プ

ロ
グ
ラ
ム
中
断
な
ど
の
判
断
を
迫
ら
れ
た
場
合
は
、
極
め
て
短
時

間
の
う
ち
に
正
確
か
つ
十
分
な
情
報
収
集
が
必
要
と
な
る
。
そ
の

際
、
先
方
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
協
力
の
度
合
い
で
早
期
解
決

の
時
間・

道
筋
が
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
実
際
に
、
日
頃
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
助
け
ら
れ
て
大
事
に
至
る
こ
と
を
未
然
に

防
い
だ
ケ
ー
ス
を
、
本
学
も
幾
度
と
な
く
経
験
し
て
い
る
。

⑷　

危
機
管
理
専
門
会
社
へ
の
業
務
委
託

　

留
学
中
の
学
生
が
個
別
に
遭
遇
し
た
ト
ラ
ブ
ル
（
け
が
、
事
故
、
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病
気
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
紛
失
、
航
空
機
な
ど
の
乗
り
継
ぎ
ト

ラ
ブ
ル
、
そ
の
他
困
り
ご
と
）
へ
の
対
応
の
助
言
や
、
テ
ロ
や
自

然
災
害
等
発
生
時
の
安
否
確
認
を
行
う
た
め
に
、
学
生
が
渡
航
先

か
ら
24
時
間
、
電
話
相
談
可
能
な
サ
ポ
ー
ト
態
勢
を
構
築
し
て
い

る
。
一
連
の
業
務
を
危
機
管
理
専
門
会
社
に
委
託
し
、
軽
微
な
イ

ン
シ
デ
ン
ト
は
、
そ
の
都
度
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
解
決
し
て
い
る
。

⑸�　

関
西
４
大
学
に
よ
る
危
機
発
生
時
の
協
力
体
制
の
申
し
合
わ

せ

　

学
生
の
海
外
派
遣
や
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
、
海
外
お

よ
び
国
内
に
お
け
る
大
規
模
災
害・

テ
ロ・
航
空
機
事
故
な
ど
の

危
機
発
生
時
の
対
応
は
も
と
よ
り
、
派
遣
先
の
国・
大
学
と
の
情

報
共
有
も
含
め
て
、
４
大
学
が
協
力
し
て
事
案
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
２
０
１
８
年
３
月
、
関
西
学
院
大
学
、
関
西
大
学
、
同
志
社

大
学
お
よ
び
本
学
の
間
で
書
面
に
署
名・

捺
印
し
申
し
合
わ
せ
の

確
認
を
行
っ
た
。

４　
今
後
の
課
題

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
数
の
増
加
と
と
も
に
、
派
遣
学
生
数
、
派
遣
先
機

関
数
、
派
遣
先
国
数
の
い
ず
れ
も
増
加
し
て
い
る
。
冒
頭
で
も
紹

介
し
た
と
お
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
学
生
の
資
質
（
語
学
レ
ベ
ル
、

留
学
の
動
機
、
こ
れ
ま
で
の
海
外
経
験
の
有
無
）
も
千
差
万
別
で

あ
る
。
加
え
て
、
複
雑
化
す
る
国
際
情
勢
と
自
然
環
境
の
変
化
に

伴
う
大
規
模
テ
ロ・

自
然
災
害
が
、
地
域
を
問
わ
ず
に
発
生
し
て

い
る
昨
今
、
現
在
の
状
況
に
確
実
に
対
応
で
き
る
体
制
の
構
築
と

整
備
の
た
め
に
、
本
学
で
も
以
下
の
よ
う
な
新
た
な
課
題
が
生
じ

て
い
る
。

⑴　

派
遣
判
断
基
準
の
明
確
化

　

本
学
は
、
外
務
省
が
定
め
る
危
険
情
報
（
レ
ベ
ル
１
～
４
）
を

参
考
に
し
て
派
遣
基
準
を
定
め
て
い
る
。
本
年
６
月
、
全
学
対
象

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
派
遣
基
準
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
訂
し
た
。

〈
外
務
省
危
険
情
報
「
レ
ベ
ル
２
」
が
発
令
さ
れ
た
場
合
〉

■
派
遣
前

改
訂
前
：�

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
合
同
会
議
に
お
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
催
行
可
否
を
判
断
す
る
。

改
訂
後
：
海
外
派
遣
の
中
止
を
基
本
方
針
と
す
る
。

■
派
遣
後

改
訂
前
：�

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
合
同
会
議
に
お
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
続
行
可
否
を
判
断
す
る
。
ま
た
、「
レ
ベ
ル
２
」
の
情

報
を
入
手
次
第
、「
安
否
確
認
」
を
実
施
し
、
セ
ン
タ
ー

の
判
断
内
容
に
従
わ
せ
る
。
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改
訂
後
：�

海
外
派
遣
を
中
止
し
、
派
遣
者
を
速
や
か
に
帰
国
さ
せ

る
こ
と
を
基
本
方
針
と
す
る
。

　

学
内
機
関
会
議
に
よ
る
検
討
を
経
て
、
一
段
階
厳
し
い
レ
ベ
ル

に
引
き
上
げ
る
改
訂
を
行
っ
た
。
法
的
責
任
と
は
別
に
、
有
事
の

際
の
決
定
の
背
景
（
根
拠
）
を
よ
り
明
確
に
説
明
し
、
社
会
的
責

任
を
果
た
す
た
め
の
改
訂
で
あ
る
。

　

新
た
な
基
準
に
基
づ
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
止
を
決
定
す
る
た

め
に
は
、今
後
、以
下
の
点
が
、よ
り
現
実
的
な
調
整
課
題
と
な
る
。

①�　

本
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
止
基
準
の
受
け
入
れ
大
学
に
対
す
る

事
前
共
有
と
承
諾
の
取
付

②�　

プ
ロ
グ
ラ
ム
中
止
に
伴
っ
て
発
生
す
る
諸
経
費

③�　

半
年
（
１
セ
メ
ス
タ
ー
）
や
１
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
止
に
伴

う
単
位
修
得
計
画
の
変
更
と
教
学
的
支
援

⑵�　

本
学
の
正
規
留
学
生
を
他
国
へ
派
遣
し
た
場
合
の
危
機
管
理

対
応
と
支
援
の
あ
り
方

　

昨
年
度
、
海
外
へ
派
遣
し
た
１
７
８
３
名
の
本
学
学
生
の
多
く

は
、
日
本
人
学
生
で
あ
っ
た
。
他
方
、
本
学
に
お
け
る
正
規
留
学

生
の
受
け
入
れ
数
も
毎
年
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
（
２
０
１
８
年

５
月
１
日
時
点
の
正
規
留
学
生
数
は
学
部・

研
究
科
合
わ
せ
て
２

１
５
９
名
）。
正
規
留
学
生
が
他
国
で
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
た
場

合
、
学
生
本
人
と
母
国
の
家
族
の
間
に
立
っ
て
支
援
す
る
と
き
は
、

多
様
な
言
語
対
応
や
派
遣
先
に
お
け
る
留
学
生
の
母
国
の
大
使
館

（
領
事
館
）
と
の
調
整
な
ど
、
非
常
に
多
く
の
困
難
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
課
題
を
精
査
し
、
事
前
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で

あ
る
。

⑶　

全
学
レ
ベ
ル
の
危
機
管
理
体
制
の
構
築

　

２
０
１
７
年
度
に
海
外
派
遣
し
た
本
学
学
生
１
７
８
３
名
の
う

ち
、
セ
ン
タ
ー
主
管
の
派
遣
学
生
は
９
４
０
名
。
残
る
８
４
３
名

は
、
各
学
部
な
ど
が
自
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
し
、
派
遣
し
た
も

の
で
あ
る
。
各
学
部
が
学
問
分
野
に
基
づ
い
て
設
計
す
る
こ
と
は
、

学
生
の
学
び
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

セ
ン
タ
ー
が
整
備
し
て
い
る
最
新
の
海
外
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
や
有
事
の
際
の
学
内
連
絡
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
全
学
共

有
化
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
多
様
な
地
域
へ
の
派
遣
を

行
う
学
部
に
対
し
、
よ
り
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

⑷　

有
事
の
際
の
即
応

　

有
事
は
突
然
発
生
す
る
。
昼
夜
、
週
末
、
長
期
休
暇
中
を
問
わ

な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
初
期
対
応
が
そ
の
後
の
展
開
を
大
き
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く
左
右
す
る
。
事
案
の
内
容
を
問
わ
ず
、
学
生
の
安
全
確
保
が
至

上
命
題
で
あ
る
た
め
、
教
職
員
は
通
常
の
業
務
を
一
時
的
に
保
留

し
て
で
も
、
最
優
先
課
題
と
し
て
事
案
解
決
に
臨
む
こ
と
と
な
る
。

短
期
間
で
解
決
す
る
事
案
も
あ
る
が
、
数
週
間
に
わ
た
る
対
応
を

迫
ら
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
派
遣
数
の
増
加
に
伴
い
、

複
数
事
案
に
同
時
に
対
応
す
る
場
合
も
あ
る
。
加
え
て
、
遠
方
国

で
有
事
発
生
の
場
合
、
時
差
の
関
係
で
、
日
本
の
深
夜
時
間
帯
の

緊
急
対
応
と
な
る
。
派
遣
先
機
関
（
大
学
）
お
よ
び
関
係
機
関
へ

の
本
学
の
交
渉
窓
口
で
は
、
刻
一
刻
と
変
わ
る
情
勢
に
継
続
的
に

対
応
す
る
た
め
、
初
動
担
当
者
の
情
報
共
有
が
要
と
な
る
。
当
然
、

当
該
担
当
者
を
は
じ
め
、
通
常
業
務
が
並
走
す
る
現
場
の
負
荷
は

飛
躍
的
に
跳
ね
上
が
る
。

　

一
例
を
挙
げ
る
と
、
２
０
１
８
年
３
月
初
め
、
英
国
へ
派
遣
し

た
約
30
名
の
学
生
の
帰
国
に
際
し
て
、
大
寒
波
に
よ
る
搭
乗
予
定

便
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
た
。
緊
急
対
応
と
し
て
、
空
港
か
ら

派
遣
先
大
学
へ
引
き
返
さ
せ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
へ
の
延
泊
要
請

や
代
替
フ
ラ
イ
ト
確
保
な
ど
の
調
整
に
迫
ら
れ
た
。
空
港
が
大
混

乱
す
る
中
で
、
搭
乗
予
定
の
航
空
会
社
で
１
週
間
以
内
の
代
替
フ

ラ
イ
ト
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
他
の
航
空
会
社
へ
の
変
更

を
決
断
し
た
。
英
国
→
ス
イ
ス
→
香
港
、
香
港
→
関
西
空
港
の
フ

ラ
イ
ト
を
確
保
で
き
た
結
果
、
全
員
が
同
一
便
で
無
事
に
帰
国
し

た
。
こ
れ
は
、
時
差
が
あ
る
中
で
、
週
末
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旅

行
会
社・

保
険
会
社・

本
学
の
各
関
係
者
が
深
夜
か
ら
未
明
に
か

け
て
切
迫
し
た
対
応
を
し
た
結
果
で
も
あ
る
。
代
替
フ
ラ
イ
ト
の

確
保
が
難
航
し
た
場
合
に
迫
ら
れ
る
遠
方
国
と
の
調
整
は
重
要
課

題
で
あ
り
、
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
で
労
力
を
要
す
る
こ
と
は
容
易

に
想
像
し
得
る
。
な
お
、
追
加
の
航
空
代
金
も
、
交
渉
の
結
果
、

保
険
で
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
た
。

お
わ
り
に

　

今
後
、
派
遣
学
生
数
の
増
加
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
事
故

案
件
が
常
時
発
生
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
不
可

抗
力
的
に
遭
遇
す
る
大
規
模
災
害
な
ど
に
即
時
対
応
で
き
る
よ
う
、

危
機
管
理
専
門
会
社
に
よ
る
監
修
の
下
で
定
期
的
に
学
内
研
修
（
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
体
制
整
備
に
、

引
き
続
き
注
力
す
る
予
定
で
あ
る
。�
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１　
学
生
海
外
派
遣
の
歩
み

　

本
学
に
お
け
る
学
生
の
海
外
派
遣
は
１
９
７
７
年
の
夏
期
海
外

派
遣
に
始
ま
り
、
１
９
７
９
年
に
は
派
遣
留
学
制
度
を
開
始
し
た
。

そ
の
後
、
１
９
９
５
年
に
は
、
認
定
海
外
留
学
に
よ
る
派
遣
も
開

始
し
て
い
る
。
ま
た
、
１
９
９
９
年
の
国
際
文
化
学
部
設
置
以
降
、

学
部
主
催
の
ス
タ
デ
ィ・

ア
ブ
ロ
ー
ド・

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、

Ｓ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
多
く
の
学
部
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

大
学
全
体
の
学
生
海
外
派
遣
者
数
が
急
激
な
伸
び
を
見
せ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

２　
派
遣
状
況

　

現
在
、
本
学
に
お
い
て
は
、
前
述
の
①
派
遣・

認
定
留
学
、
②

学
部
主
催
Ｓ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン

タ
ー
主
催
夏
季
／
春
季
短
期
語
学
研
修
、
④
学
部
主
催
の
各
種
海

外
研
修
な
ど
に
よ
り
、
学
生
を
世
界
各
地
に
派
遣
し
て
い
る
。

　

派
遣
学
生
は
、
こ
こ
10
年
間
で
は
、５
９
４
名
（
２
０
０
７
年
）

か
ら
１
２
３
８
名
（
２
０
１
７
年
）
に
倍
増
し
て
い
る
。
ま
た
、

派
遣
学
生
数
の
増
加
に
伴
っ
て
協
定
校
も
拡
大
し
、
協
定
校
は
同

期
間
で
23
カ
国・

地
域
の
60
校
か
ら
39
カ
国・

地
域
の
２
３
５
校

に
拡
大
し
た
（
図
表
１
）。

３　
そ
の
他
の
学
生
派
遣

　

前
項
で
紹
介
し
た
派
遣
学
生
の
中
に
は
、
語
学
研
修
を
含
む
い

わ
ゆ
る
留
学
に
加
え
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
な
ど
の
各
種
海

外
研
修
や
、
文
部
科
学
省
「
経
済
社
会
の
発
展
を
牽
引
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
支
援
」
事
業
（
２
０
１
２
年
）
の
下
で
実
施
さ
れ

る
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
学
生
派
遣
も
含

特
集

留
学
（
海
外
送
り
出
し
）
に
伴
う
問
題
へ
の
取
り
組
み

「
よ
り
質
の
高
い
留
学
体
験
」
を
目
指
し
て

―
留
学
（
送
り
出
し
）
の
現
場
か
ら
見
る
問
題
と
そ
の
取
り
組
み

日
野 

好
幸
●
法
政
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
事
務
部
国
際
交
流
課
長
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ま
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
多
様
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
よ
る
学
生
の

海
外
派
遣
の
流
れ

は
、「
ス
ー
パ
ー
グ

ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成

支
援
」
事
業
採
択

（
２
０
１
４
年
）
以

降
、
さ
ら
に
加
速
し

て
い
る
。

　

正
規
外
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
官
民
協

働
海
外
留
学
支
援
制

度
「
ト
ビ
タ
テ
！
留

学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
日
本

代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
２
０
１
４
年
に
始

ま
り
、
本
学
か
ら
も

多
く
の
採
用
者
が
出

て
い
る
。
当
初
は
採

用
が
や
や
低
調
だ
っ

た
も
の
の
、
応
募

学
生
に
対
す
る
支

援
や
広
報
活
動
が

強
化
さ
れ
、
近
年

は
採
用
者
数
も
伸

び
て
い
る
（
図
表

２
）。
こ
の
結
果
、

第
９
期
ま
で
の
累

計
採
用
者
数
で
、

本
学
は
全
国
の
私

立
大
学
中
第
７
位

で
あ
る
。

　

現
在
、
本
学
で

は
、
入
学
直
後
の

時
期
に
新
入
生
や

そ
の
保
護
者
に
向

け
て
「
海
外
留

学・
国
際
交
流
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
を
実

施
し
て
い
る
。
同

ガ
イ
ダ
ン
ス
で

図表２　「トビタテ！留学JAPAN」採用者数の推移

図表１　派遣学生数の推移

25（人）

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

20

15

10

5

0

応募者数
書類選考合格者数
最終選考合格者数
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は
、
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
現
状
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
在

学
中
に
参
加
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
を
紹
介
し
、
入
学
後
の

早
い
段
階
で
留
学
や
国
際
交
流
に
対
す
る
意
欲
の
醸
成
を
図
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
度
は
２
０
０
０
名
以
上
の
新

入
生
と
約
２
０
０
名
の
保
護
者
が
参
加
す
る
な
ど
、
留
学
や
国
際

交
流
へ
の
関
心
が
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
学
生
が
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
、
ま
た
関
心
を
抱
く
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
流
れ
で
あ
る
反
面
、

留
学
な
ど
に
関
す
る
準
備
や
意
識
の
醸
成
が
十
分
で
な
い
学
生
の

参
加
も
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
実
践
活
動
を
伴
う

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
で
は
、
ア
フ
リ
カ
や
中
東
な
ど
、
本
学
が
協
定

校
を
持
た
ず
、
こ
れ
ま
で
派
遣
実
績
の
な
い
地
域
へ
の
渡
航
も
増

え
る
な
ど
、
学
生
派
遣
に
伴
う
リ
ス
ク
管
理
や
ト
ラ
ブ
ル
対
応
な

ど
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。
次
項
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
生
派

遣
に
伴
う
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
。

４　
学
生
派
遣
に
伴
う
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て

　

本
学
は
、
文
部
科
学
省
策
定
の
「
大
学
に
お
け
る
海
外
留
学
に

関
す
る
危
機
管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
の
っ
と
っ
た
危
機
管
理
体

制
を
整
備
し
、
各
学
生
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
１
４
年
の
組
織
統
合
以
降
、
Ｓ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

含
め
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
国
際
交
流
課
が
所
管
す
る

学
生
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
保
険・

危
機
管
理
を
同
一
業
者
に
委
託

し
、
一
体
的
に
管
理
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
情
報
の
一
元
化

や
危
機・

ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
大
学・

危
機
管
理
会
社・

保
険
会

社・

旅
行
業
者
の
間
の
情
報
共
有
が
な
さ
れ
、
迅
速
な
対
応
を
可

能
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
国
際
交
流
課
で
は
、
緊
急
連
絡
用
の

業
務
用
携
帯
電
話
を
ス
タ
ッ
フ
が
携
行
し
、
24
時
間
、
緊
急
時
対

応
が
可
能
な
態
勢
を
と
っ
て
い
る
。
各
種
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
中
の
学
生
に
は
、
留
学
期
間
中
に
利
用
す
る
留
学
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
通
じ
て
、
滞
在
地
域
の
安
全
情
報
な
ど
を
随
時
配
信
し
て

い
る
。
ま
た
、旅
行
な
ど
で
留
学
先
か
ら
離
れ
る
と
き
に
は
旅
行
届

を
提
出
さ
せ
、
所
在
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
危
機
発
生
時

の
安
否
確
認
メ
ー
ル
の
一
斉
配
信
な
ど
に
も
利
用
し
て
い
る
。

　

学
生
派
遣
に
当
た
っ
て
は
、
現
場
の
各
担
当
に
お
い
て
、
こ
う

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
学
生
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
繁
華
街
や
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
な
ど
の
い
わ

ゆ
る
「
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
を
標
的
と
し
た
テ
ロ
や
、（
主
に
米

国
で
）
無
差
別
銃
乱
射
事
件
が
頻
発
す
る
昨
今
の
状
況
で
は
、
危

機
管
理
に
当
た
る
担
当
者
が
愁
眉
を
開
く
こ
と
は
な
い
の
が
実
情

で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
件・

事
故
な
ど
の
外
的
要
因
に
よ
る
リ
ス

ク
に
加
え
て
、
近
年
は
、
派
遣
学
生
の
内
的
要
因
に
よ
る
リ
ス
ク
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対
応
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
学
生
派
遣
に
伴
っ
て
発
生
し
得
る
代
表
的
な
リ
ス

ク
な
ど
に
つ
い
て
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
述
べ
て
み
る
。

⑴
　
自
然
災
害・
テ
ロ
な
ど
の
リ
ス
ク

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
に
際
し
、
外
務
省
海
外
安
全
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
現
地
の
危
険
情
報
を
十
分
に
確
認
し
た
上
で
実
施
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
期
間
中
に
お
い
て
も
、
最
新

情
報
の
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
参

加
学
生
に
は
、「
在
留
届
」
ま
た
は
「
た
び
レ
ジ
」
へ
の
登
録
を
義

務
付
け
て
い
る
。

　

実
際
の
学
生
派
遣
の
現
場
で
は
、
世
界
各
地
で
起
き
る
テ
ロ
や

事
件
に
加
え
て
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
す
事
故
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
学
生
を
派
遣
中
の
地
域
で
あ
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
発
生

時
に
本
学
学
生
が
旅
行
な
ど
で
当
該
地
域
に
滞
在
中
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
の
学
生
に
対
し
て
も
安
否
確
認

を
行
っ
て
い
る
。
大
学
か
ら
の
安
否
確
認
に
対
し
て
、
派
遣・

認

定
留
学
生
や
ト
ビ
タ
テ
生
な
ど
か
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で

迅
速
に
返
答
が
得
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
グ
ル
ー
プ
で
派
遣
す
る

Ｓ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
個
別
学
生
か
ら
の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
長
期

間
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
ま
ま
あ
る
た
め
、
現
在
は
、
コ
ー
ス
ご

と
に
リ
ー
ダ
ー
学
生
を
通
じ
て
行
う
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
る
。

　

幸
い
に
も
、
本
学
が
派
遣
中
の
学
生
が
、
こ
う
し
た
大
規
模
災

害
や
事
件・

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
ケ
ー
ス
は
こ
れ
ま
で
に
な
い

も
の
の
、
２
０
１
５
年
11
月
に
発
生
し
た
パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
で
は
、
派
遣
留
学
中
の
学
生
が
テ
ロ
発
生
現
場
至
近
の
飲
食
店

に
居
合
わ
せ
て
い
た
り
、
２
０
１
６
年
12
月
に
ベ
ル
リ
ン
の
ク
リ

ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
起
き
た
テ
ロ
で
は
、
Ｓ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
参

加
中
の
学
生
が
旅
行
の
た
め
に
現
場
近
く
の
ホ
テ
ル
に
滞
在
中
で

あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
現
場
担
当
者
に
と
っ
て
は
、

常
に
気
の
抜
け
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

⑵
　
事
故
、
犯
罪
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク

　

こ
こ
に
含
ま
れ
る
リ
ス
ク
に
は
、
盗
難・

紛
失
を
は
じ
め
、
派

遣
学
生
が
滞
在
中
に
遭
遇
す
る
リ
ス
ク
の
高
い
も
の
が
含
ま
れ
、

大
別
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
①
　
盗
難・

紛
失

　

事
例
と
し
て
最
も
多
い
の
は
、
盗
難・

紛
失
で
あ
る
。
そ
の
中

で
も
目
立
つ
の
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
特
にiPhone

の
盗
難
や
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
盗
難・

紛
失
で
あ
る
。
特
に
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
盗

難・

紛
失
に
つ
い
て
は
、
主
に
旅
行
先
で
遭
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。
再
発
行
（
帰
国
間
際
の
場
合
に
は
渡
航
書
の
発
行
）
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手
続
き
、
ビ
ザ
を
発
給
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
再
取
得
お

よ
び
留
学
先
へ
の
再
入
国
な
ど
の
手
続
き
は
、
盗
難・

紛
失
の
別

や
盗
難・
紛
失
の
あ
っ
た
国・

地
域
に
よ
っ
て
手
続
き
が
同
じ
で

は
な
い
た
め
、
一
様
な
案
内
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
学
生
が
旅
行

に
出
掛
け
る
時
期
が
、
往
々
に
し
て
休
日
や
休
暇
期
間
（
特
に
年

末
年
始
休
暇
）
で
あ
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の

対
応
は
、
現
場
の
派
遣
担
当
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
る
。

　
②
　
け
が・

傷
害
な
ど
の
犯
罪
被
害

　

過
去
に
、
放
課
後
や
ク
ラ
ブ
活
動
中
の
大
け
が
に
よ
り
入
院・

手
術
と
な
っ
た
事
例
が
あ
る
。
こ
う
し
た
事
故
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
派
遣
先
大
学
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
保
証
人
へ
の
報
告・

説
明
、
保
険
会
社
と
の
や
り
取
り
の

ほ
か
、
完
治
を
待
た
ず
に
帰
国
を
迎
え
る
場
合
に
は
、
旅
行
代
理

店
を
通
じ
て
利
用
航
空
会
社
と
の
調
整
な
ど
も
発
生
す
る
。

　

傷
害
な
ど
の
犯
罪
被
害
に
つ
い
て
は
、
主
に
夜
間
の
外
出
中
に

被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
大
事
に
至
ら

な
い
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
夜
間
（
特
に
一
人
で
）
の
無
用
の
外

出
は
控
え
る
よ
う
注
意
を
促
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
女
子
学
生

へ
の
つ
き
ま
と
い
な
ど
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
関
連
の
被

害
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
被
害
に
お
い
て
は
、
大
学
へ
の
報

告
が
遅
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
、
ま
た
事
実
確
認
が
困
難
な
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
被
害
学
生
に
対
す
る
ケ
ア
も
含
め
、
慎
重
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
事
件
な
ど
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
領
事
局
邦
人

安
全
課
で
取
り
ま
と
め
て
い
る
「
海
外
に
お
け
る
大
学
所
属
邦
人

学
生
の
事
件・

事
例
集
」
へ
も
報
告
し
、
個
人
情
報
を
伏
せ
た
上

で
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

　
③
　
飲
酒・

ド
ラ
ッ
グ

　

飲
酒
に
つ
い
て
は
、「
日
本
の
法
定
年
齢
と
現
地
の
法
定
年
齢
の

両
方
に
達
し
て
い
る
場
合
の
み
可
能
」
を
基
本
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
飲
酒
に
ま
つ
わ
る
事
故
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
派
遣
先

に
お
い
て
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
Ｅ
Ｒ
（
救
急
）
搬
送
さ
れ
た

学
生
が
あ
っ
た
。
幸
い
、
翌
日
に
は
退
院
と
な
っ
た
も
の
の
、
後

日
非
常
に
高
額
な
費
用
の
請
求
を
受
け
た
。

　

ド
ラ
ッ
グ
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
米
国
な
ど
の
一
部
で
そ
の
合

法
化
の
動
き
が
進
ん
で
お
り
、
派
遣
先
の
寮
や
パ
ー
テ
ィ
な
ど
の

場
で
、
現
地
の
学
生
が
使
用
す
る
場
面
に
遭
遇
す
る
ケ
ー
ス
が
ま

れ
に
見
ら
れ
る
。
無
論
、
派
遣
学
生
に
対
し
て
は
、
日
本
の
法
律

に
の
っ
と
り
、
決
し
て
使
用
し
な
い
よ
う
指
導・

徹
底
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
参
加

学
生
お
よ
び
保
証
人
を
対
象
と
し
て
渡
航
直
前
に
実
施
す
る
「
危
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機
管
理
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の
中
で
、
ビ
デ
オ
映
像
を
用
い
て
派
遣
学

生
が
遭
遇
し
や
す
い
事
件・

ト
ラ
ブ
ル
を
紹
介
し
た
り
、
過
去
に

本
学
学
生
が
実
際
に
遭
っ
た
被
害
な
ど
を
例
示
し
た
り
し
な
が
ら

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
毎
年
同
様

の
被
害
に
遭
う
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
た
な
い
。
な
お
、
以
下
で
述
べ

る
よ
う
な
案
件
は
、
主
に
学
内
で
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
解
決
が
容
易
で
な
い
ケ
ー
ス
も
往
々

に
し
て
あ
り
、
現
場
担
当
者
が
非
常
に
多
く
の
労
力
を
費
や
し
て

い
る
。

⑶
　
精
神
的
健
康
に
関
す
る
リ
ス
ク

　

ど
の
学
生
に
と
っ
て
も
、
慣
れ
な
い
異
文
化
環
境
に
適
応
す
る

ま
で
に
は
時
間
や
労
力
を
要
す
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
学
生
は
、

ほ
ど
な
く
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
逆
境
か
ら
立
ち
直
り
、
成
長
す
る
能

力
）
を
高
め
、
目
標
達
成
や
自
己
実
現
を
目
指
そ
う
と
す
る
過
程

に
移
行
し
て
い
く
が
、
異
文
化
環
境
に
適
応
で
き
ず
に
深
い
悩
み

を
抱
え
て
し
ま
う
学
生
も
毎
年
少
な
か
ら
ず
い
る
。
こ
う
し
た
学

生
に
対
し
て
は
、Skype

な
ど
を
用
い
て
直
接
話
を
す
る
機
会
を

設
け
て
い
る
ほ
か
、
学
内
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
直
接
相
談
で
き
る

態
勢
も
整
え
て
い
る
。
日
本
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
て
も
な
お
、

留
学
の
継
続
が
困
難
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
途
中
帰
国
の
判

断
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、

保
護
者
に
も
状
況
を
報
告
し
、
本
人
お
よ
び
保
護
者
双
方
の
同
意

を
得
て
帰
国
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
学
生
一
人
で
の
帰

国
が
困
難
な
（
あ
る
い
は
、
保
護
者
か
ら
の
要
請
を
受
け
た
）
場

合
に
は
、
教
職
員
が
現
地
に
出
向
き
、
引
率
帰
国
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。

　

な
お
、
Ｓ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
が
必
須
の
学
部
で
は
、
派
遣

に
不
安
を
抱
え
る
学
生
に
つ
い
て
、
事
前
に
実
施
学
部
、
派
遣
担

当
部
局
お
よ
び
学
内
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
ま
た
は
医
師
）
が
情
報
を

共
有
し
、
渡
航
の
可
否
や
渡
航
前
後
の
支
援
内
容
な
ど
に
つ
い
て

検
討
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

⑷
　
宿
泊
先
な
ど
現
地
で
の
ト
ラ
ブ
ル

　

宿
泊
先
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
あ
っ
て
も
学
生
寮
で
あ
っ
て
も
、

文
化
的
背
景
も
生
活
習
慣
も
異
な
る
他
人
と
共
に
暮
ら
す
こ
と
は
、

ス
ト
レ
ス
も
多
く
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
が
ち
で
あ
る
。
た
だ
、
最
近

は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
、
過
度
な
期
待
や
要

望
に
基
づ
く
も
の
が
目
立
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
語
学

能
力
や
異
文
化
理
解
の
不
足
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン （assertive com

m
unication

）

能
力
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
が
こ
れ
ま
で
の
生
活
の
な
か
で
十
分
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に
養
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

⑸
　
保
護
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

　

学
生
派
遣
に
か
か
る
近
年
の
業
務
の
中
で
、
現
場
担
当
者
が
苦

慮
し
て
い
る
こ
と
が
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
保
護
者
対
応
で

あ
る
。
学
生
か
ら
不
満
を
聞
か
さ
れ
た
保
護
者
が
、
学
生
か
ら
の

一
方
的
な
意
見
を
元
に
大
学
に
ク
レ
ー
ム
を
入
れ
て
く
る
ケ
ー
ス

が
往
々
に
し
て
み
ら
れ
る
。
そ
の
都
度
、
大
学
か
ら
は
丁
寧
に
説

明
を
行
う
も
の
の
、
現
地
の
様
子
や
事
情
が
十
分
に
伝
わ
ら
な
い

こ
と
も
あ
っ
て
、
納
得
し
て
い
た
だ
く
ま
で
に
長
期
間
を
要
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
い
。

　

か
つ
て
、
留
学
と
い
え
ば
、
親
元
を
離
れ
て
自
立
を
促
す
格
好

の
機
会
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
発
達・
普
及
も
あ

り
、
海
外
に
い
て
も
な
お
、
親
と
常
に
〝
繋
が
っ
て
い
る
〟
場
合

が
多
い
。

　

奥
山
（
２
０
１
７
）
は
、「
現
代
の
長
期
留
学
は
、
母
国
の
引
力

に
引
か
れ
、
時
間
的
に
も
空
間
的
に
も
母
国
か
ら
離
脱
で
き
て
い

な
い
の
が
実
態
な
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

そ
う
し
た
姿
に
対
し
て
、〔
日
本
の
強
い
引
力
〕
と
い
う
カ
テ
ゴ

リ
ー
を
立
て
、【
日
本
に
錨
を
お
ろ
し
た
ま
ま
の
浮
遊
】
と
名
付
け

た
概
念
を
生
成
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
林
（
２
０
１
２
）
は
、「
人
生
に
お
い
て
自
己
効
力
感
の

生
成
に
重
要
な
時
期
が
あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
が
思
春
期
後
期
で

あ
り
、
ま
さ
に
大
学
生
の
時
期
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
留
学

と
い
う
、
ま
さ
に
自
己
効
力
感
（self-effi

cacy

）
を
生
成
す
る
ま

た
と
な
い
機
会
に
、
親
と
〝
繋
が
り
続
け
る
〟
こ
と
に
よ
っ
て
失

う
機
会
損
失
は
、
そ
の
後
の
学
生
の
成
長
に
と
っ
て
計
り
知
れ
な

い
と
い
え
よ
う
。

５　
ま
と
め

　

こ
こ
ま
で
、
学
生
の
海
外
派
遣
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

に
つ
い
て
、
本
学
に
お
け
る
事
例
も
示
し
な
が
ら
述
べ
て
き
た
。

世
界
情
勢
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
気
候
変
動
の
影
響
や
さ
ま

ざ
ま
な
天
変
地
異
が
世
界
各
地
を
襲
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
、
学
生
の
海
外
派
遣
に
か
か
る
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
完
全

に
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
な
い
な
が
ら
も
、
学
生
を
送
り
出
す
現

場
で
は
、
世
界
各
地
で
巻
き
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
日
々

細
心
の
注
意
を
払
い
つ
つ
、
リ
ス
ク
の
最
小
化
に
努
め
て
い
る
様

子
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
う
。

　

一
方
、
派
遣
期
間
中
に
現
地
で
起
き
る
そ
の
他
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
学
生
の
意
識
の
変
容
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
今
後
も
、
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「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
」
事
業
で
掲
げ
る
目
標
達

成
に
向
け
、
さ
ら
に
派
遣
学
生
数
を
増
や
し
て
い
く
中
で
は
、
派

遣
後
の
ト
ラ
ブ
ル
や
問
題
の
発
生
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
も
、

派
遣
前
教
育
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
留
学
目
的

を
よ
り
明
確
に
さ
せ
、
オ
ー
ト
テ
リ
ッ
ク
（
自
己
目
的
的
）
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
獲
得
や
自
己
の
特
性
、
特
に
弱
み
に
対
す
る
分
析

に
よ
っ
て
、
自
分
の
能
力
と
挑
戦
の
レ
ベ
ル
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、

留
学
中
の
経
験
の
質
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
す
（
浅
川
２
０
０
３
）。

　

ま
た
、
短
期
→
長
期
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ま
せ
る
こ
と
な
ど

も
、
留
学
の
効
用
を
一
層
高
め
る
た
め
の
方
策
と
な
り
得
る
も
の

と
考
え
る
。
小
西
（
２
０
１
７
）
も
、「
短
期
留
学
参
加
直
後
は
、

慣
れ
な
い
自
然
環
境
や
交
通
シ
ス
テ
ム
な
ど
に
苦
労
し
な
が
ら
も

な
ん
と
か
適
応
し
、
最
後
に
は
自
己
効
力
感
が
向
上
し
て
次
の
海

外
経
験
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
自
己
効
力
感
向
上
の
プ

ロ
セ
ス
が
大
学
主
催
の
短
期
留
学
の
効
果
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
次
の
よ
り
困
難
な
、
長
期
間
や
個
人
で
参
加
す
る
留
学
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル・

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
育
成

す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
ス
キ
ー
ム
作
り
が
、
結
果
と
し
て
、
派
遣
期
間
中
に

対
応
に
当
た
る
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　

学
生
派
遣
数
が
、
今
後
も
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
中
で
、
送
り

出
し
現
場
担
当
者
の
負
担
が
一
朝
一
夕
に
軽
く
な
る
こ
と
は
な
い

で
あ
ろ
う
が
、
帰
国
し
た
学
生
の
成
長
し
た
姿
に
触
れ
る
こ
と
が
、

ど
ん
な
労
い
の
言
葉
に
も
勝
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
一

人
で
も
多
く
の
学
生
の
成
長
し
た
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
で

止
ま
な
い
。 

●
参
考
文
献

奥
山
和
子
（
２
０
１
７
）「
留
学
経
験
が
も
た
ら
す
効
用
と
し
て
の

自
己
効
力
感
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
」
神
戸
大
学　

大
学
教
育
推
進
機

構　
『
大
学
教
育
研
究
』
第
25
号　

２
０
１
７
年
３
月
：
83
～
１
０

１
頁

林
伸
二
（
２
０
１
２
）「
私
は
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」
青
山
学

院
大
学
『
青
山
経
営
論
集
47
』
１
０
７
～
１
３
６
頁

浅
川
希
洋
志
（
２
０
０
３
）
フ
ロ
ー
理
論
の
展
開
（
世
界
思
想
社
）

小
西
由
樹
子
（
２
０
１
７
）「
短
期
留
学
を
通
じ
た
自
己
効
力
感
の

向
上
」
早
稲
田
大
学
Ｗ
Ｂ
Ｓ
研
究
セ
ン
タ
ー
早
稲
田
国
際
経
営
研

究
№
48
（
２
０
１
７
）
17
～
26
頁
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１　
派
遣
留
学
の
危
機
対
応
シ
ス
テ
ム
構
築
の
経
緯

　

本
学
が
２
０
０
５
年
度
に
文
部
科
学
省
の
「
大
学
国
際
戦
略
本

部
強
化
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
際
に
、
派
遣
留
学
生
の
数
を
増
や

す
こ
と
が
一
つ
の
課
題
と
な
っ
た
。
当
時
の
海
外
派
遣
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
学
生
派
遣
数
は
、
応
募
が
１
３
４
名
で
派
遣
が
１

１
２
名
だ
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ら
の
数
字
を
２
倍
に
す
る

こ
と
を
当
面
の
目
標
と
し
て
、
ま
ず
着
手
し
た
の
は
、
短
期
派
遣

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
度
変
更
で
あ
っ
た
。
全
て
の
短
期
派
遣
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
教
員・

職
員
が
引
率
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
段
階
的
に
縮

小
し
、
最
終
的
に
は
全
て
学
生
の
み
で
渡
航
す
る
よ
う
に
改
め
た
。

　

元
々
派
遣
学
生
数
の
増
加
に
は
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
数
を
増
や

す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
従
来
の
大
学
間
協
定
に
よ
る
ス
キ
ー

ム
で
は
増
や
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
数
に
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

短
期
派
遣
に
つ
い
て
は
、
旅
行
業
者
が
商
品
と
し
て
取
り
扱
っ
て

い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
、
協
定
に
基
づ
く
短
期

派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
範
囲
で
旅
行
業
者
に
運

営
を
委
ね
る
こ
と
と
し
た
。

　

委
託
の
目
的
は
、
派
遣
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
る
業

務
量
の
削
減
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
学
生
の
安
全
確
保
で
あ
る
。

こ
れ
以
前
の
危
機
管
理
の
ス
キ
ー
ム
は
、
派
遣
留
学
担
当
部
門
の

課
長
な
ど
が
携
帯
電
話
を
肌
身
離
さ
ず
持
ち
歩
き
、
危
急
の
場
合

に
は
引
率
者
か
ら
の
電
話
を
受
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
実
際
に
四
六
時
中
電
話
に
備
え
る
こ
と
は
不
可
能

で
、
電
話
に
即
応
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
運
よ
く
対

応
で
き
た
と
し
て
も
、
事
件・

事
故
が
起
こ
っ
て
い
る
の
は
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
や
太
平
洋
を
挟
ん
だ
向
こ
う
側
で
あ
る
た
め
、
で
き

る
の
は
せ
い
ぜ
い
現
場
の
状
況
を
確
認
す
る
程
度
で
あ
り
、
危
機

特
集

留
学
（
海
外
送
り
出
し
）
に
伴
う
問
題
へ
の
取
り
組
み

日
本
ア
イ
ラ
ッ
ク
社
を
利
用
し
た
危
機
対
応

田
中 

久
博
●
東
海
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
事
務
室
長
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管
理
と
は
程
遠
い
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
点
、
旅
行
業
者
の
取
り
扱

い
に
す
れ
ば
、
非
常
の
際
に
は
旅
行
業
者
の
代
理
店
が
対
応
し
て

く
れ
る
。

　

こ
れ
は
、
学
生
の
安
全
確
保
に
と
っ
て
大
き
な
前
進
だ
っ
た
。

短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
対
象
者
に
事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
丁
寧
に
行

い
、
学
生
リ
ー
ダ
ー
に
緊
急
連
絡
用
の
携
帯
電
話
を
預
け
、
問
題

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
学
生
リ
ー
ダ
ー
か
ら
担
当
者
に
連
絡
す

る
よ
う
に
し
た
。
担
当
者
は
問
題
に
応
じ
て
旅
行
業
者
に
連
絡
し
、

現
地
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
解
決
に
走
っ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
奏
効

し
、
引
率
者
が
い
な
く
て
も
大
き
な
事
故
も
無
く
、
大
学
国
際
戦

略
本
部
強
化
事
業
終
了
後
の
２
０
１
０
年
度
に
は
応
募
３
１
２
名
、

派
遣
１
７
７
名
ま
で
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
派
遣
学
生
か
ら
の
一
次
連
絡
先
が
担
当
者
で

あ
る
こ
と
が
、
担
当
者
を
複
数
に
し
た
と
し
て
も
、
危
機
対
応
シ

ス
テ
ム
の
脆
弱
性
と
し
て
残
る
点
が
問
題
で
あ
っ
た
。
24
時
間
対

応
可
能
な
人
材
は
大
学
に
は
い
な
い
。
２
０
１
２
年
度
に
応
募
者

４
８
２
名
、
派
遣
者
３
２
５
名
と
な
っ
た
段
階
で
、
も
う
一
つ
の

安
全
ネ
ッ
ト
と
し
て
導
入
し
た
の
が
日
本
ア
イ
ラ
ッ
ク
社
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

日
本
ア
イ
ラ
ッ
ク
社
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
24
時
間・

３
６
５
日
対

応
の
「
ア
イ
ラ
ッ
ク
安
心
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
が
、
派
遣
学
生
か

ら
の
連
絡
を
「
専
用
国
際
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」
で
受
け
付
け
て
く

れ
る
ほ
か
、
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
が
「
中
継
点
」
と
し
て
も
機
能
し
、

以
前
は
担
当
者
が
行
っ
て
い
た
旅
行
業
者
と
の
連
絡
も
担
っ
て
く

れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
長
年
の
懸
案
だ
っ
た
「
24
時
間
対
応
」
が

実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
旅
行
業
者
は
本
学
の
ハ
ウ
ス
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
利
用
し

て
い
た
が
、
旅
行
業
者
と
し
て
は
小
規
模
で
あ
り
、
派
遣
留
学
生

数
の
増
加
に
伴
っ
て
、
事
件・

事
故
の
際
に
初
動
が
遅
れ
る
危
険

性
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
は
、
本
学
の
派
遣

留
学
先
の
ほ
と
ん
ど
に
支
店
を
有
す
る
大
手
旅
行
業
者
で
あ
る
エ

イ
チ・

ア
イ・

エ
ス
社
と
協
力
す
る
こ
と
と
し
た
。
短
期
派
遣
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
半
を
エ
イ
チ・

ア
イ・

エ
ス
社
に
担
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
り
、
重
大
事
態
が
発
生
し
た
際
に
は
、
世
界
に
展

開
す
る
エ
イ
チ・

ア
イ・

エ
ス
社
の
支
店
網
を
活
用
し
て
、
派
遣

学
生
の
大
半
を
占
め
る
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
生
を
援
助
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
８
年
度
現
在
、
本
学
の
派
遣
留
学
生
に
対
す
る
危
機
対

応
シ
ス
テ
ム
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
図
表
１
～
３
に
示
し
た
と
お
り
で

あ
る
。
２
０
１
７
年
度
は
、
５
１
１
名
の
応
募
に
対
し
て
３
０
４

名
を
派
遣
し
た
。
そ
の
内
、
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
５
０
名

を
占
め
る
。
２
０
１
２
年
度
以
降
、
派
遣
学
生
数
は
３
０
０
名
程
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図表１　学生からのトラブル対応

図表２　東海大学から学生への安否確認

図表３　保護者から学生への緊急連絡

学生

アイラック
保険会社

東海大学
国際教育センター
室長、事務室長

東海大学
国際教育センター事務室

派遣留学担当役職者

東海大学
湘南校舎関係部署
各校舎関係部署

派遣先大学

東海大学国際教育センター
室長　○○○○
***-****-****
室長補佐　○○○○
***-****-****

H.I.S.
●H.I.S. 東京教育旅行セクション
●H.I.S. フリーダムサポートコール
●H.I.S. 現地支店

ケースバイケースで
関係先へ連絡

必要があれば
緊急出動

アイラックが状況により
判断し、H.I.S.各所へ連絡

トラブル発生!!

学生

H.I.S.
現地支店

東海大学

外務省

緊急時　ID・パスワードで
ログインして、メールを一斉送信 安否確認メッセージ

「無事を知らせる」を押す無事を知らせるメッセージ

安否が
ない場合

■H.I.S.バンクーバー支店
***-****-****
■H.I.S.ウィーン支店
***-****-****
■H.I.S.ゴールドコースト支店
***-****-****
■H.I.S.ロンドン支店
***-****-****
■H.I.S.パリ支店
***-****-****
■H.I.S.ソウル支店
***-****-****
■H.I.S.香港支店
***-****-****
■北京サービスセンター
***-****-****

学生に壮行会でダウンロードさせる
（長期・中期のみ）

通常営業時間外の場合は、下記営業担当の携帯電話へ
○○***-****-****
○○***-****-****

長中期の場合

短期の場合

アイラック
日本事務所

アイラック
のアプリ

東海大学 学生

H.I.S. 東京教育
旅行セクション

H.I.S. 東京教育
旅行セクション

アイラック
日本事務所

H.I.S. 東京教育
旅行セクション

保護者
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度
で
推
移
し
て
お
り
、
約
85
％
が
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加

者
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
程
度
、
外
国
語
の
能
力
が
あ
る
中
期・

長
期
の
派
遣
者
に
つ
い
て
は
「
ア
イ
ラ
ッ
ク
安
心
サ
ポ
ー
ト
デ
ス

ク
」
の
援
助
が
提
供
さ
れ
、
語
学
力
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
る

短
期
の
派
遣
学
生
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
ラ
ッ
ク
に
加
え
、
エ
イ
チ・

ア
イ・

エ
ス
社
に
よ
る
安
全
ネ
ッ
ト
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

２�　
最
近
の
事
例（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、精
神
的
問
題
）

　

こ
こ
で
、最
近
の
事
例
を
紹
介
し
つ
つ
、現
状
を
ご
紹
介
し
た
い
。

事
例
１
（
短
期
派
遣
）

学
生
の
相
談
内
容
：
持
参
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
暗
証

番
号
を
間
違
え
て
入
力
し
、
カ
ー
ド
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
。
手
持
ち
の
現
金
も
無
い
の
で
大
変
困
っ
て
い
る
。

ア
イ
ラ
ッ
ク
社
の
対
応
：
①
カ
ー
ド
会
社
に
相
談
す
る
こ
と

を
説
明
し
、
②
ウ
エ
ス
タ
ン
ユ
ニ
オ
ン
に
よ
る
送
金
サ
ー
ビ

ス
を
紹
介
し
た
。

事
例
２
（
長
期
派
遣
）

学
生
の
相
談
内
容
：
留
学
中
の
生
活
で
、
多
く
の
精
神
的
な

問
題
が
あ
り
、
留
学
先
の
大
学
に
登
校
で
き
な
い
。

ア
イ
ラ
ッ
ク
社
の
対
応
：
ア
イ
ラ
ッ
ク
社
契
約
の
メ
ン
タ
ル

相
談
を
紹
介
。

　

事
例
１
の
場
合
は
、
ア
イ
ラ
ッ
ク
社
か
ら
の
報
告
が
あ
っ
た
段

階
で
親
が
学
生
に
送
金
し
て
お
り
、
解
決
し
て
い
た
。

　

事
例
２
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
ラ
ッ
ク
社
か
ら
の
連
絡
を
受
け
て
、

本
学
か
ら
受
け
入
れ
先
の
大
学
、
派
遣
学
生
の
所
属
校
舎・

学
部・

学
科
、
両
親
と
連
絡
を
取
り
合
い
、
対
応
し
た
。
結
果
的
に
は
、

対
象
学
生
は
所
定
の
留
学
期
間
を
満
了
し
、
無
事
に
帰
国
し
た
。

　

ア
イ
ラ
ッ
ク
社
に
よ
る
危
機
対
応
シ
ス
テ
ム
は
、
些
細
な
事
案

に
関
し
て
は
ア
イ
ラ
ッ
ク
社
の
レ
ベ
ル
で
解
決
可
能
で
あ
る
。
ま

た
、
事
例
２
の
よ
う
に
注
意
深
く
取
り
扱
う
べ
き
事
案
の
場
合
に

も
、
ア
イ
ラ
ッ
ク
社
が
受
け
付
け
て
く
れ
、
あ
る
程
度
整
理
し
た

報
告
が
あ
る
の
で
、
対
応
方
法
を
考
え
易
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
現
状
で
は
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。

　

本
学
の
派
遣
者
数
は
「
派
遣
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
は
３

０
０
名
台
で
推
移
し
て
い
る
。
学
内
で
は
「
全
員
留
学
」
構
想
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
に
、
こ
の
態
勢
で
対
応
可
能
か

ど
う
か
は
、
さ
ら
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。�
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広
島
女
学
院
は
、
大
学
、
中
学・

高
等
学
校
、

お
よ
び
幼
稚
園
を
設
置
す
る
広
島
で
唯
一
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
女
子
教
育
の
総
合
学
園
で
あ
る
。

今
年
、
創
立
１
３
２
周
年
を
迎
え
る
。

　

私
が
理
事
長
に
就
任
し
て
３
年
が
た
つ
。
就

任
の
き
っ
か
け
は
、
青
天
の
霹へ

き

靂れ
き

と
も
い
う
べ

き
も
の
だ
っ
た
。
私
は
２
０
０
６
年
に
広
島
県

庁
を
退
職
し
、
そ
の
後
、
再
就
職
先
の
勤
務
も

終
え
、
こ
れ
か
ら
は
趣
味
が
中
心
の
生
活
が
で

き
る
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の
理
事
長
就
任
依
頼

で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
新
聞
紙
上
で
、
広
島
女
学
院
で
不
正

経
理
が
発
覚
し
、
補
助
金
が
カ
ッ
ト
さ
れ
た
こ

と
な
ど
が
報
道
さ
れ
て
い
た
。
記
事
を
見
て
、

こ
れ
か
ら
広
島
女
学
院
は
経
営
の
建
て
直
し
が

大
変
だ
な
と
、
他
人
事
の
よ
う
に
思
っ
て
い
た
。

　

就
任
依
頼
を
受
け
た
当
初
は
、
家
族
の
病
気

な
ど
も
あ
っ
て
お
断
り
し
た
が
、
理
事
長
以
下

４
人
の
理
事
か
ら
懇
願
さ
れ
、
引
き
受
け
る
こ

と
と
な
っ
た
。
広
島
女
学
院
で
は
初
の
非
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
の
理
事
長
と
な
っ
た
。

　

私
の
使
命
は
広
島
で
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
名

門
校
の
再
生
で
あ
る
と
思
っ
て
就
任
し
た
が
、

経
営
内
容
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
深
刻
な
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
大
学
の
大
幅
な
定

員
割
れ
に
よ
っ
て
収
支
赤
字
が
続
き
、
こ
れ
を

放
置
す
れ
ば
、
将
来
破
綻
し
か
ね
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。

　

さ
っ
そ
く
、
理
事
会
内
に
財
務
改
善
検
討
委

員
会
を
組
織
し
、
改
善
策
を
検
討
し
て
も
ら
っ

た
。
改
善
策
で
は
、
主
に
二
つ
の
こ
と
が
提
案

さ
れ
た
。

　

一
つ
目
は
、
定
員
割
れ
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
学
部
を
改
組
し
、
規
模
を
縮
小
し
て
で
も
安

定
し
て
定
員
が
確
保
で
き
る
状
況
に
す
る
こ
と
。

二
つ
目
は
、
経
費
（
特
に
比
率
の
高
い
人
件
費
）

の
削
減
を
行
い
、
総
経
費
を
収
入
に
見
合
っ
た

も
の
に
抑
制
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

学
部
の
改
組
は
新
た
に
就
任
し
た
学
長
に
任

せ
、
私
は
も
っ
ぱ
ら
経
費
の
抑
制
に
尽
力
し
た
。

経
費
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
方
法
に

と
ら
わ
れ
ず
に
削
減
に
努
め
、
予
算
の
マ
イ
ナ

ず
いそう私学経営の難しさ
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ス
シ
ー
リ
ン
グ
、
電
気
料
金
の
入
札
制
導
入
、

委
託
業
務
の
見
直
し
、
長
期
借
入
金
利
息
の
見

直
し
交
渉
な
ど
を
進
め
た
。

　

し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
総
経
費
の
大
部
分

を
占
め
る
人
件
費
の
抑
制
な
く
し
て
は
収
支
が

均
衡
し
な
い
。
人
件
費
の
削
減
で
難
し
い
の
が
、

教
職
員
組
合
の
合
意
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
過

去
、
一
度
も
行
っ
た
こ
と
の
な
い
給
与
の
削
減

に
手
を
付
け
る
こ
と
に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

教
職
員
組
合
は
激
し
く
抵
抗
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
、
教
職
員
に
財
務
内
容
を
詳
し
く

説
明
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、
自
分
た

ち
の
給
与
は
公
務
員
よ
り
は
る
か
に
高
く
、
世

間
の
実
情
か
ら
み
て
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
教
職
員
が
多
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
学
院
の
厳
し
い
財
務
内
容
を
デ
ー

タ
を
示
し
て
何
度
も
説
明
す
る
と
と
も
に
、
給

与
水
準
が
高
い
ま
ま
だ
と
学
院
が
消
滅
し
か
ね

な
い
こ
と
を
粘
り
強
く
説
い
て
教
職
員
組
合
と

交
渉
を
続
け
、
一
定
の
理
解
を
得
た
。

　

ボ
ー
ナ
ス
カ
ッ
ト
や
給
与
水
準
を
引
き
下
げ

た
新
給
料
表
の
導
入
な
ど
、
教
職
員
に
は
厳
し

い
選
択
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
措

置
に
よ
っ
て
人
件
費
比
率
が
下
が
り
、
経
営
が

安
定
す
る
将
来
像
が
見
え
て
き
た
。

　

一
方
、
学
部
改
組
も
、
新
し
い
学
部
が
２
０

１
８
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
定
員
を
大
幅

に
上
回
る
新
入
生
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
だ
安
心
は
で
き
な
い
も
の
の
、
こ
の
状
況
が

続
く
な
ら
、
広
島
女
学
院
は
こ
れ
か
ら
さ
ら
に

１
０
０
年
、
存
続
す
る
学
園
に
な
れ
る
と
自
負

し
て
い
る
。

　

改
め
て
、
協
力
い
た
だ
い
た
教
職
員
の
皆
さ

ん
に
感
謝
し
た
い
。

中川 日出男●学校法人広島女学院理事長
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文
部
科
学
省
は
、
将
来
の
日
本
を
担
う
若
者
が
、
国
際
的
な
舞
台
で
の
競
争
に
勝
ち
抜
き
、
学
術

研
究
や
文
化・
国
際
貢
献
の
面
で
も
世
界
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
留
学
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
な

ど
を
通
し
て
、
大
学
生
な
ど
の
留
学
生
交
流・

国
際
交
流
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
や
各

大
学
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
に
よ
り
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
す
る
大

学
は
増
加
傾
向
に
あ
る
（
２
０
１
４
年
の
１
５
１
大
学
か
ら
２
０
１
５
年
の
１
６
９
大
学
へ
、
文
部

科
学
省
「
大
学
に
お
け
る
教
育
内
容
等
の
改
革
状
況
に
つ
い
て
」
よ
り
）。

　

ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
一
般
的
に
は
海
外
の
大
学
な
ど
と
教
育
課
程
の
実
施

や
単
位
互
換
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
各
大
学
等
が
そ
れ
ぞ
れ
学
位
を
授
与
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、

学
生
に
と
っ
て
は
、
単
位
互
換
制
の
利
用
に
よ
っ
て
期
間
や
学
修
量
を
緩
和
し
て
二
つ
の
学
位
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
一
つ
の
大
学
で
は
得
ら
れ
な
い
学
修
の
機
会
を
獲
得
で
き
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

小特集

海
外
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
と
効
果
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一
方
、
短
い
期
間
で
学
位
を
取
得
さ
せ
る
た
め
、
学
生
に
と
っ
て
履
修
上
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
、

就
職
活
動
や
資
格
試
験
準
備
が
十
分
に
で
き
な
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
、
あ
る
い
は
教
育
制
度
や
シ

ス
テ
ム
が
異
な
る
国
の
大
学
等
が
連
携
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
す
る
た
め
に
、
教
育
の
質
保
証
が

課
題
と
な
る
こ
と
が
い

わ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
本
小
特
集
で
は
、

各
大
学
に
お
け
る
ダ
ブ

ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
態
を
取
り

上
げ
、
導
入
に
当
た
っ

て
留
意
し
た
こ
と
、
苦

労
し
た
こ
と
、
導
入
後

に
得
ら
れ
た
学
生
の
教

育
効
果
、
運
営
上
の
課

題
な
ど
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ

リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の

現
状
と
効
果
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
現
状
と
展
開

─
早
稲
田
大
学
の
事
例
よ
り

眞
谷 

国
光

●�

早
稲
田
大
学
国
際
部
国
際
課・

早
稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋�

研
究
科
博
士
課
程
在
籍

あ
ら
た
な
「
グ
ロ
ー
バ
ル
法
務
人
材
」
育
成
の
た
め
に

新
井 

京

●
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授

学
生
の
夢
を
応
援

─
大
東
文
化
大
学
に
お
け
る
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

吉
田 
慶
子

●
大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
部
中
国
語
学
科
准
教
授

パ
ラ
レ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
仕
組
み
と
狙
い

東
郷 

賢

●
武
蔵
大
学
Ｐ
Ｄ
Ｐ
教
育
セ
ン
タ
ー
長
、
経
済
学
部
教
授
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１　
留
学
形
態
の
多
様
化
と
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー

　
「
海
外
留
学
」
は
、
最
近
は
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
示
す
、
よ
り
包

括
的
な
言
葉
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

進
展
す
る
中
、
学
生
の
海
外
に
お
け
る
学
習
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、

そ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
大
学
が
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展

開
し
続
け
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
短
期
語
学
研
修
、
専
門
的
交
換

留
学
、
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
存
在
し
、
そ
の
内
容・

期
間・
留
学

先
な
ど
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
国
際
共
同
学
位
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
、
学
位
授
与
を
伴
う
最
難
関
の
留
学
形

態
が
存
在
す
る
。
国
際
共
同
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
主
に
ジ
ョ
イ

ン
ト・

デ
ィ
グ
リ
ー
（
二
つ
の
大
学
が
共
同
で
一
つ
の
学
位
を
授

与
）、
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
（
二
つ
の
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
レ

ベ
ル
の
学
位
を
授
与
）、
コ
ン
バ
イ
ン
ド・

デ
ィ
グ
リ
ー
（
学
士・

修
士
な
ど
レ
ベ
ル
の
異
な
る
二
つ
の
学
位
を
授
与
）
の
三
つ
に
類

型
化
さ
れ
る
（K

night 2008

）。
こ
の
う
ち
、
日
本
で
最
も
普
及

し
て
い
る
の
は
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
で
あ
る
。
文
部
科
学
省

（2014

）
の
統
計
に
よ
る
と
、
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
日
本
全
体

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
は
協
定
数
ベ
ー
ス
で
２
０
１
２
年
度
は
５
６
９
、

２
０
１
３
年
度
は
７
１
８
、
２
０
１
４
年
度
は
７
３
８
で
あ
り
、

近
年
着
実
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
本
学
に
お
い
て
も

ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
開
発
に
力
を
入
れ
、
多
様
な
国・

地
域

に
お
い
て
多
様
な
学
問
分
野
で
展
開
し
て
い
る
。
ダ
ブ
ル・

デ
ィ

グ
リ
ー
は
、
数
あ
る
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
最
も
難
関
の

部
類
に
入
る
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
学
生
が
得
ら
れ
る
成
果
は
非
常
に

大
き
い
。
大
学
に
と
っ
て
は
、
海
外
大
学
と
の
協
働
性
が
最
も
高

く
、
学
部・

研
究
科
の
教
職
員
が
密
に
連
携
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

小
特
集

海
外
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
と
効
果

ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
現
状
と
展
開
─
早
稲
田
大
学
の
事
例
よ
り

眞
谷 

国
光
●
早
稲
田
大
学
国
際
部
国
際
課・

早
稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
博
士
課
程
在
籍
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２　
早
稲
田
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状

　

本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
像
は
、
幅
広
い
知

識
や
優
れ
た
知
的
能
力

（
叡
智
）、
奉
仕・

勇
気・

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
な
ど

の
高
い
精
神
性
（
志
）、

お
よ
び
問
題
解
決
能
力

や
物
事
を
最
後
ま
で
や

り
遂
げ
る
力
（
実
行
力
）

を
兼
ね
備
え
て
い
る
人

物
で
あ
る
。
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
は
、
そ
う

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

を
育
成
す
る
た
め
に
具

現
化
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
つ
で
あ
る
。
参

加
学
生
は
、
自
身
の
専

門
性
に
沿
っ
て
体
系
的

に
科
目
を
履
修
し
、
専

門
知
識
を
身
に
付
け
、
異
文
化
環
境
に
お
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ

な
課
題
に
取
り
組
み
、
そ
し
て
学
位
を
取
得
す
る
ま
で
継
続
し
て

努
力
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
学
の
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
現
在
、
図
表
１
の
と
お
り
実
施
し
て
お
り
、
学

士
、
修
士
、
博
士
の
各
レ
ベ
ル
合
わ
せ
て
合
計
18
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
存
在
す
る
。

　

ほ
と
ん
ど
が
ア
ジ
ア
の
協
定
校
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
特

に
中
国
の
大
学
と
は
歴
史
的
に
も
つ
な
が
り
が
深
く
、
複
数
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
お
り
、
留
学
先
で
は
中
国
語
で
実
施
し
て

い
る
も
の
も
多
い
。
中
で
も
、
北
京
大
学
と
は
旧
来
、
連
携
が
強

く
、
学
士
、
修
士
、
博
士
の
全
て
の
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
存

在
す
る
。
近
年
は
多
様
化
を
目
指
し
、
新
し
い
提
携
大
学
と
留
学

先
で
の
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
学
生
交
流
も
活
発
化
し
て

い
る
。
一
方
、
本
学
が
学
生
を
受
け
入
れ
る
場
合
、
英
語
学
位
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
政
治
経
済
学
部
や

国
際
教
養
学
部
の
英
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー

の
受
け
入
れ
学
生
が
比
較
的
多
く
在
籍
し
て
い
る
。
総
計
で
、
２

０
１
６
年
度
は
派
遣
20
名・

受
け
入
れ
31
名
、
２
０
１
７
年
度
は

派
遣
26
名・

受
け
入
れ
23
名
、
２
０
１
８
年
度
は
派
遣
32
名
（
受

け
入
れ
人
数
は
未
確
定
）
と
い
う
実
績
を
残
し
て
い
る
。

図表１　早稲田大学のダブル・ディグリー一覧（2018年6月現在）
大学名称 開始年 提携学部・研究科 言語

北京大学 2005 国際関係学院、環境科学与工程学院 中国語
復旦大学 2005 新聞学院 中国語
上海交通大学 2015 国際与公共業務学院 英　語
香港科技大学 2017 人文社会科学学院 英　語
高麗大学校 2015 政経大学 英　語
国立台湾大学 2007 社会科学院、管理学院、工学院、電気資訊学院 中国語
シンガポール国立大学 2007 University Scholars Program 英　語
コロンビア大学 2008 人文科学大学院東アジア言語文化研究科 英　語
アーラムカレッジ 2015 Japan Study 英　語
ESCP 2016 ー 英　語
※言語は、派遣留学の場合である。プログラムにより異なる場合もある。
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３　
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
も
た
ら
す
効
果

　

ダ
ブ
ル・
デ
ィ
グ
リ
ー
は
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
よ
り
短
い
期

間
と
少
な
い
経
済
的
負
担
で
複
数
の
大
学
の
学
位
を
取
得
で
き
る

と
と
も
に
、
安
心
し
て
学
業
に
専
念
し
、
国
際
的
な
経
験
を
積
む

こ
と
が
可
能
と
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
る
（
文
部
科

学
省 2009

）。
実
際
の
教
育
効
果
と
し
て
、
ま
ず
語
学
の
観
点
か

ら
は
、
現
地
学
生
と
同
等
の
扱
い
で
勉
学
に
励
む
必
要
が
あ
る
た

め
、
非
常
に
苦
労
を
し
て
修
了
し
て
い
る
。
帰
国
後
は
、
見
違
え

る
ほ
ど
語
学
力
を
向
上
さ
せ
て
帰
国
す
る
学
生
が
多
い
。
し
か
し
、

語
学
の
み
な
ら
ず
、
意
見
を
ま
と
め
る
力
、
専
門
知
識
、
学
ぶ
姿

勢
、
広
い
視
野
、
キ
ャ
リ
ア
の
展
望
な
ど
、
学
生
は
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
身
に
付
け
る
。「
授
業
で
自
分
の
考
え
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
い
本
質
的
な
原
因
は
、
語
学
力
と
い
う
よ
り
も
、
歴
史
や
専
門

の
知
識
が
少
な
い
点
と
自
分
の
意
見
を
出
す
こ
と
に
慣
れ
て
い
な

い
点
だ
と
気
付
い
た
」「
勉
強
へ
の
姿
勢
が
北
京
大
学
の
学
生
は
す

ご
み
が
あ
り
、
空
き
教
室
が
あ
れ
ば
誰
か
必
ず
勉
強
し
て
い
る
。

学
内
の
競
争
も
激
し
か
っ
た
。
知
識
の
量
も
相
当
で
あ
る
」「
移
動

せ
ず
に
多
種
多
様
な
情
報
を
得
ら
れ
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
陥
り
や

す
い
『
井
の
中
』
を
抜
け
出
す
た
め
に
は
、
情
報
に
疑
問
を
持
ち
、

自
分
で
確
か
め
る
こ
と
が
大
切
」「
恩
を
受
け
た
ア
ジ
ア
の
人
々
に

恩
返
し
を
し
た
い
。
留
学
中
に
、
自
分
が
改
め
て
日
本
人
だ
と
感

じ
た
。
自
分
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
て
恩
返
し
す
る
こ

と
が
、
最
も
自
分
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
。
日
本
の
技
術
、
ノ
ウ

ハ
ウ
を
使
っ
て
、
ア
ジ
ア・

世
界
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
が
し
た

い
」
な
ど
の
声
が
、
何
よ
り
そ
の
教
育
効
果
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
単
位
の
先
輩
学
生
と
後
輩
学
生
と
の
縦
の
つ

な
が
り
と
、
留
学
先
大
学
の
学
生
と
の
横
の
つ
な
が
り
が
強
く
、

卒
業
し
て
か
ら
も
友
好
関
係
を
続
け
て
い
る
学
生
が
多
い
こ
と
も

特
長
で
あ
る
。

　

近
年
の
修
了
生
の
就
職
先
は
、
野
村
総
合
研
究
所
、
大
和
総
研
、

三
井
物
産
、
日
本
放
送
協
会
、
三
井
住
友
銀
行
、
東
京
海
上
日
動

火
災
保
険
、
国
内
外
の
大
学
院
進
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

留
学
経
験
を
生
か
し
た
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
で
い
る
。

　

一
方
、
大
学
に
と
っ
て
は
、
他
大
学
と
の
国
際
教
育
連
携
を
通

じ
て
教
育
内
容
が
充
実
す
る
と
と
も
に
、
優
秀
な
学
生
の
計
画
的

な
受
け
入
れ・

派
遣
を
通
じ
て
国
際
的
な
視
野
を
も
つ
人
材
を
育

成
す
る
な
ど
、
質
の
保
証
を
伴
っ
た
大
学
間
交
流
の
促
進
と
国
際

競
争
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
効
果
が
考
え
ら
れ
る
（
文
部
科
学 

省 2009
）。
実
際
に
、
本
学
に
お
い
て
も
、
海
外
留
学
の
多
様
化

の
一
環
と
し
て
、
高
い
専
門
性
と
語
学
力
が
求
め
ら
れ
る
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
は
貴
重
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
の
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大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
海
外
留
学
先
と
し
て

の
ア
ジ
ア
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
る
こ
と
も
そ
の
効
果
と
し

て
指
摘
で
き
る
。

４　
運
営
の
難
し
さ

　

前
述
の
と
お
り
、
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
は
学
生
に
も
大
学
に

も
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

運
営
面
の
困
難
も
多
く
存
在
す
る
。
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
開

発
に
着
手
し
て
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
始
ま
で
に
、
お
お
よ
そ
２

年
と
い
う
長
い
期
間
を
要
す
る
。
そ
の
た
め
、
提
携
先
は
自
然
と

旧
来
、
つ
な
が
り
の
深
い
大
学
と
な
る
。
２
年
の
間
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
お
よ
び
大
学
の
基
本
的
規
則
の
確
認
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

構
築
、
協
定
の
締
結
な
ど
が
必
要
と
な
る
が
、
本
学
が
求
め
て
い

る
こ
と
と
提
携
先
大
学
が
求
め
て
い
る
こ
と
が
う
ま
く
合
わ
な
い

ケ
ー
ス
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
最
終
的
に
は
合
意
に
至
る
も
の
の
、

そ
れ
ま
で
の
道
の
り
で
多
く
の
調
整
を
要
す
る
場
合
が
多
い
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど

が
学
生
に
過
度
の
負
担
と
な
ら
ず
、
か
つ
学
位
を
認
定
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
の
十
分
な
質
保
障
を
伴
っ
た
も
の
に
す
る
な
ど
の

バ
ラ
ン
ス
が
肝
要
で
あ
る
。

５　
現
在
の
特
徴
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
今
後
の
展
望

　

近
年
の
本
学
に
お
け
る
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
取
り
組
み
に
お
い
て
、

よ
り
体
系
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
特

筆
す
べ
き
は
キ
ャ
ン
パ
ス・

ア
ジ
ア
の

枠
組
み
に
よ
る
北
京
大
学・

高
麗
大
学

校
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は

２
０
１
６
年
度
採
択
の
文
部
科
学
省

「
大
学
の
世
界
展
開
力
強
化
事
業
」
の
取

り
組
み
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
Ｂ
ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｅ
ｎ
（2018

）
に
よ
れ

ば
、
キ
ャ
ン
パ
ス・

ア
ジ
ア
の
目
的
は

二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
高
等
教
育
の
リ
ー

ジ
ョ
ナ
ル
化
を
支
援
す
る
た
め
、
よ
り

強
固
な
組
織
的
連
携
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
、
特
に
質
保
障
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、

異
文
化
相
互
理
解
や
関
係
国
の
学
生
の

東
ア
ジ
ア・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
帰

属
意
識
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

図表２　キャンパス・アジアにおけるダブル・ディグリー（派遣・2018年６月現在）
留学先 北京大学（中国・北京） 高麗大学校（韓国・ソウル）

所属学部・学科 国際関係学院（国際政治） 政経大学（政治外交学科、経済学科、
統計学科、行政学科のいずれか）

言　語 中国語（一部英語） 英　語
必要年数 1年 1.5年
本属校要件 キャンパス・アジア指定科目（英語）を早稲田大学で履修すること
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北
京
大
学・

高
麗
大
学
校
と
は
、「
多
層
的
紛
争
解
決・

社
会
変

革
の
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
共
同
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

掲
げ
、
多
層
的
な
学
生
交
流
の
仕
組
み
作
り
を
行
っ
て
お
り
、
両

校
と
新
し
い
形
態
で
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
を
展
開
し
て
い
る
。

図
表
２
は
そ
れ
ら
の
比
較
で
あ
る
。

　

こ
の
２
校
の
比
較
だ
け
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
が
異
な
る
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
。
学
生
は
各
自
の
興
味・

関
心
や
実
現
可
能
性

を
考
慮
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
す
る
。
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー

の
キ
ャ
ン
パ
ス・

ア
ジ
ア
に
よ
る
付
加
価
値
は
、
ア
ジ
ア・

シ
テ
ィ

ズ
ン
シ
ッ
プ
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス・

ア
ジ
ア

で
は
留
学
先
国
の
知
識
を
修
得
つ
つ
、
現
地
学
生
と
の
横
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
先
輩・

後
輩
と
の
縦
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー・

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
積
極
的
に
行
う
が
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア・

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
育
成
が
図
ら
れ

る
。
ま
た
、「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
紛
争
解
決
学
」
と
い
う
新
し
い

学
問
分
野
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
。

　

今
後
の
全
体
の
展
望
と
し
て
は
、
よ
り
多
様
性
を
増
す
た
め
に
、

英
語
で
実
施
さ
れ
る
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
を
欧
米
な
ど
の
大
学

と
開
発
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
欧
米
の
大
学
と
は
根

本
的
に
学
費
構
造
が
大
き
く
異
な
り
、
学
費
相
互
免
除
を
原
則
と

し
て
い
る
本
学
と
し
て
は
容
易
に
は
開
発
が
進
ま
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
ま
た
、
現
存
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
需
要
の
見
直
し
、
言

語
の
多
様
化
、
派
遣・

受
け
入
れ
人
数
の
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
是
正

な
ど
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
あ
る
。

　

ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
は
、
学
生
が
専
門
性
や
語
学
力
を
高
め
、

国
際
的
な
素
養
を
十
分
に
身
に
付
け
て
最
も
成
長
で
き
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
り
、
ま
た
大
学
に
と
っ
て
も
、
質
の
保
証
を
伴
っ
た
大

学
間
交
流
の
促
進
と
国
際
競
争
力
向
上
の
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
の
二
つ
の
観
点
か
ら
、
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
は
今
後
も
継
続

し
て
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
予
期
さ
れ
る
。 
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は
じ
め
に

　

２
０
１
３
年
１
月
、
同
志
社
大
学
法
学
部
は
、
米
国
ア
リ
ゾ
ナ

大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
間
に
ダ
ブ
ル・
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
現
を
主
目
的
と
す
る
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
そ
の
後
、

一
度
の
協
定
更
新
を
経
た
本
制
度
の
下
で
、
日
本
法
の
知
識・

素

養
が
あ
り
、
か
つ
米
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
訓
練
を
受
け

た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
（
法
律
家
）
の
養
成
を
目
指
し
て
、
一
定
の

実
績
を
上
げ
て
い
る
。

１　
制
度
の
概
要

　

こ
の
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
５
年
間
で

日
本
の
法
学
士
と
米
国
の
Ｊ
Ｄ
（Juris D

octor

）
の
二
つ
の
学
位

が
得
ら
れ
、
さ
ら
に
米
国
司
法
試
験
の
受
験
資
格
を
獲
得
で
き
る
。

具
体
的
に
は
、
同
志
社
大
学
法
学
部
法
律
学
科
の
学
生
で
、
一
定

の
成
績
を
修
め
、
所
定
の
指
導
を
受

け
た
者
を
、
第
５
セ
メ
ス
タ
ー
（
３

年
次
春
学
期
）
修
了
後
に
米
国
ア
リ

ゾ
ナ
州
ツ
ー
ソ
ン
市
の
ア
リ
ゾ
ナ
大

学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
派
遣
す
る
。
学

生
は
当
地
で
２
年
間
（
４
セ
メ
ス

タ
ー
）
学
修
し
た
上
で
、
同
志
社
大

学
で
最
後
の
１
セ
メ
ス
タ
ー
を
修
め

れ
ば
、
両
大
学
の
学
位
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
、

日
本
の
学
部
で
４
年
、
米
国
の
Ｊ
Ｄ

課
程
で
３
年
の
計
７
年
を
必
要
と
す

る
と
こ
ろ
、
ア
リ
ゾ
ナ
大
学
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
と
同
志
社
大
学
が
、
相
手
校

で
取
得
し
た
単
位
の
う
ち
29
単
位
を

小
特
集

海
外
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
と
効
果

あ
ら
た
な
「
グ
ロ
ー
バ
ル
法
務
人
材
」
育
成
の
た
め
に

新
井 

京
●
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授

学　年 1 2 3 4 5
セメスター 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

同志社大学 20 20 20 20 20
認
定
29

2

アリゾナ大学
認
定
29

15 15 15 14

図表１　模式図
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自
校
の
単
位
と
し
て
認
定
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
修
了
年
限
を
２

年
間
短
縮
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
（
図
表
１
参
照
）。

２　
Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．留
学
と
は
違
う
Ｊ
Ｄ
留
学
の
魅
力

　

従
来
、
日
本
か
ら
米
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
留
学
は
、
日
本

の
大
学
院
修
士
課
程
に
該
当
す
る
Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．課
程
に
留
学
す
る
の

が
大
半
で
あ
っ
た
。
現
実
に
、日
本
か
ら
も
多
数
の
大
学
院
生
、
法

曹
関
係
者
、公
務
員
、企
業
の
法
務
部
ス
タ
ッ
フ
な
ど
が
Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．

課
程
に
留
学
し
て
き
た
。
Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．課
程
は
既
に
法
律
を
学
ん
だ

学
生
が
対
象
の
「
専
門
課
程
」
で
あ
り
、
通
常
は
留
学
生
が
中
心

の
コ
ー
ス
で
あ
る
。
１
年
間
で
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
特
定
の

州
（
例
え
ば
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
）
の
司
法
試
験
受
験
資
格
が
得 

ら
れ
る
。
日
本
の
法
曹
関
係
者
な
ど
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護

士
の
資
格
を
持
つ
者
が
多
い
が
、
そ
の
大
半
は
、
こ
の
Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．

コ
ー
ス
へ
の
留

学
に
よ
っ
て
受

験
資
格
を
得
て

い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し

て
、
Ｊ
Ｄ
課
程

は
法
律
を
初
め
て
学
ぶ
学
生
が
中
心
の
３
年
間
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。

米
国
弁
護
士
協
会
の
認
定
を
受
け
た
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
場
合
、
Ｊ

Ｄ
課
程
を
修
了
し
た
学
生
は
、
米
国
の
全
て
の
州
の
司
法
試
験
受

験
資
格
が
得
ら
れ
る
。
通
常
、
米
国
内
で
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
進

学
と
い
う
場
合
は
、
こ
の
課
程
を
指
し
て
い
る
。

　

Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．課
程
は
魅
力
的
な
選
択
肢
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
は

な
い
Ｊ
Ｄ
課
程
留
学
の
独
自
の
魅
力
は
何
だ
ろ
う
か
。
最
も
重
要

な
の
は
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
「
１
年
次
教
育
」
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
の
意
義
で
あ
ろ
う
。
Ｊ
Ｄ
課
程
に
入
学
し
た
「
１
年
生
」

は
、通
常
、「
契
約
」「
不
法
行
為
」「
民
事
手
続
」「
刑
事
手
続
」「
憲

法
」
な
ど
か
ら
な
る
「
必
修
科
目
」
を
受
講
す
る
こ
と
が
原
則
と

な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
ソ
ク
ラ
テ
ス・

メ
ソ
ッ
ド
に
基
づ
く
ハ
ー

ド
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
日
々
で
あ
り
、
有
名
な
「
ペ
ー
パ
ー・

チ
ェ

イ
ス
」
を
は
じ
め
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
舞
台
と
し
た
映
画
や
小
説

は
、
こ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
最
初
の
１
年
間
を
描
い
た
も
の
が
多
い
。

　

米
国
の
ロ
イ
ヤ
ー
が
口
を
揃
え
て
強
調
す
る
の
は
、
こ
の
最
初

の
１
年
の
重
要
さ
で
あ
る
。「
普
通
の
学
生
を
、
ロ
イ
ヤ
ー
の
よ
う

に
思
考
す
る
学
生
に
作
り
か
え
て
し
ま
う
１
年
間
」
と
言
わ
れ
て

い
る
。
Ｊ
Ｄ
課
程
は
、
そ
の
よ
う
な
１
年
間
の
徹
底
し
た
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
後
、
よ
り
専
門
的
な
選
択
科
目
を
２
、
３
年
次
に
履
修

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
す
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
で
は
、
同

写真１　アリゾナ大学ロー
スクールは米国西海岸で屈指
のロースクールの一つである
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志
社
大
学
で
学
ん
だ
法
律
学

の
科
目
を
、
２
、
３
年
次
の

専
門
科
目
と
し
て
読
み
か
え

る
（
扱
い
と
し
て
は
外
国
法

と
し
て
の
「
日
本
法
」
を
専

攻
し
た
と
す
る
）
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
と
は
対
象
的
に
、

Ｌ
Ｌ
．
Ｍ
．
課
程
で
は
、
こ

れ
ら
の
専
門
科
目
「
の
み
」

を
選
択
的
に
履
修
す
る
こ
と

に
な
り
、「
１
年
次
科
目
」
を

履
修
す
る
こ
と
は
稀
と
さ
れ

て
い
る
。

　

次
に
重
要
な
の
は
、
Ｊ
Ｄ
を
修
了
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
国

の
全
て
の
州
の
司
法
試
験
が
受
験
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の

司
法
試
験
は
、
旧
試
験
に
比
べ
る
と
合
格
率
は
格
段
に
高
く
な
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
20
～
30
％
程
度
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
米

国
司
法
試
験
の
合
格
率
は
、
州
に
よ
っ
て
は
80
～
90
％
と
な
る
と

こ
ろ
も
あ
る
（
各
州
別
々
に
行
わ
れ
る
試
験
で
あ
る
た
め
、
州
に

よ
っ
て
合
格
率
に
差
が
あ
る
）。
外
国
か
ら
米
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

に
留
学
し
た
Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．課
程
修
了
者
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
司
法

試
験
を
受
験
で
き
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
合
格
率
は
比
較
的

低
い
と
い
わ
れ
て
い
る
（
そ
れ
で
も
60
％
以
上
で
あ
る
）。
Ｊ
Ｄ
の

修
了
生
で
あ
れ
ば
、
全
米
の
ど
の
州
の
司
法
試
験
で
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
よ
り
も
合
格
率
が
高
い
州

を
選
ん
で
受
験
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
ア
リ
ゾ
ナ
大
学
の
授
業
料
が

必
要
に
な
る
。
米
国
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
学
費
は
日
本
の
そ
れ
よ

り
も
は
る
か
に
高
額
で
あ
る
が
、
通
常
、
３
年
を
要
す
る
Ｊ
Ｄ
の

学
位
を
２
年
間
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下

で
は
、
授
業
料
は
３
分
の
２
で
済
む
。
ま
た
、
ア
リ
ゾ
ナ
大
学
の

特
別
な
計
ら
い
に
よ
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
適
用
さ
れ
る
授
業
料

は
「
州
内
料
金
」
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
留
学
生
よ
り
も
有
利
な

条
件
で
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
志
社
大
学
法
学

部
の
Ｏ
Ｂ
会
組
織
で
あ
る
「
政
法
会
」
か
ら
特
別
奨
学
金
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
経
済
的
な
支
援
態
勢
も
整
っ
て
い
る
。

３　
将
来
戦
略
と
課
題

　

こ
の
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
で
、
わ
れ
わ
れ
は
二
つ
の
戦
略

を
持
っ
て
い
る
。

　

第
１
は
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
法
務
人
材
を
育
成
す

る
と
い
う
戦
略
で
あ
る
。
従
来
の
米
国
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
留
学 

写真２　１年次配当「民事手続」の講義風景
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（
Ｌ
Ｌ
．Ｍ
．留
学
）
で
は
、
日
本
法
の
知
識
と
運
用
能
力
に
加
え

て
、
米
国
法
の
知
識
を
持
つ
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
で
は
、
日
本
法
と
米
国
法
の
双
方
の

知
識
を
持
ち
つ
つ
、
Ｊ
Ｄ
課
程
に
お
い
て
鍛
え
上
げ
ら
れ
た
リ
ー

ガ
ル・

マ
イ
ン
ド
（
ア
メ
リ
カ
ン・

ロ
イ
ヤ
ー
の
考
え
方
）
も
兼

ね
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
枠
組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
活
躍

の
場
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
げ
得
る
人
材
で
あ
る
。

　

第
２
に
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
「
て
こ
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
タ
イ
プ
の
学
生
を
同
志
社
大
学
法
学
部
に
呼
び
込
め
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
最
初
か
ら
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
５
年
間
を
セ
ッ

ト
と
し
て
考
え
れ
ば
、
い
わ
ば
米
国
法
曹
資
格
取
得
の
早
道
と
し

て
活
用
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
極
端
に
い
え
ば
、
お
そ
ら
く
「
世

界
中
で
最
も
早
く
」
法
律
家
に
な
れ
る
道
の
一
つ
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
最
近
で
は
日
本
の
高
校
や
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
か
ら
直
接
海
外
の
大
学
に
進
学
す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る

よ
う
で
あ
る
が
、
彼
ら
に
も
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
る
程
度
ア

ピ
ー
ル
す
る
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
現
状
で
は
「
日
本
語
が

で
き
れ
ば
」
と
い
う
条
件
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

世
界
中
の
18
歳
に
開
放
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
同
志
社
大
学
を

経
由
し
て
米
国
に
留
学
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
人
材
の
卵

が
世
界
中
か
ら
集
ま
ら
な
い
か
と
夢
想
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

他
方
、
制
度
発
足
後
の
数
年
で
何
名
か
の
学
生
を
送
り
出
し
た

経
験
か
ら
、
幾
つ
か
の
課
題
も
判
然
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
大
の
課
題
は
、
３
年
サ
イ
ク
ル
で
学
ぶ
米
国
内
の
学
生
と
の
競

争
関
係
で
あ
る
。
参
加
者
の
証
言
な
ど
を
聞
く
と
、
Ｊ
Ｄ
課
程
１

年
目
の
成
績
に
基
づ
い
て
１
年
次
終
了
後
に
ロ
ー
フ
ァ
ー
ム
な
ど

で
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
験
し
、
そ
れ
が
修
了
後
の
就
職
活
動
に
大
き

く
影
響
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
は
、
２

年
間
し
か
在
学
し
な
い
た
め
、
そ
の
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
に
う
ま
く

乗
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｄ
に
入
学
す
る
学
生
は
、
通

常
は
少
な
く
と
も
学
部
の
４
年
間
を
修
了
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、

社
会
経
験
を
経
て
入
学
し
た
者
も
少
な
く
な
い
た
め
、
知
的
に
も

人
格
的
に
も
一
定
程
度
の
成
熟
度
を
備
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
下
で
は
、
最
も
早
け
れ
ば
20
歳
そ
こ
そ
こ
で
渡

米
し
、「
大
人
の
」
院
生
と
競
い
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
に
は
、
送
り
出
す
前
に
同
志

社
大
学
に
お
い
て
一
定
の
「
ブ
リ
ッ
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
整
備
し

た
り
、
個
別
的
な
指
導
体
制
を
よ
り
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
部
中
国
語
学
科
は
、
全
学
に
先
駆
け

て
２
０
１
３
年
度
か
ら
北
京
外
国
語
大
学
、
上
海
師
範
大
学
、
厦

門
大
学
の
３
大
学
と
協
定
を
結
び
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ

グ
ラ
ム
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
中
国
語
学
科
の

学
生
が
３・

４
年
次
の
２
年
間
を
中
国
の
大
学
に
留
学
す
る
こ
と

に
よ
り
、
大
東
文
化
大
学
と
中
国
の
協
定
校
の
二
つ
の
学
士
号
（
ダ

ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
）
を
取
得
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

大
東
文
化
大
学
は
、
１
９
７
２
年
に
中
国
語
学
科
を
開
設
し
、

そ
の
後
常
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
適
応
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推

進
し
て
き
た
。
２
０
１
０
年
度
に
は
中
国
語・

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

と
中
国
語・

Ｉ
Ｔ
コ
ー
ス
（
２
０
１
８
年
に
通
訳
翻
訳
コ
ー
ス
に

変
更
）
の
２
コ
ー
ス
制
と
し
、
４
年
間
で
中
国
語
の
「
話
す
、
聞

く
、
読
む
、
書
く
」
と
い
う
四
つ
の
言
語
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

習
得
す
る
と
同
時
に
、
現
代
中
国
社
会
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

教
育
を
目
指
し
て
き
た
。

　

本
学
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
定
の
条
件

の
下
に
中
国
語
の
高
度
な
運
用
能
力
と
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る

実
践
的
な
知
識
を
備
え
た
国
際
的
な
視
野
を
持
つ
人
材
の
育
成
を

そ
の
目
的
と
し
て
お
り
、
特
徴
と
し
て
以
下
の
三
つ
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑴
　
短
時
間
少
費
用

　

本
学
で
１・

２
年
次
に
単
位
を
取
得
し
た
後
、
３・

４
年
次
の

２
年
間
中
国
の
大
学
に
留
学
し
、
４
年
と
い
う
短
い
期
間
と
少
な

い
費
用
で
、
本
学
と
中
国
の
大
学
の
二
つ
の
学
士
号
（
ダ
ブ
ル
デ
ィ

グ
リ
ー
）
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑵
　
高
度
な
中
国
語
運
用
力
や
中
国
文
化
を
学
ぶ

　

中
国
の
著
名
な
大
学
で
実
践
語
学
に
重
点
を
置
い
た
授
業
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
高
度
な
言
語
運
用
力
を
身
に
付
け
る
だ
け
で

小
特
集

海
外
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
と
効
果

学
生
の
夢
を
応
援
─
大
東
文
化
大
学
に
お
け
る
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

吉
田 

慶
子
●
大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
部
中
国
語
学
科
准
教
授
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な
く
、
中
国
で
長
期
に
わ
た
っ
て
学
生
生
活
を
送
り
、
中
国
の
文

化
や
社
会
を
肌
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
中
国
文
化
に
つ
い

て
深
い
理
解
が
で
き
、
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
応
で
き
る
能
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑶
　
専
門
知
識
と
国
際
的
視
野

　

留
学
す
る
中
国
の
大
学
は
、
北
京
外
国
語
大
学
、
上
海
師
範
大

学
、
厦
門
大
学
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
選
抜
試
験
あ

り
）。
留
学
先
の
大
学
で
は
、
中
国
語
コ
ー
ス
か
経
済・

貿
易
コ
ー

ス
の
い
ず
れ
か
を
専
攻
す
る
。
ま
た
、
文
化
の
異
な
る
欧
米
や
ア

ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
世
界
各
国
の
留
学
生
と
交
流
す
る
こ
と
に

よ
り
、
国
際
的
視
野
に
立
っ
て
判
断
す
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

留
学
の
出
発
時
期
は
、
３
年
次
の
春
ま
た
は
秋
の
い
ず
れ
か
を

選
択
で
き
る
（
現
段
階
で
は
、
厦
門
大
学
は
秋
派
遣
の
み
で
あ
る

が
、
春
派
遣
に
つ
い
て
調
整
中
）。

　

留
学
中
は
、
派
遣
者
全
員
が
授
業
料
相
当
の
奨
学
金
を
付
与
さ

れ
る
。
そ
の
た
め
、
学
生
は
大
東
文
化
大
学
の
学
費
を
支
払
う
だ

け
で
二
つ
の
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
最
大
の
魅
力
で
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、
本
学
中
国

語
学
科
は
毎
年
成
績
優
秀
者
１
名
に
対
し
て
月
額
５・

５
万
円
を

12
カ
月
、
お
よ
び
渡
航
費
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
、
費
用
面
か

ら
学
生
が
安
心
し
て
勉
学
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
（
将

来
、
奨
学
金
付
与
枠
の
拡
大
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
）。
ま
た
、
中

国
語
学
科
で
は
教
員
３
名
を
留
学
担
当
委
員
に
定
め
、
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
部
門
と
連
携
し
な
が
ら
、
学
生
の
留
学
後
の
相

談
や
生
活
面
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
生
が

ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
の
受
け
入
れ
大
学
で
執
筆
し
た
中
国
語
の
卒

業
論
文
を
学
内
の
機
関
紙
に
掲
載
す
る
な
ど
、
留
学
の
成
果
を
積

極
的
に
公
表
す
る
よ
う
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
14
名
を
派
遣
し
、
７
名
が
学
位
を
取
得
し
て
無
事
に

帰
国
、４
名
が
現
在
中
国
に
留
学
中
で
あ
る
が
、卒
業
生
は
関
連
企

業
で
活
躍
し
、
中
国
で
日
本
語
の
教
員
を
務
め
て
い
る
者
も
い
る
。

　

日
中
の
両
言
語
に
通
じ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
日
中
経
済
に
つ

い
て
、
よ
り
深
い
理
解
の
あ
る
人
材
が
こ
こ
数
年
求
め
ら
れ
る
よ

う
な
っ
た
。
本
学
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
、
国
際
舞
台
で
活
躍
で
き
る
実
践
力
の
あ
る
人
材
を
育
成
し
、

学
生
の
就
職
の
幅
も
さ
ら
に
広
げ
る
と
同
時
に
、
よ
り
多
く
の
学

生
が
自
己
の
能
力
を
向
上
さ
せ
、
そ
の
夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
、

今
後
も
中
国
語
学
科
の
総
力
を
挙
げ
て
応
援
す
る
。�
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は
じ
め
に

　

武
蔵
大
学
で
は
、
２
０
１
５
年
度
に
「
ロ
ン
ド
ン
大
学
と
武
蔵

大
学
と
の
パ
ラ
レ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｐ
Ｄ
Ｐ
）」

を
始
め
、
２
０
１
８
年
の
４
月
に
４
期
生
が
履
修
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
仕
組
み
、
意
図
し
て
い
る
も
の
、

効
果
、
苦
労
し
て
い
る
こ
と
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
お
話
し
し

た
い
。１　

仕
組
み

　
「
ロ
ン
ド
ン
大
学
と
武
蔵
大
学
と
の
パ
ラ
レ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
武
蔵
大
学
に
入
学
し
た
学
生
が
、
ロ
ン
ド
ン

大
学
の
課
す
入
学
基
準
を
満
た
し
た
の
ち
、
武
蔵
大
学
に
お
い
て

武
蔵
大
学
の
教
員
の
英
語
に
よ
る
指
導
の
下
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
が

作
成
す
るsubject guide

に
基
づ
い
て
勉
強
し
、
武
蔵
大
学
と

ロ
ン
ド
ン
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
課
す
試
験
を
受
け
、
単
位
を
取
得
し
、

双
方
の
学
士
号
を
取
得
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
「
パ
ラ
レ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
」
の
意
義
は
、
武
蔵
大
学
と
ロ
ン
ド

ン
大
学
が
「
並
行
し
て
」
独
自
に
試
験
を
行
い
、
評
価
し
、
学
士

号
を
授
与
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
れ
が
ジ
ョ
イ
ン
ト・

デ
ィ
グ

リ
ー
や
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
と
は
異
な
る
点
で
あ
る
。
ジ
ョ
イ

ン
ト・

デ
ィ
グ
リ
ー
や
ダ
ブ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
で
は
、
学
生
は
４

年
あ
る
い
は
５
年
の
在
学
期
間
に
複
数
の
大
学
に
在
籍
し
、
在
籍

し
た
大
学
の
試
験
を
受
け
、
評
価
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
日
本
の
大

学
と
外
国
の
大
学
の
ジ
ョ
イ
ン
ト・

デ
ィ
グ
リ
ー
や
ダ
ブ
ル・

デ
ィ

グ
リ
ー
で
は
、
例
え
ば
２
年
間
は
日
本
の
大
学
の
試
験
と
評
価
を

受
け
、
残
り
２
年
間
は
外
国
の
大
学
の
試
験
と
評
価
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
パ
ラ
レ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
場
合
は
双
方
の
大
学
が

４
年
間
、
独
自
に
試
験
を
行
い
、
評
価
す
る
。
従
っ
て
、
武
蔵
大

小
特
集

海
外
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
と
効
果

パ
ラ
レ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
仕
組
み
と
狙
い

東
郷 

賢
●
武
蔵
大
学
Ｐ
Ｄ
Ｐ
教
育
セ
ン
タ
ー
長
、
経
済
学
部
教
授
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学
の
学
士
号
は
１
０
０
％
武
蔵
大
学
の
試
験
と
評
価
を
基
に
授
与

さ
れ
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
学
士
号
は
１
０
０
％
ロ
ン
ド
ン
大
学
の

試
験
と
評
価
を
基
に
授
与
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
パ
ラ
レ
ル・

デ
ィ
グ
リ
ー・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
履
修
し
た
武
蔵
大
学
の
学
生
が
取

得
し
た
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
学
士
号
は
、
例
え
ば
同
様
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
修
了
し
た
ト
ル
コ
や
ロ
シ
ア
の
学
生
が
持
つ
ロ
ン
ド
ン
大
学

の
学
士
号
と
全
く
同
じ
評
価
基
準
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
と

な
る
。

　

わ
れ
わ
れ
の
提
供
し
て
い
る
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

International Foundation Program
m

e

（
以
下
、
Ｉ
Ｆ
Ｐ
）

とB
achelor of Science 

（B
Sc

） in E
conom

ics and  
M

anagem
ent

取
得
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム （
以
下
、
Ｂ
Ｓ
ｃ
）

で
構
成
さ
れ
る
。
Ｉ
Ｆ
Ｐ
は
通
常
１
年
で
終
わ
り
、
従
っ
て
基
礎

教
育
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
。
Ｂ
Ｓ
ｃ
は
通
常
３
年
で
修
了
し
、

学
士
号
に
直
結
す
る
専
門
教
育
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
。
ロ
ン

ド
ン
大
学
の
提
供
す
る
Ｉ
Ｆ
Ｐ
と
Ｂ
Ｓ
ｃ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
世
界

的
に
高
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
履
修
し
て
い
る
学
生
は
全
世
界

で
５
万
４
０
０
０
人
を
超
え
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｐ
、
Ｂ
Ｓ
ｃ
は
い
ず
れ
も
９
月
に
始
ま
り
、
Ｉ
Ｆ
Ｐ
は
４

月
、
Ｂ
Ｓ
ｃ
は
５
月
に
終
了
し
、
学
事
暦
は
欧
米
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク・

カ
レ
ン
ダ
ー
に
準
拠
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
４
月
に
武
蔵
大

学
に
入
学
し
た
学
生
は
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
Ｉ
Ｆ
Ｐ
の
入
学
基
準

で
あ
る
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
ス
コ
アoverall 5.5 （
各
項
目
５・

０
）
以
上

を
８
月
末
ま
で
に
取
得
し
た
上
で
、
９
月
か
ら
Ｉ
Ｆ
Ｐ
の
科
目
を

履
修
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

Ｉ
Ｆ
Ｐ
、
Ｂ
Ｓ
ｃ
と
も
毎
年
４
科
目
ず
つ
履
修
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。
武
蔵
大
学
で
は
Ｉ
Ｆ
Ｐ
科
目
と
し
て
、M

athe-
m

atics and Statistics, Econom
ics, International Rela-

tions, Politics

の
４
科
目
を
開
講
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

M
athem

atics and Statistics

は
Ｉ
Ｆ
Ｐ
の
必
修
科
目
で
あ
る
。

　

武
蔵
大
学
が
開
講
し
て
い
る
Ｂ
Ｓ
ｃ
の
科
目
は
、
１
年
目
は

Introduction to Econom
ics, M

athem
atics １, Statistics １, 

Business and M
anagem

ent in a Global Context, Princi -
ples of A

ccounting

で
あ
る
。M

athem
atics １, Statistics １

はhalf course

な
の
で
、
二
つ
合
わ
せ
て
１
科
目
分
に
相
当
し
、

Ｂ
Ｓ
ｃ
１
年
目
に
履
修
す
る
の
は
４
科
目
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
全

て
必
修
科
目
で
あ
り
、
も
し
５
月
の
試
験
で
不
合
格
に
な
れ
ば
、

翌
年
再
履
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

Ｂ
Ｓ
ｃ
の
12
科
目
の
う
ち
７
科
目
が
必
修
で
あ
り
、
さ
ら
に

M
acroeconom

ics

やM
icroeconom

ics

を
履
修
す
る
た
め
に
は

Introduction to Econom
ics

とM
athem

atics １

に
合
格 

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
科
目
を
受
講
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す
る
前
提
と
し
て
履
修
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
科
目

（pre-requisite

）
も
複
数
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
12
科
目
を
３

年
間
で
履
修
し
、
無
事
合
格
す
れ
ば
晴
れ
て
ロ
ン
ド
ン
大
学
か
ら

BSc in Econom
ics and M

anagem
ent

が
授
与
さ
れ
る
の
で 

あ
る
。２　

意
図
し
て
い
る
も
の

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
試
み
を
実
施
し
た
か
と
い
え
ば
、

そ
れ
は
国
際
基
準
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
い
と
の
想
い
か
ら
で

あ
る
。
日
本
の
中
等
教
育
は
、
国
際
的
に
み
て
十
分
に
評
価
で
き

る
。
そ
れ
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
学
習
到
達
度
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
の

結
果
を
見
て
も
分
か
る
と
お
り
で
あ
る
。
翻
っ
て
、
大
学
教
育
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
の
大
学
生
は
、
も
し
同
じ
よ
う
な
調
査

が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
程
度
の
評
価
に
値
す
る
だ
ろ
う
か
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
意
図
す
る
も
の
は
、
国
際
的
な
基
準
か
ら
見
て
十
分

評
価
で
き
る
経
済
学
と
経
営
学
の
知
識
を
武
蔵
大
学
の
学
生
に
修

得
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
厳
し

い
期
末
試
験
を
課
し
て
い
る
。
武
蔵
大
学
Ｐ
Ｄ
Ｐ
履
修
生
の
答
案

は
、
名
前
を
伏
せ
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
複
数
の
採
点
者
に
よ
り
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
イ
ン
ド
な
ど
の
学
生
の
答
案
と
一
緒
に
採
点
さ

れ
る
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
は
、
こ
の
試
験
の
評
価
を
厳
し
く
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
自
ら
の
評
判
を
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が

と
て
も
重
要
な
点
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
で
生
き
て
い
く
た
め
に
、
経
済

学
と
経
営
学
の
知
識
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
わ
れ
わ
れ
の
目

的
で
あ
っ
て
、
英
語
は
あ
く
ま
で
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

た
だ
し
、
４
年
間
を
通
じ
て
英
語
で
経
済
や
経
営
の
専
門
科
目
を

学
び
続
け
、
長
い
エ
ッ
セ
イ
問
題
も
含
ま
れ
る
厳
格
な
２
～
３
時

間
の
試
験
に
合
格
し
た
Ｐ
Ｄ
Ｐ
履
修
生
は
、
自
ず
と
英
語
技
能
も

身
に
付
け
る
よ
う
で
あ
る
。

　

毎
年
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
世
界

中
の
教
育
機
関
が
１
カ
所
に
集
ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
に
つ

い
て
話
し
合
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
実
感
す
る
の
は
他
国
の
積
極

性
で
あ
る
。
特
に
ア
ジ
ア
諸
国
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
中
国
、
ベ
ト

ナ
ム
、
イ
ン
ド
な
ど
）
の
積
極
性
、
お
よ
び
そ
の
成
果
は
群
を
抜

い
て
い
る
。
学
部
教
育
で
あ
れ
ば
、
世
界
的
に
著
名
な
大
学
院
に

１
人
で
も
多
く
の
卒
業
生
を
入
学
さ
せ
よ
う
と
必
死
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
も
近
い
将
来
、
彼
ら
と
同
様
に
世
界
的
に
著
名
な
大
学
院

へ
Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
卒
業
生
を
進
学
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

３　
効
果

　

幸
い
な
こ
と
に
、
今
の
と
こ
ろ
予
想
を
上
回
る
成
果
を
上
げ
て
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い
る
。
２
０
１
５
年
に
入
学
し
た
１
期
生
は
Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
外
部
告
知

を
ほ
と
ん
ど
行
わ
ず
、
武
蔵
大
学
に
入
学
し
た
学
生
か
ら
履
修
希

望
者
を
募
り
、
そ
の
中
か
ら
選
抜
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
た

め
、
ど
の
程
度
の
学
生
が
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
の
基
準
を
満
た
し
て
Ｉ
Ｆ

Ｐ
に
入
学
で
き
る
か
、
ま
た
Ｉ
Ｆ
Ｐ
に
入
学
し
て
も
無
事
に
修
了

し
て
Ｂ
Ｓ
ｃ
に
進
学
で
き
る
か
、
予
想
も
つ
か
な
か
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
第
１
期
生
は
Ｂ
Ｓ
ｃ
ま
で
進
ん
だ
学
生
が
７
名
あ
っ

た
。
第
２
期
生
か
ら
は
Ｐ
Ｄ
Ｐ
を
目
的
に
武
蔵
大
学
に
入
学
し
て

き
た
学
生
も
お
り
、
Ｂ
Ｓ
ｃ
に
進
学
し
た
学
生
数
は
14
名
と
な
っ

て
い
る
。

　

予
想
を
上
回
る
成
果
を
上
げ
て
い
る
の
は
、
学
生
の
努
力
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
Ｐ
Ｄ
Ｐ
で
は
全
て
の
科
目
が
予
習
前
提
で

あ
り
、
毎
週
宿
題
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
平
均
的
な
Ｐ
Ｄ

Ｐ
の
学
生
の
自
習
時
間
は
１
日
３
時
間
で
あ
る
。
こ
れ
を
４
年
間

続
け
る
意
志
が
な
い
と
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
学
士
号
は
取
れ
な
い
。

彼
ら
の
努
力
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
学
外
に
お
け
る
評
価
が
少
し
ず
つ
上
が
っ
て
き
た
こ

と
に
よ
り
、
優
秀
な
学
生
が
集
ま
り
出
し
て
い
る
。
潜
在
的
に
優

秀
な
学
生
が
よ
り
多
く
集
ま
れ
ば
よ
り
良
い
結
果
を
出
せ
る
の 

で
、
わ
れ
わ
れ
も
優
秀
な
学
生
の
確
保
に
よ
り
一
層
励
む
つ
も
り

で
あ
る
。

４　
苦
労
し
て
い
る
こ
と

　

最
大
の
苦
労
は
、
日
本
の
就
職
活
動
時
期
の
理
不
尽
さ
で
あ
る
。

Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
学
生
は
、
夏
季
休
暇
以
外
は
毎
日
勉
学
に
励
ん
で
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
３
年
生
に
な
る
と
周
囲
が
就
職
活
動
を
始
め
る

た
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
学
生
は
不
安
に
思
う
。
日
本
企
業
の
多
く
は
学

期
中
で
も
学
生
を
呼
び
出
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
全
く
問
題
視
し
て

い
な
い
。
一
生
懸
命
に
勉
学
に
励
ん
で
い
る
学
生
が
不
利
に
な
る

状
況
は
、
理
不
尽
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
。
日
本
の
大
学
全

体
で
、
こ
の
理
不
尽
さ
に
苦
言
を
呈
す
べ
き
と
考
え
る
。

５　
今
後
の
課
題

　

日
本
の
高
校
生
、
お
よ
び
そ
の
保
護
者
の
方
々
に
、
日
本
の
大

学
生
の
意
識
の
遅
れ
を
一
日
で
も
早
く
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が

最
大
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。
日
本
の
若
者
が
将
来
一
緒
に
、
あ

る
い
は
競
争
し
て
働
く
こ
と
に
な
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
中

国
、
イ
ン
ド
の
大
学
生
は
必
死
に
勉
強
し
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｐ
の
４
年
生
で
現
在
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
留
学
し
て
い
る

学
生
が
私
に
言
っ
た
、
次
の
一
言
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。「
日
本
の
大

学
生
は
大
丈
夫
で
す
か
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
学
生
は
私
よ
り
優
秀

な
の
に
、
私
よ
り
も
勉
強
し
て
い
ま
す
」。 

小特集●海外大学とのダブルディグリー・プログラムの現状と効果
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は
じ
め
に

　

さ
ま
ざ
ま
な
学
部・

学
科
が
あ

る
中
で
、
大
学
教
育
は
教
養
教
育

科
目
と
専
門
教
育
科
目
に
分
か
れ

て
い
る
。
私
は
、
教
養
教
育
科
目

と
し
て
「
健
康
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
義・

実
習
「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
実
習
（
陸
上
競
技
）」
と
、
専
門

教
育
科
目
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
実
習
「
陸
上
競
技
」
を
担
当
し
て
い

る
。
講
義
以
外
は
全
て
実
技
科
目
で
あ
る
。

　

今
回
は
実
技
科
目
担
当
教
員
と
し
て
の
課
題
や
工
夫
、
悩
み
な

ど
を
担
当
教
育
科
目
別
に
記
述
し
て
い
く
。

１　

教
養
教
育
科
目
担
当
教
員
と
し
て

　

全
学
部
の
学
生
を
対
象
と
す
る
教
養
教
育
科
目
で
あ
る
「
健
康

科
学
実
習
」
と
「
ス
ポ
ー
ツ
科
学
実
習
（
陸
上
競
技
）」
を
担
当
し

て
い
る
。
健
康
科
学
実
習
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ス
別
に
設
定
さ
れ

た
コ
ー
ス
で
身
体
運
動
を
実
施
す
る
た
め
に
、
内
容
は
異
な
る
も

の
の
共
通
し
て
い
る
の
は
身
体
機
能
計
測
の
実
施
で
あ
る
。
屋
内・

屋
外
施
設
に
お
け
る
体
力
計
測
で
は
、
運
動
能
力
を
含
む
全
種
目

に
つ
い
て
全
ク
ラ
ス
連
携
の
下
に
相
互
に
測
定
を
実
施
し
、
測
定

方
法
お
よ
び
身
体
機
能
計
測
の
意

義
に
対
す
る
理
解
を
高
め
て
い
る
。

　

計
測
値
を
全
ク
ラ
ス
で
と
り
ま

と
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
測
値
を
指

標
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
い
、
種
々

の
情
報
を
活
用
し
、
身
体
運
動
の

実
践
を
含
め
て
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
の
自
ら
の
健
康
管
理
に

資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

身
体
機
能
計
測
後
は
、
ク
ラ
ス
別
に
身
体
運
動
を
行
っ
て
い
る
。

私
の
ク
ラ
ス
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
実
施

し
、
そ
の
体
験
に
よ
る
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
各
種
目
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ル
ー
ル
が
あ
る
が
、「
健
康
」
を
目
的
と
し

た
実
習
で
あ
る
こ
と
と
、
男
女
混
合
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

双
方
と
も
独
自
の
ル
ー
ル
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
能
力
差
が

生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。
ま
ず
初
め
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
ダ
ブ
ル
ス
の
場
合
、
本
来
は
サ
ー
ビ
ス
権

に
順
序
が
あ
る
が
、
実
習
で
は
全
て
の
学
生
に
サ
ー
ビ
ス
権
が
い

き
わ
た
る
よ
う
に
、
得
点
に
関
わ
ら
ず
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。人
数
や
施
設
の
関
係
か
ら
、ダ
ブ
ル
ス
で
実
施
す

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
む
時
に
、初
め
は

「
分
か
っ
て・

で
き
る
」
身
体
運
動

私
の
授
業
実
践
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

小
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
図
り
や
す
い
相
手
と
組
む
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
で
は
実
力
が
偏
る
傾
向
も

あ
り
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
が
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ

こ
で
、
く
じ
引
き
で
ペ
ア
の
組
み
合
わ
せ
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が
で
き
、
普
段
は
話
す
こ
と

が
な
か
っ
た
人
と
の
結
び
付
き
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

プ
レ
イ
面
に
つ
い
て
は
、
慣
れ
な
い
う
ち
は
ラ
ケ
ッ
ト
を
羽
子

板
の
よ
う
に
扱
い
、
シ
ャ
ト
ル
を
相
手
コ
ー
ト
に
打
ち
返
す
こ
と

も
で
き
な
い
学
生
が
い
る
（
私
自
身
も
ラ
ケ
ッ
ト
種
目
に
つ
い
て

は
苦
手
で
あ
る
）。
こ
う
い
っ
た
学
生
に
対
し
て
は
、
ど
ん
な
打
ち

方
で
も
構
わ
な
い
の
で
、
相
手
コ
ー
ト
に
返
す
こ
と
を
授
業
中
の

課
題
と
し
て
与
え
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
１
本
で
も
相
手

コ
ー
ト
に
打
ち
返
す
こ
と
が
で
き
た
と
き
は
い
い
笑
顔
に
な
っ
て

い
る
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
ロ
ン
グ
パ
ス
や
早
い
パ
ス

を
禁
止
し
て
い
る
。
女
子
学
生
が
キ
ャ
ッ
チ
で
き
な
い
こ
と
や
、

突
き
指
の
よ
う
な
ケ
ガ
や
障
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
体

力
に
優
る
男
子
学
生
が
優
位
と
な
り
、
女
子
学
生
が
全
く
参
加
で

き
な
い
状
況
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
得
点
方
法
に
つ
い
て
も
、
女

子
学
生
は
通
常
の
２
点
を
３
点
、
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
シ
ュ
ー
ト
は

５
点
に
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
注
意
点
と
得
点
方
法
に
よ
り
、

チ
ー
ム
戦
略
も
女
子
学
生
を
中
心
と
し
た
戦
略
と
な
り
、
女
子
学

生
も
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
二
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

ゲ
ー
ム
性
を
重
視
す
る
一
方
で
、
遊
び・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

要
素
を
加
え
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
科
学
実
習
（
陸
上
競
技
）
は
私
の
専
門
分
野
で
あ
る

が
、
全
学
部
を
対
象
と
す
る
実
技
科
目
で
あ
り
、
後
述
す
る
専
門

教
育
科
目
と
は
異
な
る
。
基
本
的
な
運
動
の
多
く
が
含
ま
れ
る
種

目
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
の
原
点
で
あ
る
陸
上
競
技
を
通

し
て
，
走
る・

跳
ぶ・

投
げ
る
動
作
を
習
得
し
、
楽
し
さ
や
面
白

さ
を
学
ぶ
。

　

走
る
と
い
う
動
作
は
、
誰
に
教
わ
る
こ
と
も
な
く
身
に
付
け
た

ス
キ
ル
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
当
た
り
前
の
こ
と
に
対
し
て
新
た

な
発
見
が
あ
る
こ
と
を
教
え
る
難
し
さ
に
悩
み
、
履
修
学
生
の
大

半
は
同
時
間
帯
に
他
科
目
が
履
修
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
履
修
し

た
と
い
う
背
景
が
あ
り
、
初
回
の
授
業
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
バ

ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
学
生
に
も
陸
上
競
技
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
、
初
回
の
授
業
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
ラ
ダ
ー

や
ミ
ニ
ハ
ー
ド
ル
を
用
い
て
、
走
る
動
作
を
教
え
る
こ
と
か
ら
始

め
る
。
特
に
ミ
ニ
ハ
ー
ド
ル
は
、
倒
さ
な
い
た
め
に
、
走
る
動
作

よ
り
も
倒
さ
な
い
こ
と
に
集
中
で
き
、
失
敗
し
て
も
次
は
倒
さ
な
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い
よ
う
に
す
る
と
い
う
目
標
も
生
ま
れ
る
た
め
に
、
意
欲
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
、
初
回

か
ら
３
回
続
け
る
と
、
学
生
か
ら
は
走
る
以
外
の
種
目
に
も
取
り

組
み
た
い
と
い
っ
た
希
望
が
出
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
。
４
回

目
以
降
は
跳
躍
や
投
擲
種
目
に
移
行
す
る
。
幅
跳
び
は
、
そ
れ
ま

で
に
取
り
組
ん
で
き
た
ミ
ニ
ハ
ー
ド
ル
な
ど
の
動
き
を
う
ま
く
活

用
す
れ
ば
記
録
が
向
上
す
る
こ
と
も
あ
り
、
学
生
同
士
の
競
い
合

い
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
い
っ
た
状
況
に
な
っ
た
時
に

一
番
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
不
整
地
に
着
地
す
る

こ
と
に
よ
る
捻
挫
で
あ
る
。
授
業
を
中
断
し
て
注
意
喚
起
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
現
在
ま
で
に
こ
う
い
っ
た
事
例
は
出
て
い
な
い
が
、

今
後
も
安
全
面
へ
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
後
は
走
り
高
跳
び
に
取
り
組
む
が
、
こ
の
時
に
は
15
名
の

少
人
数
で
は
あ
る
も
の
の
ク
ラ
ス
と
し
て
の
形
が
で
き
て
き
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
自
分
の
限
界
を
知
り
、
技
術
向
上
の
た
め
に

他
者
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
好
記
録
で
跳
躍
を
す
る
学
生
に

対
し
て
拍
手
が
生
ま
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
自
然
の
流
れ
が
で
き
た

時
に
は
、
初
回
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
か
っ
た
こ
と
は
学
生
自

身
も
忘
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

投
擲
に
つ
い
て
は
、
砲
丸
投
、
円
盤
投
、
や
り
投
の
３
種
目
を

行
う
。
砲
丸
投
に
つ
い
て
は
、
大
半
の
学
生
が
未
経
験
者
の
た
め
、

ま
ず
は
２・

７
２
１
キ
ロ
の
砲
丸
で
実
施
す
る
。
事
前
に
投
動
作
の

動
き
を
説
明
す
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
上
手
投
げ
の
フ
ォ
ー
ム
で
投

げ
る
こ
と
も
あ
り
、shot put

の
意
味
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
上
手
投
げ
が
修
正
さ
れ
て
い
く
。

　

円
盤
投
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ム
製
の
円
盤
を
準
備
し
て
、
初
め
に

１・

０
キ
ロ
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
円
盤
投
げ
は
今
学
期
か
ら
取
り

入
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
新
た
な
発
見
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
テ

レ
ビ
な
ど
で
も
見
る
機
会
が
少
な
い
た
め
に
、
フ
リ
ス
ビ
ー
の
投

げ
方
を
真
似
る
学
生
が
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
学
生
は
毎
週
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
挑
戦
を
続
け
て
お
り
、
飛
距
離
も
当
初
よ
り
も

飛
躍
的
に
伸
び
た
。

　

や
り
投
げ
に
つ
い
て
も
、
今
学
期
か
ら
取
り
入
れ
た
種
目
で
あ

る
が
、
実
際
の
や
り
で
は
、
取
り
扱
い
が
不
慣
れ
な
た
め
に
学
生

自
身
が
ケ
ガ
を
す
る
恐
れ
も
あ
る
の
で
、
タ
ー
ボ
ジ
ャ
ブ
を
用
い

て
い
る
。
今
で
は
こ
の
授
業
の
人
気
種
目
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
公
園
な
ど
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
禁
止
な 

ど
、
発
育
発
達
期・

青
年
期
に
お
い
て
投
動
作
を
積
極
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
環
境
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
い
っ
た
興
味・

発
見
を
与
え
て
く
れ
た
学
生
に
は
感
謝
を
し

た
い
。

942018.7　大学時報



２　

専
門
教
育
科
目
担
当
教
員
と
し
て

　

専
門
教
育
科
目
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
実
習
「
陸
上
競
技
」
を
担

当
し
て
い
る
。
１
年
生
を
対
象
と
す
る
実
技
科
目
で
あ
り
、
教
員

免
許
取
得
の
必
修
科
目
で
あ
る
。

　

陸
上
競
技
の
走・
跳・
投
を
中
心
と
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
生
理
学

的
、
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
的
特
性
な
ど
、
ヒ
ト
の
基
礎
的
な
動
作

の
分
析
と
理
解
、
個
人
の
技
術・
体
力
の
向
上
を
目
指
し
て
、
合

理
的
な
身
体
の
使
い
方
お
よ
び
動
き
の
改
善
方
法
を
学
習・

習
得

す
る
と
と
も
に
、
各
個
人
の
課
題
を
発
展
的
に
解
決
す
る
。
ま
た
、

各
種
目
の
練
習
法
お
よ
び
指
導
法
に
つ
い
て
も
理
解
す
る
。

　

こ
の
授
業
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、「
分
か
っ
て・

で
き
る
」

運
動
へ
と
導
く
に
は
ど
う
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
そ
の
道
筋
を
示

し
な
が
ら
、
教
え
る
側
の
立
場
に
立
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
理
論
と
実
践
が
不
可

欠
で
あ
る
。
短
距
離
（
１
０
０
メ
ー
ト
ル
、
ハ
ー
ド
ル
、
リ
レ
ー
）、

長
距
離
、
跳
躍
（
幅
跳
び
、
高
跳
び
）、
投
擲
（
砲
丸
）
の
７
種
目

を
行
い
、
各
種
目
の
特
性
に
つ
い
て
は
、
講
義
も
用
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
履
修
者
は
１
ク
ラ
ス
25
名
程
度
で
あ

る
が
、
安
全
面
や
質
を
考
慮
す
る
と
こ
れ
が
限
界
の
人
数
で
あ
る
。

昨
年
度
に
新
設
さ
れ
た
学
部
学
科
の
た
め
、
幸
い
に
も
学
生
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
、
学
ぶ
姿
勢
が
あ
り
、
理
解
度
も
高
か
っ

た
た
め
に
、
１
年
目
は
ス
ム
ー
ズ
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、「
理
論
が
先
か
？
、
実
践
が
先
か
？
」
と
い
う
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
理
解
度
の
異
な
る
学

生
が
受
講
し
た
と
き
に
授
業
の
進
行
速
度
の
問
題
な
ど
が
発
生
し
、

時
間
が
足
り
な
い
状
況
に
陥
る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
学

生
―
教
員
間
の
対
話
シ
ー
ト
や
授
業
評
価
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、

こ
の
問
題
の
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
「
身
体
活
動
」
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
の
私
の
授
業
実
践
と
は
異

な
る
視
点
か
ら
執
筆
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
非
常
勤
講
師
を

経
験
し
な
が
ら
、「
教
育
と
は
何
か
？
」
と
い
っ
た
疑
問
を
抱
え
、

専
任
教
員
と
し
て
着
任
し
た
初
年
度
（
昨
年
度
）
に
、
幸
い
な
こ

と
に
日
本
私
立
大
学
連
盟
の
Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
模
擬
授
業
を
通
じ
て
、
他
大
学
の
先
生

方
と
貴
重
な
情
報
共
有
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
私
自
身
の
教
育
方

法
を
見
直
す
上
で
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。
今
後
も
一
つ
一
つ
の

課
題
と
向
き
合
い
な
が
ら
、
学
生
に
と
っ
て
少
し
で
も
よ
り
良
い

授
業
が
展
開
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。
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■
１　
心
理
福
祉
学
部
の
誕
生

　

聖
学
院
大
学
は
１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
に
現
在
地
の
埼
玉

県
上
尾
市
に
創
立
さ
れ
、
30
周
年
を
迎
え
た
。
大
学
と
し
て
の

歴
史
は
比
較
的
短
い
が
、
法
人
の
歴
史
は
１
９
０
３
（
明
治
36
）

年
の
聖
学
院
神
学
校
創
立
に
さ
か
の
ぼ
る
。
建
学
以
来
、
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト・

キ
リ
ス
ト
教
の
精
神
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、「
神

を
仰
ぎ 

人
に
仕つ

こ

う
」
を
建
学
の
理
念
と
し
て
堅
持
し
て
き
た
。

近
年
は
、
こ
の
建
学
の
理
念
を
よ
り
具
体
的
に
表
現
し
た
「
良

き
隣
人
と
な
る
」
を
大
学
教
育
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　
「
良
き
隣
人
」
と
は
、
新
約
聖
書
の
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
に
記

さ
れ
た「
善
き
サ
マ
リ
ヤ
人
」の
例
え
か
ら
引
か
れ
た
言
葉
で
あ

る
。
２
０
０
０
年
前
の
中
東
で
、
強
盗
に
襲
わ
れ
瀕
死
の
重
傷

を
負
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
旅
人
が
路
上
に
倒
れ
て
い
た
。
そ
こ
を

通
り
か
か
っ
た
祭
司
と
レ
ビ

人
は
、
当
時
の
社
会
で
は
尊

敬
さ
れ
て
い
た
人
々
で
あ
っ

た
が
、
か
か
わ
り
に
な
る
こ

と
を
恐
れ
、
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
し
て
通
り
す
ぎ
て
い
っ
た
。

次
い
で
通
り
か
か
っ
た
の
は
、

当
時
の
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
軽
蔑

さ
れ
、
差
別
さ
れ
て
い
た
サ

マ
リ
ヤ
人
で
あ
っ
た
が
、
彼

は
け
が
人
を
介
抱
し
、
必
要
な
経
費
も
負
担
し
た
。
け
が
を
し

た
旅
人
の
隣
人
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
サ
マ
リ
ヤ
人
で
あ
っ
た
。

「
あ
な
た
も
同
じ
よ
う
に
し
な
さ
い
」
と
、
キ
リ
ス
ト
は
ユ
ダ
ヤ

人
の
学
者
を
諭
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

聖
学
院
大
学
心
理
福
祉
学
部

古
谷
野 

亘
●
聖
学
院
大
学
心
理
福
祉
学
部
長
、
人
間
福
祉
学
部
長
、
教
授

「
良
き
隣
人
」
に
な
る
た
め
に
学
ぶ 

─
現
代
人
の
心
理・

社
会
的
課
題
と
支
援
を
学
ぶ
聖
学
院
大
学
心
理
福
祉
学
部

北キャンパス

明日への試み
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高
度
に
複
雑
化
し
、
あ
る
意
味
で
豊
か
に
な
っ
た
現
代
社
会

で
は
、「
良
き
隣
人
」
に
な
る
た
め
に
は
相
応
の
知
識
や
技
術
が

求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
敗
れ
た
直
後
の

日
本
に
は
多
く
の
戦
災
孤
児
が
い
た
。
そ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち

の
惨
状
に
心
を
痛
め
た
一
部
の
大
人
た
ち
が
、
安
全
で
清
潔
な

住
居
と
食
事
、
そ
し
て
教
育
の
機
会
を
提
供
す
る
事
業
を
始
め

た
。「
良
き
隣
人
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
事
業
の
多
く
は

今
日
ま
で
続
き
、
児
童
養
護
施
設
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
こ
に
暮
ら
す
子
ど
も
た
ち
の
状
況
は
全
く
異
な
っ
て

い
る
。
虐
待
な
ど
に
よ
っ
て
心
に
傷
を
負
い
、
生
き
る
力
を
削

が
れ
た
子
ど
も
が
少
な
く
な
い
。
か
つ
て
の
よ
う
に
衣
食
住
に

事
欠
く
子
ど
も
の
隣
人
に

な
る
の
と
は
異
な
り
、
相

当
以
上
の
知
識
や
技
術
が

必
要
な
の
で
あ
る
。

　

聖
学
院
大
学
で
は
、
建

学
の
理
念
に
基
づ
い
て
、

「
良
き
隣
人
」
と
な
る
人
材

を
育
成
す
る
人
文
学
部
人

間
福
祉
学
科
を
１
９
９
８

（
平
成
10
）
年
に
開
設
し
、

社
会
福
祉
士
と
精
神
保
健
福
祉
士
の
養
成
を
行
っ
て
き
た
。
そ

の
後
、
２
０
０
４
（
平
成
16
）
年
に
人
間
福
祉
学
科
と
児
童
学

科
が
人
文
学
部
か
ら
独
立
し
て
人
間
福
祉
学
部
と
な
り
、
さ
ら

に
２
０
１
２
年
に
は
人
間
福
祉
学
部
に
こ
ど
も
心
理
学
科
が
加

わ
っ
た
。
こ
ど
も
心
理
学
科
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
多
く
の

子
ど
も
が
負
っ
て
い
る
心
身
の
問
題
や
課
題
に
心
理
学
的
に
取

り
組
む
学
科
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
加
え
て
、
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
た
、
被
災
地
の
子
ど
も
の

心
の
ケ
ア
に
取
り
組
む
こ
と
を
使
命
と
し
て
き
た
。

　

２
０
１
８
年
、
大
学
創
立
30
周
年
を
期
し
て
学
部
学
科
の
改

組
を
行
い
、
児
童
学
科
を
人
文
学
部
に
移
し
、
人
間
福
祉
学
部

に
残
る
こ
ど
も
心
理
学
科
と
人
間
福
祉
学
科
を
統
合
し
て
心
理

福
祉
学
科
を
開
設
し
た
。
こ
の
改
組
に
よ
り
１
学
部
１
学
科
と

な
っ
た
の
で
学
部
名
も
変
更
し
、
心
理
福
祉
学
部
と
心
理
福
祉

学
部
心
理
福
祉
学
科
が
誕
生
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

■
２　
心
理
福
祉
学
科
の
学
び

　

心
理
福
祉
学
科
で
は
、
現
代
人
の
心
理
と
現
代
社
会
の
福
祉

的
課
題
を
扱
う
多
く
の
講
義
科
目
を
開
設
し
、
学
生
が
関
心
に

応
じ
て
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
体
系
的

な
学
習
を
容
易
に
す
る
た
め
に
三
つ
の
履
修
モ
デ
ル
、
す
な
わ

被災地 岩手県釜石市へのボランティア
スタディツアー「サンタプロジェクト」
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ち
「
共
生
社
会
創
成
コ
ー
ス
」「
心
理
学
コ
ー
ス
」「
福
祉
学
コ
ー

ス
」
を
設
定
し
て
い
る
。「
共
生
社
会
創
成
コ
ー
ス
」
は
本
学
科

に
お
け
る
学
修
の
基
本
と
な
る
履
修
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、
心
理

学
を
主
と
す
る
モ
デ
ル
と
福
祉
学
を
主
と
す
る
モ
デ
ル
に
分
か

れ
る
。
心
理
学
を
主
と
す
る
モ
デ
ル
で
は
、
心
理
学
の
基
礎
と

考
え
方
を
学
び
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
、
心
理

学
の
知
識
を
も
っ
て
共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
、
福
祉
学
を
主
と
す
る
モ
デ
ル
で
は
、
現

代
社
会
の
福
祉
的
課
題
と
現
代
人
の
心
の
問
題
に
つ
い
て
学
び
、

共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
。

　
「
心
理
学
コ
ー
ス
」
で
は
、
心
理
学
を
主
と
す
る
「
共
生
社
会

創
成
コ
ー
ス
」
の
学
び
に
加
え
て
、
心
理
学
の
実
験
と
実
習
を

履
修
す
る
。
心
理
学
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
と
技
術
の
基
礎

を
身
に
付
け
、
他
職
種
、
特
に
福
祉
系
の
職
種
と
協
働
で
き
る

公
認
心
理
師
と
な
る
た
め
に
大
学
院
進
学
を
目
指
す
モ
デ
ル
で

あ
る
。「
福
祉
学
コ
ー
ス
」
で
は
、
福
祉
学
を
主
と
す
る
「
共
生

社
会
創
成
コ
ー
ス
」
の
学
び
に
加
え
、
社
会
福
祉
援
助
技
術
演

習
と
実
習
、
も
し
く
は
精
神
保
健
福
祉
援
助
演
習
と
実
習
、
ま

た
は
そ
の
両
方
を
履
修
す
る
。
社
会
福
祉
の
理
念
と
現
状
、
課

題
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
相
談
援
助
技
術
を
修
得
し
、
さ
ら

に
相
談
援
助
に
有
用
な
心
理
学
の
知
識
を
も
身
に
付
け
て
、
社

会
福
祉
士
も
し
く
は
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
取
得
を
目
指
す

モ
デ
ル
で
あ
る
。

　

心
理
福
祉
学
科
に
入
学
し
た
学
生
は
、
１
年
次
に
心
理
学
と

福
祉
学
の
基
礎
で
あ
る
四
つ
の
講
義
科
目
を
必
修
と
し
て
履
修

す
る
。
す
な
わ
ち
「
心
理
学
概
論
」
と
「
心
理
学
研
究
法
Ⅰ
」

で
は
実
証
科
学
と
し
て
の
心
理
学
の
基
礎
的
な
考
え
方
、「
現
代

社
会
と
福
祉
」
と
「
相
談
援
助
の
基
盤
と
専
門
職
Ⅰ
」
で
は
現

代
社
会
に
お
け
る
福
祉
の
意
義
と
目
標
、
福
祉
的
援
助
の
理
念

な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
学
生
は
、
こ
れ
ら
の
科
目

を
通
し
て
自
己
の
関
心
と
問
題
意
識
を
明
確
化
し
、
２
年
次
以

降
の
履
修
科
目
お
よ
び
履
修
モ
デ
ル
の
選
択
に
主
体
的
に
取
り

組
む
よ
う
促
さ
れ
る
。

■
３　
心
理
福
祉
学
科
の
こ
れ
か
ら

　

高
度
に
多
様
化・

複
雑
化
し
変
化
す
る
現
代
社
会
に
あ
っ
て
、

「
生
き
づ
ら
さ
」
を
感
じ
て
い
る
人
は
多
い
。
ま
た
、
社
会
経
済

的
な
格
差
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
中
で
の
貧
困
の
連
鎖
の
解
消
、

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
々
の
自
律・

自
立
支
援
、
高
齢
者
の
介

護
、
子
ど
も・

子
育
て
支
援
、
権
利
擁
護
な
ど
、
福
祉
的
な
課

題
が
重
要
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
。
本
学
科
の
特
色
は
、
乳
幼

児
期
か
ら
高
齢
期
に
至
る
人
生
全
般
に
わ
た
っ
て
現
代
人
が
直

明日への試み
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面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、
心
理
学
と
福
祉
学
の
視

点
か
ら
多
面
的
に
学
ぶ
こ
と
に
あ
る
。
学
生
は
、
心
理
学
と
福

祉
学
の
専
門
知
識
を
修
得
し
て
現
代
社
会
に
生
き
る
人
々
の
心

理・
社
会
的
課
題
を
理
解
し
、
共
感
し
、
支
援
す
る
能
力
を
培

い
、「
良
き
隣
人
」
と
し
て
共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
人
材

に
育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

最
初
の
新
入
生
を
迎
え
た
２
０
１
８
年
度
、
入
学
定
員
１
２

０
名
に
対
し
て
志
願
者
は
２
６
４
名
、
入
学
者
は
１
３
１
名
で

あ
っ
た
。
学
年
始
め
の
２
カ
月
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
は
、
初
年

次
の
教
育
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し

か
し
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
の
も
事
実

で
あ
る
。

　

多
く
の
新
設
学
科
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
１
回
生
に
は
意

欲
の
あ
る
学
生
が
多
い
。
心
理
福
祉
学
科
の
場
合
、
そ
れ
は
国

家
資
格
を
取
得
し
て
援
助
の
専
門
職
に
な
る
と
い
う
希
望
で
あ

る
こ
と
が
多
い
。
有
資
格
の
援
助
専
門
職
は
「
良
き
隣
人
」
の

一
つ
の
か
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
養
成
は
本
学
科
の
使
命
で
も
あ

る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
希
望
を
も
つ
学
生
が
数
多
く
集
ま
る
の

は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
認
心
理
師
の
学
部
課

程
と
社
会
福
祉
士・

精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
課
程
を
４
年
で

修
了
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
授
業
料
を
減
免
し
た
上
で
在
学

期
間
の
延
長
を
認
め
る
制
度
を
設
け
て
は
い
る
が
、
あ
れ
も
こ

れ
も
と
資
格
取
得
に
取
り
組
む
の
が
望
ま
し
い
と
ば
か
り
は
い

い
き
れ
な
い
。
ま
た
、
資
格
取
得
に
没
頭
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
学
生
生
活
の
あ
り
方
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
個
々

の
学
生
の
希
望
と
関
心
、
適
性
に
合
わ
せ
た
学
修
指
導
が
必
要

に
な
る
。

　

ま
た
、
有
資
格
の
援
助
専
門
職
を
目
指
し
て
入
学
し
て
く
る

学
生
の
中
に
は
、
そ
の
適
性
を
欠
く
者
も
含
ま
れ
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
学
生
に
つ
い
て
は
、
自
分
の
適
性
を
見
極

め
、
資
格
取
得
に
代
わ
る
新
た
な
目
標
と
進
路
を
見
い
だ
せ
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昨
年
ま
で
の
人

間
福
祉
学
科
に
お
け
る
経
験
で
は
、
こ
れ
は
十
分
可
能
で
は
あ

る
が
、
時
間
と
手
間
を
要
す
る
課
題
で
あ
っ
て
、
失
望
さ
せ
な

い
た
め
の
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。

　

有
資
格
の
援
助
専
門
職
は
「
良
き
隣
人
」
の
一
つ
の
か
た
ち

で
は
あ
っ
て
も
、
唯
一
の
あ
り
方
で
は
な
い
。
心
理
学
と
福
祉

学
の
専
門
知
識
を
修
得
し
た
人
材
が
求
め
ら
れ
る
の
は
、
心
理

臨
床
や
福
祉
の
現
場
ば
か
り
で
は
な
い
。
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
、
人
々
の
心
理・

社
会
的
課
題
を
理
解
し
、
共
感
し
、

支
援
し
つ
つ
共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
人
材
を
育
て
て
い

く
こ
と
は
、
本
学
部
学
科
に
託
さ
れ
た
重
要
な
使
命
で
あ
る
。
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１　
成
城
大
学
の
誕
生
―
成
城
学
園
の
沿
革

　

本
学
の
設
置
母
体
で
あ
る
成
城
学
園
は
、
１
９
１
７
（
大
正
６
）

年
に
文
学
博
士
澤
柳
政
太
郎
が
東
京
市
牛
込
区
（
現
在
の
東
京
都

新
宿
区
）
に
私
立
成
城
小
学
校
を
創
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
文

部
次
官
、
貴
族
院
議
員
、
東
北
帝
国
大
学
初
代
総
長
、
京
都
帝
国

大
学
総
長
な
ど
を
歴
任
し
、
日
本
の
教
育
界
に
お
け
る
指
導
的
立

場
に
あ
っ
た
澤
柳

が
あ
え
て
新
し
い

タ
イ
プ
の
小
学
校

を
作
ろ
う
と
決
意

し
た
背
景
に
は
、

日
本
の
教
育
が
制

度
的
整
備
を
完
成

さ
せ
て
い
く
一
方
で
、
そ
の
内
容
が
画
一
的
形
式
主
義
に
陥
っ
て

い
る
と
い
う
現
状
認
識
が
あ
っ
た
。
画
一
的・

形
式
的
教
育
を
排

し
、
ま
さ
に
「
本
当
の
人
間
の
教
育
」
の
開
拓・

実
践
の
場
と
し

て
澤
柳
が
注
目
し
た
の
が
国
民
教
育
の
基
礎
を
担
う
小
学
校
で
あ

り
、
こ
こ
に
「
生
き
た
教
育
」
を
具
現
化
す
べ
く
、
新
し
い
私
立

小
学
校
の
建
設
が
着
手
さ
れ
た
。
澤
柳
が
自
ら
私
学
を
起
こ
す
に

際
し
強
調
し
た
の
は
「
私
立
学
校
の
精
神・

生
命
は
、
そ
の
設
立

者
の
精
神
意
見
に
あ
る
」
こ
と
、「
私
立
学
校
は
、
独
特
の
主
義
固

有
の
特
色
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
、「
特
色
あ
る
主
義
方
法
に
基

づ
く
教
育
を
施
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
、「
理
想
的
な
私
立
学
校

は
、
教
育
上
の
理
想
の
上
に
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
」
こ
と
（
澤
柳
政

太
郎
「
理
想
の
私
立
学
校
」
よ
り
）
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
主
張
は
、
澤
柳
が
成
城
小
学
校
創
立
に
当
た
り
掲
げ
た
四

つ
の
「
希
望
理
想
」
と
呼
ぶ
綱
領
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

わ
が

大
学
史
の

一
場
面

日
本
の
近
代
化
と

大
学
の
歴
史

大
友 

浩
一
●
成
城
大
学
事
務
局
長

「
本
当
の
教
育
」
を
目
指
し
て
き
た
１
０
０
年

―
新
た
な
一
世
紀
を
歩
む
成
城
大
学

成城学園創立者：澤柳政太郎博士
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⑴　

個
性
尊
重
の
教
育
、
附・

能
率
の
高
い
教
育

　

⑵　

自
然
と
親
し
む
教
育
、
附・

剛
健
不
撓
の
意
志
の
教
育

　

⑶　

心
情
の
教
育
、
附・

鑑
賞
の
教
育

　

⑷　

科
学
的
研
究
を
基
と
す
る
教
育

　

児
童
の
成
長
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
五
年
制
中
学
校
の
新
設・

１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
、
七
年
制
高
等
学
校
の
創
設・

１
９
２

６
（
大
正
15
）
年
、
五
年
制
高
等
女
学
校
の
創
設・

１
９
２
７
（
昭

和
２
）
年

―
ち
な
み
に
、
学
園
が
現
在
地
（
現
在
の
世
田
谷
区

成
城
）
に
移
転
し
た
１
９

２
５
（
大
正
14
）
年
に
は
、

成
城
幼
稚
園
も
併
設
さ
れ

た
。
こ
う
し
て
教
職
員・

父
母・

生
徒
の
協
同
に
よ

る
、
ま
さ
に
学
園
の
手
作

り
的
発
展
の
歴
史
を
通
じ

て
、「
希
望
理
想
」
は
成
城

学
園
の
根
幹
を
な
す
理
念

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
教

育
実
践
の
中
で
深
く
定
着

し
て
い
っ
た
。

　

澤
柳
の
掲
げ
た
「
希
望

理
想
」
か
ら
く
み
取
れ
る
人
材
育
成
の
目
標
に
関
し
て
、
戸
部
順

一
成
城
大
学
現・

学
長
は
以
下
の
よ
う
な
私
見
を
述
べ
て
い
る
。

『
若
者
に
対
す
る
教
育
の
目
標
が
、
成
人
し
た
暁
に
社
会
で

の
居
場
所
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
そ
の
た
め
の
技
術
、
体
力
、

人
格
を
教
授
す
る
こ
と
に
あ
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

居
場
所
を
保
証
す
る
知
識
は
概
ね
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ

て
き
た
経
験
的
あ
る
い
は
学
問
的
成
果
か
ら
醸
成
さ
れ
る
人

生
智
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
人
生
智
を
教
授
す
る
と
い
う
点

で
、
教
育
に
は
保
守
的
性
向
が
認
め
ら
れ
得
ま
す
。
し
か
し

若
者
が
歩
む
社
会
が
こ
れ
ま
で
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
は
ず

は
な
く

―
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
い
つ
の
時
代
で
も
社
会

は
変
化
し
て
ゆ
く

―
よ
っ
て
、
将
来
の
社
会
を
予
測
し
、

そ
の
社
会
で
の
居
場
所
の
確
保
を
保
証
し
な
け
れ
ば
教
育
と

は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。
人
生
智
を
基
本
的
な
枠
組
み

―

こ
れ
に
拘
泥
し
す
ぎ
る
と
、
畢
竟
、
画
一
的・

形
式
的
教
育

に
陥
る
危
険
が
あ
り
ま
す

―
と
し
な
が
ら
も
、
教
育
に
は

将
来
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
第
一
次
大

戦
の
勃
発
は
世
界
の
あ
り
様
を
大
き
く
変
え
、
変
化
の
影
響

が
日
本
に
も
到
来
す
る
こ
と
を
澤
柳
は
強
く
意
識
し
た
は
ず

で
す
。「
今
や
世
界
は
大
い
な
る
変
化
を
な
し
つ
つ
あ
る
。
国

際
連
盟
新
た
に
な
り
、
民
族
自
決
の
主
義
も
あ
る
程
度
是
認

昭和初期の正門付近の風景
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さ
れ
、
思
想
上
の
変
化
も
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
…
…
政
治

上
の
大
変
化
は
教
育
の
施
設
の
上
に
民
本
的
の
色
彩
を
鮮
明

な
ら
し
む
と
思
う
が
…
…
」
と
澤
柳
は
「
小
学
校
の
改
造
」

（『
教
育
問
題
研
究
』
巻
頭
論
文
）
の
中
で
説
い
て
い
ま
す
。

国
を
動
か
す
力
が
一
握
り
の
人
間
に
集
中
す
る
の
で
は
な
く
、

広
く
一
般
国
民
が
国
政
に
あ
た
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
を

予
測
し
、
そ
の
任
に
堪
え
う
る
国
民
を
育
て
る
こ
と
が
澤
柳

の
新
し
い
小
学
校
の
創
立
に
向
か
っ
た
決
意
の
根
底
に
は
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

澤
柳
が
創
り
出
そ
う
と
し
た
「
こ
れ
か
ら
の
国
民
」
の
あ

る
べ
き
姿
は
「
希
望
理
想
」
の
四
綱
領
か
ら
見
え
て
き
ま
す
。

⑴
の
「
個
性
尊
重
の
教
育
」
と
は
、
同
種・
均
一
的
な
人
間

を
創
る
こ
と
に
満
足
せ
ず
、
一
人
ひ
と
り
の
天
分
＝
資
質
に

目
を
遣
り
、
そ
の
天
分
を
開
花
さ
せ
る
こ
と
を
教
育
的
目
標

と
す
る
一
方
で
、
自
己
と
は
異
な
る
他
者
の
個
性・
人
格
を

認
め
、
そ
れ
を
尊
重
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
会
得
さ
せ
る
教

育
で
あ
る
と
解
釈
で
き
、
そ
こ
か
ら
、
他
人
の
意
見
に
盲
従

す
る
こ
と
を
よ
し
と
せ
ず
、
確
立
し
た
自
己
か
ら
生
み
出
さ

れ
た
意
見
を
持
ち
、
そ
れ
を
発
信
で
き
、
そ
の
反
面
、
徒
に

自
己
主
張
を
繰
り
返
す
こ
と
を
せ
ず
、
異
な
る
意
見・

主
張

を
よ
く
聴
き
、
自
己
の
見
解
を
修
正
し
う
る
人
間
が
創
出
さ

れ
る
こ
と
、
そ
れ
を
教
育
の
理
想
と
し
た
の
で
は
と
、
推
察

し
ま
す
。
独
創
性
と
協
調
性
と
の
融
合
か
ら
生
ま
れ
る
人
間

性
を
備
え
る
こ
と
が
「
こ
れ
か
ら
の
国
民
」
に
は
求
め
ら
れ

る
、
と
澤
柳
は
考
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

教
育
の
語
義
を
「
教
わ
り
育
つ
」
と
、
そ
れ
を
受
け
る
側

に
立
っ
て
理
解
す
る
こ
と
は
恐
ら
く
正
し
く
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
着
実
な
教
育
成
果
を
望
む
と
き
、
生
徒
、

学
生
の
「
育
ち
た
い
」
情
熱

―
成
城
大
学
で
は
現
在
、
こ

れ
を
「
懸
命
に
な
る
気
持
ち
」
と
換
言
し
て
い
ま
す

―
は

不
可
欠
で
あ
り
、
生
徒・

学
生
に
関
心
を
抱
か
せ
る
教
育
内

容
、
生
徒・

学
生
を
自
ら
学
び
へ
と
向
か
わ
せ
る
指
導
上
の

創
意
工
夫
へ
の
努
力
を
「
自
然
と
親
し
む
教
育
」、「
鑑
賞
の

教
育
」、「
能
率
の
高
い
教
育
」、「
科
学
的
研
究
に
基
づ
く
教

育
」
と
い
っ
た
綱
領
の
言
葉
に
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。』

　

澤
柳
の
掲
げ
た
「
希
望
理
想
」
は
特
殊
な
時
代
に
の
み
輝
き
を

見
せ
る
教
育
理
念
で
は
な
く
、
教
育
と
い
う
営
為
に
従
事
す
る
者

が
常
に
心
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
普
遍
的
価
値
を
持
つ
。
成
城
学

園
が
創
立
百
周
年
を
迎
え
た
（
２
０
１
７
年
）
の
を
契
機
と
し
て

策
定
さ
れ
た
「
第
二
世
紀
プ
ラ
ン
」
の
な
か
に
も
、「
希
望
理
想
」

は
そ
の
基
幹
を
な
す
理
念
と
し
て
生
き
て
い
る
。
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日
本
社
会
を
牽
引
す
る

人
材
が
多
く
輩
出
し
た
旧

制
高
等
学
校
は
１
９
４
８

（
昭
和
23
）
年
に
解
体
さ

れ
、
そ
の
教
育
を
継
承
す

る
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、

１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年

に
新
制
成
城
大
学
が
創
設

さ
れ
た
。「
成
城
学
園
創
業

の
精
神
に
則
り
個
性
の
暢

達
を
主
眼
と
し
て
広
く
専

門
の
学
芸
を
研
究
教
授
し
、
広
角
の
視
野
と
高
度
の
教
養
を
具
え

か
つ
、
豊
か
な
個
性
を
持
つ
社
会
の
先
導
者
を
育
成
す
る
と
と
も

に
、
文
化
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
」（
成
城
大
学
学
則
）

と
し
て
活
動
を
始
め
た
成
城
大
学
は
、
前
身
の
旧
制
高
校
の
教
育

方
針
で
あ
っ
た
「
文
理
併
進
主
義
」
に
倣
い
、
経
済
学
部
と
理
学

部
の
二
学
部
体
制
で
発
足
し
た
も
の
の
、
理
学
部
廃
止
に
伴
い
新

た
に
文
芸
学
部
と
短
期
大
学
が
創
設
さ
れ
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
色

の
強
い
人
文
社
会
科
学
系
の
大
学
と
し
て
歩
み
を
始
め
た
。
今
日

で
は
経
済・

文
芸・

法・

社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
４
学
部
（
11

学
科
）
と
経
済
学・

文
学・

法
学・

社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
４

研
究
科
（
10
専
攻
）
か
ら
な
る
大
学
院
を
擁
し
、
比
較
的
小
規
模

な
が
ら
自
由
で
伸
び
や
か
な
学
風
の
も
と
、「
希
望
理
想
」
に
明
示

さ
れ
て
い
る
個
性
尊
重
の
教
育
を
堅
持
す
る
特
色
あ
る
大
学
と
し

て
社
会
に
認
知
さ
れ
て
い
る
。

２　
第
二
世
紀
の
成
城
教
育

　

成
城
学
園
百
周
年
を
機
に
、
学
園
の
未
来
を
創
造
す
る
た
め
の

指
針
「
第
二
世
紀
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、
大
学
に
お
い
て
も
、

そ
の
指
針
の
中
核
を
担
う
「
第
二
世
紀
の
成
城
教
育
」
の
も
と
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
、
自
ら
考
え
、
行
動
し
、
未
来
を
拓
く

人
物
の
育
成※に
向
け
、
大
学
改
革
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
る
。

　

教
育
改
革
に
お
い
て
は
、
教
育
の
質
向
上

に
心
が
け
る
こ
と
を
常
と
し
、
各
学
部
の
専

門
教
育
の
充
実
に
加
え
、
成
城
学
園
伝
統
の

芸
術
的
教
養
を
通
じ
て
人
間
性
を
強
化
す
る

「
情
操・

教
養
教
育
」、
語
学
的
教
養
を
通
じ

て
国
際
性
を
強
化
す
る
「
国
際
教
育
」
と
、

数
学
的
教
養
を
通
じ
て
論
理
的
な
思
考
力
を

強
化
す
る
「
理
数
系
教
育
」
の
三
本
の
柱
を

大
切
に
し
、
こ
の
要
素
を
複
合
的
に
教
授
す

成城大学経済学部第１回入学式（1950年5月）

※独立独行
澤柳政太郎が次なる社会を開く力であ
ると信じた青年の生き方で、「自分の
信じる道を、自分で開いて往く」の意。
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る
こ
と
に
よ
り
、
人
材
育
成
の
深
化
を
図
っ
て
い
る
。

⑴　
「
国
際
教
育
」
―
「
成
城
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｅ
Ｐ
）」

　

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
世
界
共
通
語
と
し
て
の
英
語
を
実
践
的
に

学
び
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
求
め
ら
れ
る
幅
広
い
国
際
教
養
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
身
に
付

け
る
こ
と
に
よ

り
、
２
年
次
以
降

に
交
換・

認
定
留

学
や
、
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

力
を
養
う
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
語
学
力

の
向
上
を
目
指
す

だ
け
で
な
く
、
情

操
教
育
の
一
環
と

し
て
、
異
文
化
理

解
を
通
じ
、
他
者

を
尊
重
す
る
姿
勢
を
学
ぶ
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
授

業
の
他
に
、
海
外
留
学
の
個
別
相
談・

指
導
の
時
間
を
設
け
、
成

城
大
学
独
自
の
留
学
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

⑵　
「
理
数
系
教
育
」（
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
科
目
群
）

　

理
数
系
教
育
の
取
り
組
み
と
し
て
、
成
城
大
学
は
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
に
特
化
し
た
科
目
群
を
数
多
く
設
定
し
て
い
る
。
Ａ
Ｉ

や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
利
用
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
人
文
社
会
科
学
系
で
あ
る
本
学
が
、
そ
の
専
門
知
識

に
、
情
報
を
活
用
す
る
知
識
と
技
術
が
学
べ
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
独
創
性
を
備
え

た
教
養
人
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

⑶　
「
情
操・

教
養
教
育
」

　

本
学
で
は
、
ワ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
少
人
数
教
育
の
特
長
を
活
か

し
、
学
部・

学
科
、
学
年
を
超
え
て
履
修
で
き
る
「
全
学
共
通
教

育
科
目
」（
左
表
参
照
）
を
導
入
し
て
お
り
、
専
門
科
目
と
並
行
し

て
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
的
な
「
人
間
力
」
を
養
成
し
て

い
る
。

　

ま
た
協
同
性
の
大
切
さ
を
、
実
践
を
通
じ
て
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
新
た
な
授
業
外
活
動
の
取
り
組
み
と
し
て
、
学
内
で
の
各
種
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サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
教
え
合
い
、
学
び
合
う

風
景
が
日
常
化
す
る
よ
う
に
と
、
こ
の
学
生
活
動
を
積
極
的
に
応

援
し
て
い
る
。

３　
新
た
な
一
世
紀
を
歩
む
成
城
大
学

　
「
国
際
教
育
」「
理
数
系
教
育
」「
情
操・

教
養
教
育
」
は
、
有
機

的
結
合
を
見
せ
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
高
い
情
操
を
備
え

た
教
養
人
の
育
成
を
究
極
の
目
標
と
し
て
、
互
い
に
教
育
的
影
響

を
及
ぼ
し
な
が
ら
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
三
本
の
柱
」
は

澤
柳
の
唱
え
た
「
希
望
理
想
」
の
21
世
紀
的
表
現
で
あ
り
、
こ
の

大
学
全
体
の
試
み
と
並
行
し
て
、
４
学
部
は
「
科
学
的
研
究
を
基

に
す
る
教
育
」
を
実
践
す
べ
く
、
そ
の
指
導
方
法
に
常
に
新
規
さ

を
探
求
し
て
い
る
。
経
済
学
部
は
自
由
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
主
体

的
に
学
べ
る
環
境
を
創
出
し
、
文
芸
学
部
は
書
く・
読
む・
議
論

す
る
能
力
を
培
う
『
Ｗ
Ｒ
Ｄ
（
ワ
ー
ド
）』
を
必
修
と
し
て
、
研
究

す
る
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
法
学
部
は
双
方
向
性
授
業
を
取

り
入
れ
、
思
考・

発
信
力
を
養
い
、
社
会
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
部

は
理
論
と
実
践
を
融
合
し
た
学
び
に
よ
り
、
社
会
を
け
ん
引
す
る

人
材
を
育
ん
で
い
る
。

　

戸
部
学
長
は
「
成
城
大
学
を
面
白
く
す
る
」
と
語
る
。
そ
の
言

葉
と
と
も
に
、
成
城
大
学
は
新
た
な
一
世
紀
を
歩
み
出
し
て
い
る
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
の
歩
み

　

皇
學
館
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
の
前
身
は
、
社
会
福
祉
学

部
の
あ
っ
た
名
張
学
舎
に
あ
る
。
学
部
の
特
性
か
ら
、
地
域
の
方
々

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
請
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
た
い
と
い
う

学
生
の
ニ
ー
ズ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
た
め
に
、
学
内
の
一
組
織
と

し
て
生
ま
れ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
先
と
学
生
を
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
る
役
割
を
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
担
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、

名
張
学
舎
が
撤
退
し
た
後
も
伊
勢
の
地
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、

学
生
支
援
部
の
業
務
と
し
て
12
年
目
に
入
っ
て
い
る
。
学
内
の
一

組
織
を
学
生
が
担
う
と
い
う
特
徴
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
に
は
、
地
域
の
方
々
か
ら
毎
年
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
が
届
く
。
学
生
ス
タ
ッ
フ
は
そ
れ
ぞ
れ
の

内
容
を
学
生
に
伝
え
、
依
頼
先
と
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務

を
担
っ
て
い
る
。
現
在
は
新
入
生
も
加
わ
っ
て
40
名
く
ら
い
の
学

生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
動
き
、
約

２
０
０
名
の
登
録
学
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
進
め
て
い
る
。
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
効
率
よ
く
伝
え
ら
れ
る
の
か
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
な
ど
を
日
々
考
え
な
が
ら
、
よ
り
良
い
ル
ー
ム
の

あ
り
方
を
模
索
し
て
い
る
。

２　

活
動
内
容
と
課
題

　

活
動
内
容
と
し
て
は
、
ま
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
学
生
の
掌
握

が
あ
る
。
春
に
在
学
生
や
新
入
生
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
お
願
い
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
効
率
的
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
結

び
付
け
て
い
る
。
次
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
伝
達
に
つ
い
て
、

学
内
２
カ
所
の
掲
示
板
を
利
用
し
て
、
情
報
を
学
生
に
伝
え
る
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
学
生
へ
の
情
報
発

信
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
広
範
囲
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
得

る
た
め
に
、
地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
足
を
運
び
、
情
報
収
集

と
社
協
と
の
交
流
も
進
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
地
域
の
方
々
か
ら

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
へ
の
対
応
に
当
た
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
の 

地
域
支
援
と
学
生
支
援

［
皇
學
館
大
学
］

叶 
俊
文
●
皇
學
館
大
学
教
育
学
部
教
授
、 

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
担
当
教
員

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
》
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ル
ー
ム
窓
口
に
お
け
る
地
域
の
方
々
へ
の
対
応
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
希
望
学
生
へ
の
対
応
、
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
や
電
話
対
応
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
は
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、

学
生
ス
タ
ッ
フ
の
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
り
、
学
生
に
対
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
を
伝
え
る
企
画
や
老
人
福
祉
施
設
に
お
け
る

交
流
企
画
も
実
践
し
な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
本
質
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　

こ
の
と
こ
ろ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
率
が
減
少
傾

向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
地
域
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
も
減

少
す
る
と
い
う
現
状
に
直
面
し
て
い
る
。
学
生
ス
タ
ッ
フ
も
現
状

を
理
解
し
、
全
て
の
依
頼
に
対
応
す
る
に
は
何
を
す
べ
き
か
を
模

索
し
て
い
る
。
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
皇
學
館
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ル
ー
ム
で
あ
る
た
め
に
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
と
関
係
教
職
員

の
サ
ポ
ー
ト
が
こ
れ
か
ら
も
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

３　

地
域
、
学
生
の
幸
福
度
ア
ッ
プ
へ

　

皇
學
館
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希

望
す
る
学
生
が
満
足
し
、
幸
福
に
な
る
た
め
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

進
め
て
い
る
。
同
時
に
、
地
域
の
方
々
が
幸
福
に
な
る
た
め
の
手

助
け
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
こ
こ
ろ
豊

か
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
な
が
ら
見
守
っ
て
い
る
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

セ
ン
タ
ー
の
成
り
立
ち
と
展
開

　

大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
Ｖ
Ｃ
）
と
は
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
支
援
す
る
部
署
で
あ
る
。
阪
神・

淡
路

大
震
災
以
降
、
全
国
的
に
設
置
が
進
み
、
現
在
１
７
０
の
大
学
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。
本
学
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
２
０
０
０
年
に
学
生
が
設
立・

運
営
す
る
Ｖ
Ｃ
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
２
０
１
２
年
、
大
学
運
営
の
Ｖ

Ｃ
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
設
置
に
当
た
っ
て
は
、「
神
を

仰
ぎ 

人
に
仕つ

こ

う
」
と
い
う
建
学
の
理
念
や
、
代
々
活
発
な
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
の
活
動
を
支
え
る
教
職
員・

卒
業
生
の
存
在
が

基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｖ
Ｃ
の
基
本
的
な
役
割
は
、
地
域
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
情
報
を
集
約
し
、
活
動
を

希
望
す
る
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や

活
動
全
般
に
つ
い
て
支
援
を
行
う
こ

と
で
あ
る
。
本
学
で
は
未
経
験
の
学

生
が
初
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
仕
掛

け
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
合
同

説
明
会
で
あ
る
「
ボ
ラ
Ｔ
ｅ
ａ
」
や
、

活
動
実
践
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
も
行
っ
て
い
る
。
特
に
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
魅
力
を
発
信
し
盛
り
上
げ
る
」
こ
と
を
目
的
と
し

た
学
生
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
（
通
称
：
サ
ポ
メ
ン
！
）
の
養
成
に

は
力
を
入
れ
て
い
る
。
サ
ポ
メ
ン
！
が
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＝
ま
じ

め・

偽
善
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た
め
に
生
み
出
し

た
の
が
「
サ
ポ
メ
ン
ジ
ャ
ー
」
で
あ
る
。
新
入
生
向
け
の
レ
ン

ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
最
近
は
地
域
か
ら
の
出
演
依
頼
も
あ

り
、
ロ
ー
カ
ル
ヒ
ー
ロ
ー
と
し
て
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貧
乏
に
陥
る
学
生
が
出
始
め
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

２
０
１
４
年
度
に
は
同
窓
会
と
連
携
し
、
公
開
審
査
型
の
助
成
金

を
創
設
し
た
。
審
査
会
当
日
は
、
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
寄
付
）
パ
ー

テ
ィ
ー
も
実
施
し
て
お
り
、
地
域
の
方・

教
職
員・

卒
業
生
か
ら

多
く
の
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

役
割
と
可
能
性

［
聖
学
院
大
学
］

川
田 

虎
男
●
聖
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
非
常
勤
講
師

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
》
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２　

学
生
一
人
一
人
の
人
生
の
伴
奏
者 

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

Ｖ
Ｃ
運
営
の
要
は
、
専
門
職
で
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
以
下
、Ｖ
ｃ
ｏ
）
の
存
在
で
あ
る
。
本
学
で
は
、
Ｖ
Ｃ

に
併
設
さ
れ
て
い
る
地
域
連
携・

教
育
セ
ン
タ
ー
と
合
わ
せ
て
常

勤
２
名
、
非
常
勤
１
名
の
Ｖ
ｃ
ｏ
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
Ｖ
ｃ
ｏ

は
、
学
生
の
興
味・

関
心
か
ら
、
今
後
ど
の
よ
う
な
進
路
や
人
生

を
歩
み
た
い
か
ま
で
深
く
掘
り
下
げ
、
活
動
を
通
し
た
学
び
や
成

長
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
も
つ
な
が
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
活
動

の
中
で
生
ま
れ
た
恋
愛
の
相
談
に
の
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
丁
寧
な
関
わ
り
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
警
察

官
を
目
指
す
学
生
と
の
出
会
い
が
、
県
警
と
連
携
し
た
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
の
ス
タ
ー
ト
に
繋
が
っ
た
り
、
被
災
地
で
「
同

じ
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
の
訴
え
を
聞
い
た
学
生

と
は
、
地
域
の
防
災
講
座
の
実
現
に
繋
が
っ
た
り
し
て
い
る
。
活

動
先
と
も
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
単
純
労
働
で
は
な
く
、
学
生
に

よ
る
創
意
工
夫
を
取
り
入
れ
、
協
働
し
て
い
け
る
環
境
の
整
備
を

図
っ
て
い
る
。
活
動
す
る
学
生
と
受
け
入
れ
側
双
方
が
、
活
動
を

通
し
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
い
合
え
る
関
係
を
築
く
こ
と
を
最

終
的
な
目
標
と
し
て
い
る
。

３　

与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
も
の

　
「
受
け
る
よ
り
は
与
え
る
ほ
う
が
幸
い
で
あ
る
」
と
い
う
聖
書
の

言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
持
て
る
者
が
持
た
ぬ
者
に
施
し
を
行
う

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
与
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
実
は
与
え
た

者
自
身
が
多
く
の
も
の
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
学
生
に
と
っ
て
は
関
わ
っ
た
方
の
笑
顔
や
感
謝
の
言
葉
で
あ

り
、
あ
る
学
生
に
と
っ
て
は
活
動
を
通
し
て
得
た
達
成
感
や
自
信
、

自
己
効
力
感
の
獲
得
か
も
し
れ
な
い
。

　

中
学
生
時
代
に
引
き
こ
も
り
を
経
験
し
た
学
生
は
、
被
災
地
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
中
で
も
復
興
に
向
け
て
し
な
や
か
に
前
を

向
い
て
歩
ん
で
い
る
人
と
出
会
い
、
自
ら
の
理
想
と
す
る
生
き
方

を
見
い
だ
し
、
見
違
え
る
よ
う
に
変
化
し
た
。
与
え
ら
れ
る
も
の

は
、
決
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
被
災
地
で
人

が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
事
実
を
受
け
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
学
生
は
、

自
身
の
生
涯
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
人
の
生
と
死
に
向
き
合
う
必
要

性
を
感
じ
、
進
ん
で
葬
儀
会
社
に
就
職
し
た
。

　

与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
を
与
え
ら
れ
る
か
は
千
差
万
別
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
一
人
一
人
の
幸
せ
に
つ
な
が
る
道
で
あ

る
と
信
じ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
学
生
一
人
一
人
に
向
き
合
い
な

が
ら
、
与
え
与
え
ら
れ
る
関
係
を
支
え
て
い
き
た
い
。
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

　

西
南
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
東
日
本
大
震
災

を
機
に
２
０
１
２
年
７
月
に
開
設
さ
れ
た
。
組
織
改
編
に
よ
り
、

現
在
は
キ
リ
ス
ト
教
活
動
支
援
課
に
属
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
「
西
南
よ
、
基
督
に
忠
実
な
れ
」
と
い
う
建
学
の
精
神

の
具
現
化
な
ら
び
に
社
会
貢
献
の
一
つ
と
位
置
付
け
て
、
学
生
や

教
職
員
に
よ
る
活
動
の
支
援
な
ら
び
に
促
進
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

被
災
地
支
援
は
、
募
金
活
動
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

福
岡
で
で
き
る
活
動
の
ほ
か
に
、
現
地
で
の
活
動
を
継
続
し
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟

の
現
地
諸
教
会
の
方
々
の
ご
支
援
の
下
、
教
会
に
宿
泊
し
、
み
言

葉
に
触
れ
、
祈
り
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
北
学
院
大

学
が
事
務
局
を
務
め
る
大
学
間
連
携
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
加
入
し
、
他
大
学
の
学
生
と
一
緒
に
活
動
を
続
け
、
２

０
１
１
年
か
ら
２
０
１
７
年
度
ま
で
に
活
動
し
た
学
生
教
職
員
は
、

75
チ
ー
ム
６
１
１
名
に
上
る
。

　

２
０
１
６
年
に
発
災
し
た
熊
本
地
震
で
は
、
西
原
村
で
毎
月
活

動
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人A

N
GEL W

IN
GS

お
よ

び
北
九
州
市
立
大
学
と
の
三
者
協
議
体
を
作
り
、
福
岡
県
な
ど
か

ら
助
成
金
を
受
け
、
福
岡
県
内
の
大
学
生
と
一
緒
に
支
援
活
動
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
、
２
０
１
７
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で

は
、
熊
本
を
支
援
し
て
い
た
三
者
に
福
岡
県
が
加
わ
っ
て
「
大
学

生
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
実
行
委
員
会
」
を
組
織
し
、

全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
学
生
の
無
料
宿
泊
拠
点
お

よ
び
情
報
共
有・

情
報
発
信
の
場
と
し
て
「
う
き
は
ベ
ー
ス
」
を

開
設・

運
営
し
て
い
る
。「
う
き
は
ベ
ー
ス
」
を
通
し
て
活
動
し
た

学
生
は
、
夏
休
み
の
60
日
間
で
、
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
全
国

92
の
大
学
な
ど
か
ら
８
１
２
名
を
数
え
た
。
現
在
は
１
０
０
の
大

学
な
ど
か
ら
１
６
０
０
名
を
超
え
る
学
生
が
「
う
き
は
ベ
ー
ス
」

を
通
し
て
全
国
の
大
学
生
と
交
流
を
深
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築

き
な
が
ら
活
動
し
て
お
り
、
各
大
学
か
ら
、
よ
り
多
く
の
参
加
者

を
期
待
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
本
学
で
は
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
実
施
し
て
い
る
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
毎

一
人
一
人
の「
点
」を「
線
」に 

つ
な
ぎ
、つ
む
ぐ
活
動

［
西
南
学
院
大
学
］

山
口 

由
美
子
●
西
南
学
院
総
務
部
キ
リ
ス
ト
教
活
動
支
援
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
室
副
課
長　

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
》
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日
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
「
西
南
タ
イ
ム
」
の
中
で
、
自
分
や
仲
間
の

体
験
か
ら
学
び
、
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
普
段
の
生
活
を
見
直

し
、「
本
当
の
幸
せ
と
は
、
豊
か
さ
と
は
何
か
」
を
考
え
る
時
間
を

持
つ
。
貧
困
地
域
に
お
い
て
笑
顔
の
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
て
活

動
す
る
中
で
、
学
生
は
価
値
観
や
人
生
観
、
宗
教
観
、
世
界
観
を

根
底
か
ら
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
な
が
ら
、
大
き
く
成
長
し
て
い
く
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
や
タ
イ
な
ど
の
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
個
人
で
参

加
し
た
場
合
、
補
助
金
を
支
給
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
る
。
い
ず

れ
の
活
動
で
も
、
異
文
化
と
の
出
会
い
を
経
験
し
た
学
生
は
、
帰

国
後
の
大
学
生
活
や
行
動
に
目
を
見
張
る
変
化
が
見
ら
れ
る
。

　

ほ
か
に
も
、
教
育
委

員
会
と
連
携
し
て
教
育

現
場
で
活
動
す
る
学
生

サ
ポ
ー
タ
ー
や
、
福
祉

施
設
や
子
ど
も
食
堂
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、

活
動
の
種
類
は
多
岐
に

わ
た
る
。
さ
ら
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連
携

し
て
講
習
会
や
説
明
会

を
開
催
し
、「
初
め
の
一
歩
」
を
踏
み
出
す
機
会
を
提
供
し
て
い

る
。
学
内
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
に
つ
い
て
も
、
登
録
団

体
は
１
０
０
を
超
え
て
お
り
、
学
生
の
登
録
者
約
１
０
０
０
名
に

対
し
て
随
時
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

　

学
生
に
と
っ
て
、
初
め
の
一
歩
は
勇
気
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
一
歩
踏
み
出
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
の
中
で
新
た
な
気
付
き
や
自
身
の
成
長
を
覚

え
、
さ
ら
に
活
動
は
広
が
っ
て
い
く
。
本
学
は
、
一
人
一
人
の
活

動
と
い
う
「
点
」
を
次
の
誰
か
に
つ
な
ぎ
、
つ
む
ぎ
、
感
謝
し
て

「
あ
り
が
と
う
」
を
伝
え
る
活
動
を
大
切
に
し
て
い
る
。
学
生
一
人

一
人
の
働
き
は
小
さ
く
て
も
、「
点
」
が
た
く
さ
ん
集
ま
れ
ば
「
線
」

に
な
り
、「
面
」
へ
と
広
が
っ
て
い
く
。
自
分
一
人
で
活
動
を
担
う

の
で
は
な
く
、
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
継
続
し
て
い
く
こ
と
、
仲

間
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
毎
日
の
生
活
が
「
当
た
り
前
」
で
は
な
い
こ
と

に
気
付
き
、
感
謝
し
、「
あ
り
が
と
う
」
を
周
囲
に
伝
え
る
こ
と
。

学
生
た
ち
の
笑
顔
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
活
動
先
で
出
会
っ

た
方
々
に
希
望
が
伝
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
学
生
自
身
の
自
己
肯

定
感
も
高
ま
っ
て
い
く
。
学
生
が
毎
日
感
謝
し
て
喜
び
、
活
動
を

楽
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
と
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

九州北部豪雨ボランティア
キャンパス内募金活動
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「
冨
田
の
逆
上
が
り
を
見
て
、 

ほ
か
の
子
と
は
違
う
と
思
っ
た
」

川
島　
本
日
は
、
体
操
の
日
本
代
表
と
し
て
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
２
回
出
場
し
、
ア
テ
ネ
で
は
日
本
チ
ー

ム
の
エ
ー
ス
と
し
て
金
メ
ダ
ル
獲
得
に
大
き
く
貢

献
な
さ
っ
た
冨
田
洋
之
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　

冨
田
さ
ん
は
大
阪
府
の
ご
出
身
で
す
が
、
や
は

り
子
ど
も
の
頃
か
ら
活
発
に
体
を
動
か
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。

冨
田　
そ
う
で
す
ね
、
学
校
で
も
休
み
時
間
に
な

る
と
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
運
動
場
に
飛
び
出
し
て
い

く
よ
う
な
子
ど
も
で
し
た
。

川
島　
体
操
の
世
界
に
お
入
り
に
な
っ
た
の
は
、

ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

冨
田　
友
達
が
近
所
の
体
操
教
室
に
行
き
た
い
と

言
っ
た
の
で
、
見
学
に
つ
い
て
行
っ
た
の
が
最
初

で
す
。
８
歳
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

川
島　
そ
の
時
の
印
象
は
、
い
か
が
で
し
た
か
。

冨
田　
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
か

（
笑
）、「
小
学
校
の
体
育
の
授
業
で
や
っ
て
い
る
前

ク ロ ー ズ ア ッ プ

・

イ ン タ ビ ュ ー

順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
准
教
授
、

体
操
競
技
部
コ
ー
チ

冨
田 

洋
之
さ
ん
に
聞
く

と
み
た・

ひ
ろ
ゆ
き

順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康

科
学
部
准
教
授
、
体
操
競
技

部
コ
ー
チ
、
国
際
体
操
連
盟

技
術
委
員
。
’06
順
天
堂
大
学

大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学

研
究
科
修
了
。
ア
テ
ネ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
団
体
総
合
金
メ
ダ

ル
。
’07
年
世
界
選
手
権
で
日

本
人
初
の
ロ
ン
ジ
ン・

エ
レ

ガ
ン
ス
賞
を
受
賞
。
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
団
体
銀
メ
ダ
ル

な
ど
。

聞
き
手 

川
島 

葵
さ
ん
●
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
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転
や
跳
び
箱
と
同
じ
だ
な
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
積
極
的
に
「
や
っ
て
み
た
い
」
と
い

う
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
始
め
て
み

る
と
、
上
級
生
が
難
し
い
技
を
や
っ
て
い
る
の
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
自
分
も
同
じ
よ
う
に
や
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
練
習
が
始
ま
る
ち
ょ
っ

と
前
に
行
っ
て
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
練
習
す
る
よ

う
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
技
が
あ
る
の
で
、
課
題

を
一
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く
よ
う
に
し
て
、
体

操
の
世
界
に
の
め
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

入
っ
て
約
１
年
後
に
、
先
生
か
ら
、
本
格
的
に

や
っ
て
み
な
い
か
と
お
誘
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

体
操
競
技
の
本
格
的
な
器
具
が
整
っ
て
い
る
大
き

い
教
室
に
移
っ
て
は
ど
う
か
と
い
う
お
話
で
し
た
。

川
島　
現
在
、
冨
田
さ
ん
は
指
導
す
る
お
立
場
で

す
が
、
そ
ん
な
視
点
か
ら
当
時
を
振
り
返
る
と
、

先
生
は
冨
田
さ
ん
の
ど
こ
に
目
を
付
け
ら
れ
た
と

お
思
い
で
す
か
。

冨
田　
何
年
か
た
っ
て
か
ら
先
生
と
お
話
を
し
て

い
る
中
で
そ
の
よ
う
な
話
題
に
な
っ
た
と
き
に
、

「
冨
田
の
逆
上
が
り
は
、
ほ
か
の
子
と
は
違
う
と

思
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は

観
察
力
の
あ
る
先
生
と
最
初
に
出
会
っ
て
よ
か
っ

た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
島　
大
き
い
教
室
に
移
り
、
い
か
が
で
し
た
か
。

冨
田　
使
っ
て
い
る
器
具
も
違
う
し
、
練
習
し
て

い
る
動
き
も
違
う
の
で
、
も
う
び
っ
く
り
し
て
し

ま
っ
た
と
い
う
の
が
最
初
の
印
象
で
し
た
。
そ
こ

で
鹿
島
丈
博
さ
ん
に
初
め
て
会
い
ま
し
た
。
彼
と

は
そ
の
後
も
ず
っ
と
一
緒
で
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
も
団
体
で
金
メ
ダ
ル
を
と
っ
た
仲
間
で
す
。

鹿
島
さ
ん
は
３
歳
の
頃
か
ら
そ
の
教
室
に
通
っ
て

い
た
た
め
、
私
と
同
年
齢
な
の
に
、
何
を
や
っ
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
い
く
ら
い
す
ご
い
技
の
練
習

を
し
て
い
ま
し
た
。

川
島　
そ
れ
を
見
て
、
冨
田
さ
ん
は
衝
撃
を
お
受

け
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
悔
し
い

と
お
感
じ
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

冨
田　
こ
ん
な
に
高
く
飛
べ
る
の
か
と
か
、
こ
の

器
具
を
使
っ
て
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
、

面
白
が
っ
て
見
て
い
ま
し
た
ね
。

高
校
入
学
時
に
決
め
た
、 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
と
い
う
目
標

川
島　
ど
の
時
点
で
本
格
的
に
体
操
競
技
に
取
り

組
も
う
と
思
わ
れ
ま
し
た
か
。
何
か
き
っ
か
け
は

ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

冨
田　
中
学
を
卒
業
す
る
と
き
に
、
う
ち
の
高
校

で
体
操
を
や
ら
な
い
か
と
い
う
お
誘
い
が
あ
っ
た

の
で
、
本
格
的
に
体
操
を
や
っ
て
い
こ
う
と
決
心

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
通
っ
て
い
た
体
操
教
室
か

ら
は
多
く
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
出
て
い
た
の

で
、
自
然
に
私
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
い

と
い
う
目
標
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

川
島　
先
生
か
ら
指
導
さ
れ
る
際
に
言
わ
れ
た
こ

と
で
、
特
に
覚
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
ご
ざ

い
ま
す
か
。

冨
田　
演
技
を
し
て
い
る
私
の
膝
や
つ
ま
先
が
ピ

ン
と
伸
び
ず
に
曲
が
っ
て
い
た
ら
、
普
通
の
お
じ

さ
ん
や
お
ば
さ
ん
が
見
て
も
美
し
く
な
い
と
分
か

る
の
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
人
の
言
う
こ
と
も
素
直

に
聞
き
な
さ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
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川
島　
分
か
り
や
す
い
お
言
葉
で
す
ね
。

冨
田　
そ
う
で
す
ね
。
誰
か
ら
何
か
を
言
わ
れ
て

も
素
直
に
受
け
入
れ
な
さ
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
選
手
同
士
で
も
そ
う
で
す
。
後

輩
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。
私
は

現
役
時
代
ず
っ
と
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
続
け
ま 

し
た
。

川
島　
そ
れ
は
、
指
導
者
に
な
っ
た
い
ま
も
変
わ

り
ま
せ
ん
か
。

冨
田　
え
え
、
そ
れ
は
ず
っ
と
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
ど
う
し
て
も
、
自
分
の
や
り
方
や
感
覚
が
正

し
い
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
一
つ
の
技
に
対
し
て

い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
自
分
に

合
っ
た
も
の
を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
選

手
一
人
一
人
、
体
が
違
う
の
で
、
例
え
ば
身
体
が

固
い
人
は
こ
の
や
り
方
の
ほ
う
が
い
い
と
い
う
よ

う
に
、
そ
の
人
に
合
っ
た
方
法
を
探
す
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
す
。
い
ま
自
分
が
や
っ
て
い
る
方
法

が
一
番
正
し
い
と
思
い
込
ん
で
固
執
す
る
の
で
は

な
く
、
ほ
か
の
人
の
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
見
た
り

聞
い
た
り
し
て
、
自
分
な
り
の
や
り
方
を
選
択
す

る
よ
う
、
選
手
に
は
伝
え
て
い
ま
す
。

川
島　
「
心
技
体
」
と
い
い
ま
す
が
、
お
話
を
伺
っ

て
い
て
、
頭
や
心
の
部
分
も
と
て
も
大
切
な
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。「
心
技
体
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
、
冨

田
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
さ
っ
て

き
ま
し
た
か
。

冨
田　
む
し
ろ
意
識
し
て
シ
ン
プ
ル
に
考
え
よ
う

と
し
ま
し
た
。
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
や
伸
び
悩

ん
で
い
る
と
き
は
、
常
に
「
い
ま
、
何
を
す
べ
き

か
」
を
考
え
ま
し
た
。
う
ま
く
い
か
な
い
原
因
を

考
え
、
そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
、
い
ま
す
べ

き
こ
と
を
突
き
詰
め
る
と
答
え
が
出
て
、
次
の
ス

テ
ー
ジ
に
進
む
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
の
繰
り
返
し

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
技
術
的
な
こ
と
は
先
生
や

仲
間
に
聞
き
、
じ
ゃ
あ
こ
う
や
っ
て
、
次
は
こ
う

し
て
、
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
な
が
ら
練
習
し

て
い
ま
し
た
。

「
力
強
い
演
技
」よ
り
も 

「
美
し
い
演
技
」を
追
究
し
た
か
っ
た

川
島　
高
校
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
意
識
し
な
が
ら

練
習
を
し
て
、
大
学
進
学
の
時
は
選
択
肢
が
い
ろ

い
ろ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

冨
田　
順
天
堂
大
学
を
選
ん
だ
の
は
、
学
生
の
自

主
性
を
重
ん
じ
る
大
学
で
あ
る
こ
と
と
、
私
の
競

技
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
た
か
ら

で
す
。「
力
強
い
演
技
」
と
「
美
し
い
演
技
」
と
い

う
よ
う
に
単
純
化
し
て
考
え
る
と
、
私
は
美
し
い

演
技
を
追
究
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

順
天
堂
大
学
の
選
手
の
演
技
を
見
て
、
同
じ
よ
う

な
考
え
の
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ
た
の
で
す
。
ま

た
、
同
じ
高
校
の
先
輩
や
全
日
本
選
手
権
で
優
勝

経
験
が
あ
る
上
級
生
な
ど
、
ト
ッ
プ
で
活
躍
し
て

い
る
先
輩
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
も
大
き
な

冨
田 

洋
之
さ
ん
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要
因
で
し
た
。

川
島　
練
習
拠
点
で
あ
る
さ
く
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
の

体
操
競
技
場
は
、
設
備
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

冨
田　
こ
こ
は
２
０
１
７
年
の
４
月
に
で
き
た
ば

か
り
で
、
広
さ
も
以
前
の
２
倍
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

練
習
で
新
し
い
技
に
取
り
組
む
と
き
に
は
ど
う
し

て
も
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
が
非
常
に
重
要
で
す
。

や
は
り
、
け
が
が
一
番
怖
い
で
す
か
ら
。

川
島　
例
え
ば
、
落
ち
て
も
受
け
止
め
て
く
れ
る

ク
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

冨
田　
鉄
棒
だ
っ
た
ら
、
選
手
が
着
地
す
る
こ
と

が
多
い
場
所
だ
け
が
ス
ポ
ン
ジ
に
な
っ
て
い
る
と
、

そ
の
反
対
側
や
鉄
棒
の
真
下
に
落
ち
た
と
き
に
大

変
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
と
こ

ろ
で
は
、
な
か
な
か
技
の
練
習
を
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
夢
」で
は
な
く 

そ
こ
で
活
躍
す
る
こ
と
が
目
標
だ
っ
た

川
島　
入
学
し
て
、
寮
生
活
は
い
か
が
で
し
た
か
。

冨
田　
授
業
の
後
は
毎
日
４
時
半
頃
か
ら
練
習
で
、

寮
の
部
屋
に
帰
る
の
は
早
く
て
も
９
時
頃
で
し
た
。

他
の
寮
生
と
話
す
時
間
は
多
く
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
医
学
部
な
ど
の
学
生
と
話
す
と
、
体
操
を

専
門
に
し
て
い
る
人
と
は
違
う
視
点
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

川
島　
講
義
の
時
間
も
、
練
習
に
と
っ
て
プ
ラ
ス

に
な
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

冨
田　
特
に
人
体
に
関
す
る
勉
強
は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
続
け
る
上
で
ず
い
ぶ
ん
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
機
能
解
剖
学
を
学
ん
で
筋
肉
の
部
位
を

し
っ
か
り
理
解
し
た
上
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る

と
、
や
は
り
効
果
が
違
う
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
栄
養
の
知
識
も
競
技
に
直
接
生
か
せ
る
の

で
、
非
常
に
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
２
年
次
に

は
体
操
部
の
寮
に
移
っ
て
実
質
的
に
一
人
暮
ら
し

に
な
っ
た
の
で
、
筋
肉
を
付
け
た
り
疲
労
回
復
を

図
る
際
に
食
事
を
ど
う
役
立
て
る
か
と
い
っ
た
面

で
大
い
に
役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

川
島　
普
段
の
練
習
は
、
け
っ
こ
う
厳
し
い
雰
囲

気
で
し
た
か
。

冨
田　
比
較
的
な
ご
や
か
と
い
い
ま
す
か
、
互
い

に
教
え
合
い
、
い
ま
の
演
技
は
良
か
っ
た
と
か
こ

こ
が
だ
め
だ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
、
常
に
話
し
合
っ

て
い
ま
し
た
。

川
島　

い
ま
な
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
動
画
を

撮
っ
て
す
ぐ
に
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

冨
田
さ
ん
が
現
役
の
頃
は
い
か
が
で
し
た
か
。

冨
田　
手
軽
に
ビ
デ
オ
撮
影
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

画
面
も
小
さ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私
は
、

そ
れ
よ
り
も
自
分
の
感
覚
や
仲
間
か
ら
言
わ
れ
た

こ
と
を
優
先
し
な
が
ら
一
本
一
本
の
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

川
島　
自
分
が
演
技
中
に
感
じ
た
イ
メ
ー
ジ
と
、

川
島 

葵
さ
ん
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ほ
か
の
人
が
見
て
い
て
感
じ
た
印
象
と
い
う
の
は
、

合
う
と
き
も
あ
れ
ば
違
っ
て
い
る
と
き
も
あ
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

冨
田　
自
分
で
は
「
あ
そ
こ
は
ち
ょ
っ
と
タ
イ
ミ

ン
グ
が
早
か
っ
た
か
な
」
と
思
っ
て
も
、
映
像
で

は
そ
れ
が
分
か
り
に
く
く
、
ほ
か
の
人
は
気
付
か

な
か
っ
た
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

自
分
自
身
の
感
覚
を
よ
り
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

川
島　
冨
田
さ
ん
は
２
０
０
３
年
に
大
学
院
に
進

学
し
、
翌
年
に
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
な

さ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
２
０
０
３
年
の
時
点
で
、

も
う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。

冨
田　
そ
う
で
す
ね
。
２
０
０
０
年
の
シ
ド
ニ
ー

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最
終
予
選
が
散
々
な
結
果
で
、

や
は
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
た
め
に
は
並

大
抵
の
努
力
で
は
足
り
な
い
と
気
付
き
、
練
習
に

対
す
る
考
え
方
や
取
り
組
み
方
が
変
わ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
翌
年
か
ら
日
本
代
表
に
選
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
国
際
大
会
に
出
場
し
て
あ
る
程
度

の
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
世
界
の
ト
ッ

プ
に
立
つ
た
め
に
は
何
が
必
要
か
と
考
え
な
が
ら

練
習
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
が
夢
と
か
目
標
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
何
が

必
要
か
、
そ
の
た
め
に
は
い
ま
何
を
す
べ
き
か
と

考
え
て
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

終
わ
っ
た
瞬
間
に
一
気
に
押
し
寄
せ
た
、 

全
て
解
き
放
た
れ
た
よ
う
な
感
覚

川
島　
団
体
で
あ
れ
ば
、
自
分
は
ど
ん
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を

考
え
な
が
ら
練
習
な
さ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

冨
田　
大
学
３
年
の
時
に
全
日
本
学
生
選
手
権
の

団
体
で
優
勝
し
て
、
団
体
競
技
な
ら
で
は
の
お
も

し
ろ
さ
を
知
り
ま
し
た
。
個
人
の
優
勝
と
は
比
べ

も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
の
達
成
感
を
得
た
の
で
、

優
勝
し
て
喜
ぶ
な
ら
み
ん
な
で
喜
び
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
の
経
験
が
あ
っ
た
た
め
に
、
日
本
代

表
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
世
界
の
舞
台
に

立
っ
て
喜
ぶ
と
い
う
こ
と
が
自
分
の
中
で
イ
メ
ー

ジ
で
き
、
団
体
で
優
勝
し
た
い
と
い
う
思
い
を
強

く
持
ち
ま
し
た
。

川
島　
ア
テ
ネ
で
団
体
の
金
メ
ダ
ル
が
決
ま
っ
た

と
き
は
、
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
か
。

冨
田　
演
技
が
始
ま
る
前
は
胸
が
締
め
付
け
ら
れ

る
よ
う
な
雰
囲
気
で
、
緊
張
感
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
演
技
を
し
て
着
地
ま
で
し
っ
か
り
と
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
終
わ
っ
た
瞬
間
に
、

全
て
解
き
放
た
れ
た
よ
う
な
感
覚
が
一
気
に
押
し

寄
せ
て
き
て
、
言
葉
で
は
表
せ
な
い
よ
う
な
感
情

1162018.7　大学時報



に
包
ま
れ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

川
島　
た
く
さ
ん
練
習
を
積
ん
で
い
て
も
、
や
は

り
演
技
に
入
る
と
き
は
緊
張
な
さ
る
の
で
す
ね
。

冨
田　
そ
こ
が
団
体
競
技
の
厳
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

試
合
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
緊
張
感
が
高
ま
っ
て

い
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
積
み
上
げ
て
い
っ
た

も
の
を
最
後
に
決
め
る
と
い
う
場
面
を
迎
え
る
。

そ
こ
で
失
敗
し
た
ら
、
み
ん
な
で
積
み
上
げ
て
き

た
も
の
が
台
無
し
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

の
で
、
緊
張
感
は
最
高
度
に
達
し
ま
す
。

川
島　
私
も
テ
レ
ビ
に
か
じ
り
つ
い
て
見
て
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。
選
手
の
皆
さ
ん
の
喜
び
は
相

当
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
い
ま
で
も
思
い

出
す
こ
と
は
お
あ
り
で
す
か
。

冨
田　
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

時
期
に
な
る
と
当
時
の
映
像
が
流
れ
た
り
す
る
の

で
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
ね
。

川
島　
ど
ん
な
気
持
ち
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
か

わ
れ
ま
し
た
か
。

冨
田　
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
魔
物
が
い
る
」
な
ど

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
あ
ま
り
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え

な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
む
し
ろ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
舞
台
っ
て
ど
ん
な
雰
囲
気
な
ん
だ
ろ
う
、
世

界
中
の
人
が
盛
り
上
が
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
な

ん
だ
ろ
う
と
い
う
楽
し
み
を
胸
に
、
ア
テ
ネ
に
向

か
い
ま
し
た
。

事
前
の
練
習
で
、審
判
や
ほ
か
の
チ
ー
ム
に 

日
本
の
実
力
を
ア
ピ
ー
ル

川
島　
競
技
会
場
に
初
め
て
入
っ
た
と
き
の
印
象

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

冨
田　
と
て
も
心
地
よ
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。
本

番
の
会
場
で
事
前
に
練
習
で
き
る
の
は
１
回
だ
け

な
の
で
、
そ
の
と
き
に
会
場
の
雰
囲
気
や
器
具
の

状
態
も
確
認
し
な
が
ら
練
習
し
ま
す
。
会
場
内
の

ブ
ル
ー
の
配
色
が
心
地
よ
い
感
じ
だ
っ
た
し
、
自

分
の
演
技
の
感
触
も
よ
く
、
舞
い
上
が
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
本
番
前
の

練
習
を
、
審
判
の
方
々
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

練
習
か
ら
強
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
い
と
い
け
な

か
っ
た
の
で
す
。

川
島　
も
う
、
そ
こ
か
ら
戦
い
が
始
ま
っ
て
い
る

の
で
す
ね
。

冨
田　
は
い
、
ほ
か
の
国
の
選
手
や
コ
ー
チ
も
見

て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
演
技
し
よ
う
と
み
ん

な
で
話
し
合
っ
て
臨
み
ま
し
た
。

　

当
時
の
日
本
の
体
操
男
子
は
、
世
界
選
手
権
で

塚
原
直
也
さ
ん
が
個
人
総
合
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

ア
テ
ネ
の
前
年
に
は
鹿
島
さ
ん
が
種
目
別
で
二
つ

の
金
メ
ダ
ル
、
私
も
個
人
総
合
で
３
位
、
団
体
が

３
位
と
結
果
を
出
し
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
い

ろ
い
ろ
な
選
手
が
い
る
と
い
う
こ
と
を
前
日
練
習

で
強
く
印
象
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

川
島　
ア
テ
ネ
で
は
、
冨
田
さ
ん
は
団
体
の
ほ
か

に
平
行
棒
で
も
銀
メ
ダ
ル
に
輝
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
２
０
０
８
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
体

操
男
子
チ
ー
ム
の
主
将
と
、
求
め
ら
れ
る
役
割
も

大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

冨
田　
ア
テ
ネ
以
降
は
、
世
界
選
手
権
で
は
金
メ

ダ
ル
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
常
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
と
い
う
意
識
で
競
技
を
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
、
ず
っ
と
優
勝
し
て
い
た
の
が
中
国
だ
っ
た

の
で
、
２
０
０
８
年
の
北
京
大
会
は
、
そ
の
敵
地
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に
乗
り
込
ん
で
い
く
と
い
う
感
じ
の
厳
し
い
状
況

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

川
島　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
い
う
の
は
気
持
ち
が

前
向
き
に
な
る
半
面
、
や
は
り
大
変
で
す
よ
ね
。

冨
田　
練
習
で
は
、
中
国
に
勝
っ
て
優
勝
す
る
た

め
に
は
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
突
き
詰
め

ま
し
た
が
、
い
ざ
試
合
に
な
っ
た
ら
、
私
自
身
は

そ
う
い
う
感
情
が
マ
イ
ナ
ス
に
働
く
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。

　

極
端
に
言
え
ば
、
勝
と
う
と
思
っ
て
も
思
わ
な

く
て
も
自
分
の
演
技
内
容
は
同
じ
な
の
で
、
だ
っ

た
ら
演
技
そ
の
も
の
の
完
成
度
を
上
げ
る
ほ
う
に

気
持
ち
を
傾
け
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
試
合
が
始

ま
っ
た
ら
、
自
分
や
仲
間
の
演
技
の
こ
と
だ
け
を

考
え
て
い
ま
し
た
。

川
島　
自
分
と
の
対
話
と
い
う
か
、
常
に
自
分
と

向
き
合
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

冨
田　
体
操
競
技
で
は
、
対
戦
と
い
っ
て
も
演
技

を
す
る
の
は
自
分
一
人
で
あ
っ
て
、
相
手
に
じ
ゃ

ま
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
そ
の

環
境
や
雰
囲
気
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
て
も
動
じ

な
い
で
演
技
で
き
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
す
。
そ

れ
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
、
日
本
チ
ー
ム
の
い
い

雰
囲
気
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ
て
い
く
か
を
常
に

考
え
て
い
ま
し
た
。

選
手
が
人
間
的
に
成
長
し
て
い
く
姿
を 

見
る
の
が
指
導
者
の
醍
醐
味
の
一
つ

川
島　
２
０
０
８
年
の
現
役
引
退
の
時
に
は
、
何

か
き
っ
か
け
の
よ
う
な
も
の
は
ご
ざ
い
ま
し
た
か
。

冨
田　
年
齢
や
体
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
現
状
維

持
で
続
け
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
さ
ら
に
上
の
レ
ベ
ル
に
行
こ
う
と
し
た

と
き
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
か
め
な
か
っ
た
の
と
、
指

導
者
と
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
も
あ

り
ま
し
た
。
何
と
な
く
ご
ま
か
し
な
が
ら
続
け
る

よ
り
も
、
い
い
状
態
の
と
き
の
感
覚
を
大
事
に
し

て
、
そ
れ
を
指
導
者
と
し
て
伝
え
る
ほ
う
が
有
意

義
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
決
断
し
ま
し
た
。

川
島　
２
０
０
９
年
に
国
際
審
判
員
の
資
格
を
お

取
り
に
な
り
、
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学

部
の
教
員
お
よ
び
体
操
競
技
部
の
コ
ー
チ
、
そ
し

て
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
専
任
コ
ー
チ
と

な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
教
え
る
立
場
に
な
っ
て
み

て
、
い
か
が
で
し
た
か
。

冨
田　
選
手
と
し
て
練
習
す
る
中
で
、
自
分
の
動

き
を
言
葉
に
し
て
伝
え
、
教
え
る
と
い
う
こ
と
は

や
っ
て
き
た
の
で
、
立
場
が
変
わ
っ
て
も
あ
ま
り

違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
伝
え

て
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
場
合
に
、
そ
の
打
開

策
を
一
緒
に
探
し
て
い
く
の
が
指
導
者
と
し
て
は

重
要
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。
一
人
一
人
の
選
手
の
特

徴
を
生
か
し
た
演
技
構
成
を
考
え
る
な
ど
、
と
に

か
く
考
え
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

川
島　
指
導
す
る
立
場
に
な
っ
て
み
る
と
、
も
っ

と
こ
う
し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う

な
場
面
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

冨
田　
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
伝
え
ま
す
が
、
強
制

さ
れ
て
や
っ
て
い
る
と
、
一
定
の
時
間
が
過
ぎ
て

ま
た
元
に
戻
る
可
能
性
が
高
い
。
本
人
が
素
直
に

納
得
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
か
ど
う
か
で
、
結
果

に
大
き
な
違
い
が
出
る
も
の
で
す
。
長
い
目
で
見
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て
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く
よ
う
に
、
そ
の
つ
ど

対
応
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
す
ぐ
に
結
果

を
求
め
る
と
う
ま
く
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

指
導
者
に
な
っ
て
強
く
思
い
ま
し
た
。

川
島　
指
導
者
と
し
て
の
喜
び
を
感
じ
る
の
は
、

ど
の
よ
う
な
と
き
で
し
ょ
う
か
。

冨
田　
何
か
の
き
っ
か
け
で
選
手
が
人
間
的
に
成

長
し
、
一
流
に
な
っ
て
い
く
と
き
の
変
化
は
目
に

見
え
て
分
か
る
の
で
、
そ
れ
が
醍
醐
味
の
一
つ
で

す
ね
。

川
島　
４
月
の
全
日
本
選
手
権
で
は
個
人
総
合
で

順
天
堂
大
学
の
谷
川
翔
選
手
が
優
勝
し
、
し
か
も

最
年
少
記
録
で
し
た
。

冨
田　
結
果
は
優
勝
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
よ

り
も
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
ど
れ
だ
け
成
長
し

た
か
が
重
要
で
、
次
は
ど
の
よ
う
に
す
す
む
の
か

を
考
え
て
日
々
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

幅
広
い
分
野
の
知
識
や
経
験
を
融
合
す
れ
ば 

新
た
な
成
果
が
必
ず
生
ま
れ
る
は
ず

川
島　
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
が
決
ま
っ
た
瞬

間
は
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
。

冨
田　
う
れ
し
い
半
面
、
相
当
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
あ
る
だ
ろ
う
な
と
感
じ
、
若
手
の
選
手
を
育
成

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

代
表
選
手
の
選
考
方
法
が
以
前
と
比
べ
て
複
雑

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
体
操
競
技
の
６
種
目
で
言

え
ば
、
自
分
の
得
意
種
目
に
集
中
し
て
ど
れ
だ
け

伸
ば
せ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
ま 

た
、
代
表
に
な
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
世

界
の
舞
台
で
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
た
い
か
と
い
う

と
こ
ろ
ま
で
見
据
え
て
練
習
を
す
る
よ
う
伝
え
て

い
ま
す
。

川
島　
冨
田
さ
ん
の
場
合
は
、
美
し
い
演
技
が
世

界
に
衝
撃
と
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

冨
田　
日
本
は
き
め
細
か
い
動
き
が
比
較
的
得
意

な
の
で
、
そ
の
良
さ
を
世
界
に
ど
う
ア
ピ
ー
ル
す

る
か
を
意
識
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

川
島　
大
学
で
は
、
ほ
か
の
教
員
の
方
と
の
交
流

を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

冨
田　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
ご
専
門
の
先
生
に
組
織

づ
く
り
の
お
話
を
伺
っ
た
り
、
逆
に
、
体
操
競
技

の
選
手
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
、
関
心

を
お
持
ち
の
先
生
と
話
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
刺
激
を
い
た
だ
い
た
り
、
ヒ
ン
ト
を
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

体
操
や
ス
ポ
ー
ツ
に
か
か
わ
ら
ず
、
幅
広
い
分

野
の
知
識
や
経
験
を
融
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新

た
な
成
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
必
ず
あ
る
と
思
う

の
で
、
協
力
し
合
っ
て
新
し
い
研
究
に
取
り
組
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
島　
本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

冨田洋之さん（右）と川島葵さん
（2018年5月28日 順天堂大学にて）
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三み

上か
み 

貴た
か

教の
り広

島
修
道
大
学
学
長

　

市
川
太
一
前
学
長
の
退
任
に
伴
い
、
三

上
貴
教
教
授
が
２
０
１
８
年
４
月
１
日
付

で
学
長
に
就
任
し
た
。

　

三
上
新
学
長
は
１
９
５
９
年
北
海
道
生

ま
れ
。
１
９
８
２
年
同
志
社
大
学
商
学
部

卒
業
、
学
士
編
入
学
し
た
大
阪
大
学
法
学

部
を
１
９
８
５
年
に
卒
業
、
１
９
８
７
年

大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
修
了
（
法
学
修
士
）、
１
９
９
１
年
に

同
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
中
途
退
学
の

後
、
す
ぐ
に
札
幌
学
院
大
学
法
学
部
に
講

師
と
し
て
赴
任
。
専
門
分
野
は
国
際
政
治

学
で
あ
る
が
、
２
０
１
８
年
３
月
に
、
自

ら
副
専
攻
と
位
置
付
け
る
英
語
教
育
に
関

す
る
研
究
で
、
名
古
屋
学
院
大
学
大
学
院

か
ら
博
士
（
英
語
学
）
を
授
与
さ
れ
た
。

　

１
９
９
３
年
札
幌
学
院
大
学
法
学
部
助

教
授
、
１
９
９
８
年
に
広
島
修
道
大
学
法

学
部
助
教
授
、
２
０
０
１
年
に
同
教
授
に

就
任
し
た
。
主
専
攻
は
国
際
政
治
学
の
理

論
研
究
、
近
年
は
日
本
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー

や
、
国
際
的
な
ラ
ン
キ
ン
グ
の
影
響
力
に

焦
点
を
当
て
、
よ
り
実
証
的
な
研
究
手
法

を
用
い
て
論
考
を
ま
と
め
て
い
る
。
主
著

に
『
ラ
ン
キ
ン
グ
に
見
る
日
本
の
ソ
フ
ト

パ
ワ
ー
』（
溪
水
社
、２
０
１
７
）
が
あ
る
。

　

大
学
教
育
に
お
い
て
は
、
学
生
の
ク
リ

テ
ィ
カ
ル・

シ
ン
キ
ン
グ
の
涵
養
が
き
わ

め
て
重
要
で
あ
る
。「
な
ぜ
」
と
問
い
、

「
な
ぜ
な
ら
」
と
答
え
ら
れ
る
論
理
性
を
磨

く
。
大
学
の
発
展
そ
の
も
の
の
た
め
に
も
、

現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
建
設
的
か

つ
批
判
的
な
視
座
を
持
っ
て
果
敢
に
挑
戦

し
続
け
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

斉さ
い

藤と
う 

言こ
と

子こ
神
戸
女
学
院
大
学
学
長

　

斉
藤
言
子
学
長
が
２
期
目
を
迎
え
、
会

員
代
表
者
が
変
更
と
な
っ
た
。

　

斉
藤
学
長
は
１
９
５
４
年
生
ま
れ
。
神

戸
女
学
院
大
学
音
楽
学
部
卒
業
、
同
研
究

生
修
了
。
イ
タ
リ
ア
声
楽
コ
ン
コ
ル
ソ
に

優
勝
、
ミ
ラ
ノ
大
賞
を
受
賞
し
、
イ
タ
リ

ア・

ミ
ラ
ノ
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
音
楽
院
に
留
学
。

本
学
に
は
１
９
８
８
年
か
ら
音
楽
学
部

（
声
楽
）
専
任
講
師
と
し
て
勤
務
。
助
教
授

を
経
て
、
１
９
９
９
年
か
ら
教
授
、
２
０

１
５
年
学
長
就
任
。

　

専
門
は
声
楽
で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
留
学

時
に
は
マ
リ
オ・

デ
ル・

モ
ナ
コ
国
際
オ

ペ
ラ
歌
手
コ
ン
ク
ー
ル
に
最
年
少
参
加
し
、

４
位
入
賞
お
よ
び
モ
ナ
コ
賞
を
受
賞
。
ま

た
、
国
際
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
パ
ヴ
ィ
ア
（
第

３
位
）、
ロ
ー
デ
ィ
（
審
査
員
特
賞
）、
ベ
ッ

リ
ー
ニ
（
ベ
ッ
リ
ー
ニ
の
声
賞
）
な
ど
受

賞
多
数
。
現
在
ま
で
、
数
々
の
オ
ペ
ラ
出

演
や
宗
教
曲
ソ
リ
ス
ト
を
務
め
、
リ
サ
イ

タ
ル
、
放
送
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演

な
ど
、
幅
広
い
演
奏
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
大
阪
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀

指
導
者
賞
、
和
歌
山
文
化
功
労
賞
、
兵
庫

県
功
労
者
表
彰
（
学
術
教
育
功
労
）
受
賞
。

　

関
西
二
期
会
副
理
事
長
、
日
本
演
奏
連

盟
、
宝
塚
演
奏
家
連
盟
会
員
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全

国
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
各
種
声
楽
コ
ン

ク
ー
ル
審
査
員
。

　

神
戸
女
学
院
は
１
８
７
５
年
の
創
立
以

来
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
盤
を
置
い
た
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
柱
と
し
て
き
た
。
そ

の
歴
史
と
伝
統
の
中
で
、
適
切
な
判
断
力

と
柔
軟
な
対
応
力
、
指
導
力
を
発
揮
す
る
、

真
に
し
な
や
か
な
女
性
を
輩
出
し
て
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

修
道
学
園

新
会
員
代
表
者
紹
介

神
戸
女
学
院
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川か
わ

久く

保ぼ 
清き

よ
し

共
立
女
子
大
学・

共
立
女
子
短
期
大
学

学
長

　

入
江
和
生
学
長
３
期
９
年
の
後
を
受
け

て
、
２
０
１
８
年
４
月
１
日
付
で
学
長
に

就
任
し
た
。
任
期
は
３
年
で
あ
る
。

　

１
９
４
９
年
和
歌
山
県
海
南
市
生
ま
れ
。

１
９
７
４
年
に
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業

し
、
医
学
部
附
属
病
院
助
手
、
健
康
科
学・

看
護
学
科
助
教
授
を
経
て
、
２
０
０
３
年

か
ら
共
立
女
子
大
学
家
政
学
部
教
授
、
２

０
０
９
年
か
ら
家
政
学
部
長
、
２
０
１
４

年
か
ら
食
物
栄
養
学
科
主
任
を
務
め
た
。

「
楽
し
く
学
ぶ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
教
育
活
動

に
従
事
し
て
き
た
。

　

病
院
で
は
専
門
は
循
環
器
内
科
、
そ
の

後
公
衆
衛
生
学
を
専
門
と
し
、
運
動
の
健

康
影
響
を
主
に
研
究
し
て
き
た
。
著
書
に

『
運
動
負
荷
心
電
図　

そ
の
方
法
と
読
み
方

第
二
版
』（
医
学
書
院　

２
０
１
０
年
）
が

あ
る
。
趣
味
は
映
画
観
賞
。

　

創
立
１
３
２
周
年
を
迎
え
た
共
立
女
子

大
学
で
は
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
女
性

の
自
立
と
自
活
」
を
旨
に
、
女
子
教
育
を

行
っ
て
き
た
。
現
在
、
家
政
学
部
、
文
芸

学
部
、
国
際
学
部
、
看
護
学
部
の
文
理
系

の
混
じ
た
４
学
部
に
お
い
て
女
子
教
育
を

展
開
し
て
い
る
。
２
年
後
に
ビ
ジ
ネ
ス
学

部
（
仮
称
）
の
開
設
を
準
備
し
て
い
る
。

　

本
学
で
は
、
学
生
が
自
分
で
考
え
て
努

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
で
生
き
抜
く

た
め
の
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
、
他
者
と
協

働
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る

人
材
と
な
る
こ
と
を
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
て

い
る
。
新
学
長
は
こ
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
を

引
き
継
ぎ
、
教
育
し
て
い
く
こ
と
を
使
命

と
感
じ
て
い
る
。

岡お
か

本も
と 

英ひ
で

男お東
京
経
済
大
学
学
長

　

堺
憲
一
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

２
０
１
８
年
４
月
１
日
付
で
就
任
し
た
。

　

岡
本
学
長
は
１
９
５
１
年
兵
庫
県
生
ま

れ
。
１
９
７
４
年
愛
媛
大
学
法
文
学
部
卒

業
、
１
９
８
０
年
東
北
大
学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。

東
北
大
学
経
済
学
部
助
手
、
東
北
学
院
大

学
経
済
学
部
専
任
講
師
、
助
教
授
、
教
授

を
経
て
、
１
９
９
７
年
東
京
経
済
大
学
経

済
学
部
教
授
、
２
０
１
４
～
２
０
１
６
年

経
済
学
部
長
。
２
０
０
９
年
に
東
京
大
学

よ
り
博
士
（
経
済
学
）
を
取
得
。

　

専
攻
は
財
政
学
。
主
な
著
書
は
、『
福
祉

国
家
の
可
能
性
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
２

０
０
７
）、
共
著
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
福
祉

国
家
財
政
の
再
編
』（
東
京
大
学
出
版
会
、

２
０
０
４
）、
共
著
『
ソ
ブ
リ
ン
危
機
と
福

祉
国
家
財
政
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
２
０

１
４
）、
ほ
か
多
数
。
現
在
、
日
本
財
政
学

会
の
編
集
委
員
長
を
務
め
て
い
る
。

　

東
京
経
済
大
学
の
前
身
は
、
１
９
０
０

年
に
創
立
さ
れ
た
大
倉
商
業
学
校
。
建
学

の
精
神
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
意
味
す

る
「
進
一
層
」
と
「
責
任
と
信
用
」。
教
育

の
柱
は
、
経
済・

経
営・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン・

現
代
法
と
い
う
四
つ
の
学
部・

研
究
科
で
あ
る
。
現
在
、
創
立
１
２
０
周

年
の
節
目
の
年
と
な
る
２
０
２
０
年
に
向

け
て
、
戦
前
の
大
倉
高
商
の
伝
統
を
受
け

継
ぐ
高
度
な
実
学
教
育
と
、
戦
後
の
東
京

経
済
大
学
以
降
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
学
風

を
現
代
の
文
脈
で
総
合
し
た
「
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
に
裏
打
ち
さ
れ
た
実
学
」
の
大
学
を

目
標
に
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
行
っ
て
い
る
。

新
会
員
代
表
者
紹
介

共
立
女
子
学
園

新
会
員
代
表
者
紹
介

東
京
経
済
大
学
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茂も

里り

一か
ず

紘ひ
ろ

東
京
女
子
大
学
学
長
。
’72
東
京
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
（
工
学
博
士
）。
広

島
大
学
教
授
、
副
学
長
、
広
島
工
業
大
学
学
長
な
ど

を
歴
任
、
’12
か
ら
東
京
女
子
大
学
理
事
。

塩し
お

崎ざ
き

千ち

枝え

子こ

松
山
東
雲
女
子
大
学・

松
山
東
雲
短
期

大
学
学
長
。
’82
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
育
学
大
学
院
修

士
課
程
修
了（
教
育
学
修
士
）。松
山
東
雲
短
期
大
学
、

同
女
子
大
学
教
授
、
学
長
代
行
を
経
て
’16
か
ら
現
職
。

田た

中な
か

優ゆ
う

子こ

法
政
大
学
総
長
。
’80
法
政
大
学
大
学
院

人
文
科
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
’12

社
会
学
部
長
を
経
て
、
’14
か
ら
現
職
。
主
著
『
江
戸

百
夢
』
な
ど
。

鎌か
ま

田た

　
薫か

お
る

本
連
盟
会
長・

早
稲
田
大
学
総
長
。
’75

早
稲
田
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。
民
法
専
攻
。
教
育
再
生
実
行
会
議
座
長
。

主
著
『
民
法
ノ
ー
ト・

物
権
法
①
』
ほ
か
。

村む
ら

田た

　
治お

さ
む

関
西
学
院
大
学
学
長
、
経
済
学
部
教
授
。



’85
関
西
学
院
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程

後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
経
済
学
）。
’14
か

ら
現
職
。
主
著
『
現
代
日
本
の
景
気
循
環
』
な
ど
。

松ま
つ

岡お
か

　
敬た

か
し

同
志
社
大
学
学
長
。
同
志
社
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
。
博

士
（
工
学
）。
専
門
は
設
計
工
学
。
理
工
学
部
長
、
副

学
長
、
脳
科
学
研
究
科
長
な
ど
を
経
て
現
職
。

齋さ
い

藤と
う

　
潔き

よ
し

文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
学
生・

留
学

生
課
企
画
官
（
命
）
留
学
生
交
流
室
長
。
�独
日
本
学

術
振
興
会
国
際
事
業
部
参
事
、
初
等
中
等
教
育
局
国

際
教
育
課
課
長
補
佐
（
命
）
主
任
学
校
教
育
官
（
国

際
教
育
担
当
）
な
ど
を
経
て
、
’17
４
月
か
ら
現
職
。

關せ
き

谷や

武た
け

司し

関
西
学
院
大
学
学
長
補
佐
、
国
際
学
部

教
授
。
学
術
博
士
。
専
門
分
野
は
教
育
社
会
学
。
元

教
育
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
代
表
取
締
役
。

岡お
か

村む
ら

久ひ
さ

和か
ず

亜
細
亜
大
学
国
際
交
流
委
員
長
、都
市
創

造
学
部
教
授
。’78
早
大
卒
。日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
で
ス
マ
ー
タ
ー

シ
テ
ィ
事
業
部
長
な
ど
を
歴
任
、’16
か
ら
現
職
。専
門

は
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
。

島し
ま

田だ

幸こ
う

司じ

立
命
館
大
学
国
際
部
長
、
経
済
学
部
教

授
。
’03
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
。
博
士
（
工
学
）。
環
境
省
を
経
て
、
’03
か
ら
現

職
。
専
門
は
環
境・

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
。

日ひ

野の

好よ
し

幸ゆ
き

法
政
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー

事
務
部
国
際
交
流
課
長
。

田た

中な
か

久ひ
さ

博ひ
ろ

東
海
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
事
務
室

長
。
’84
東
海
大
学
文
学
部
北
欧
文
学
科
卒
。
東
海
大

学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
術
セ
ン
タ
ー
（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
）

勤
務
を
経
て
、
’17

10
月
か
ら
現
職
。

中な
か

川が
わ

日ひ

出で

男お

学
校
法
人
広
島
女
学
院
理
事
長
。
’70

京
都
大
学
法
学
部
卒
。
’01
広
島
県
総
務
企
画
部
政
策

企
画
局
長
、
’06
日
本
赤
十
字
社
広
島
県
支
部
事
務
局

長
な
ど
を
経
て
、
’15
か
ら
現
職
。

眞ま
み

谷や

国く
に

光み
つ

早
稲
田
大
学
国
際
部
国
際
課・

早
稲
田

大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
博
士
課
程
在
籍
。

専
門
は
比
較
国
際
教
育
学
。
留
学
セ
ン
タ
ー
、
国
際

部
国
際
教
育
企
画
課
、
商
学
部
に
て
勤
務
。

新あ
ら

井い

　
京き

ょ
う

同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
。
京
都
学
園

大
学
を
経
て
、
’07
か
ら
現
職
。
近
著
に“Betw

een
ConsentedandU

n-ContestedO
ccupation,”

Israel Law
 R

eview
,V

ol.51（2018

）
が
あ
る
。

執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）執筆者 ・ 出席者のご紹介（掲載順）
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吉よ
し

田だ

慶け
い

子こ

大
東
文
化
大
学
外
国
語
学
部
中
国
語
学

科
准
教
授
。
’01
中
国
西
南
政
法
大
学
国
際
経
済
法
専

攻
卒
業
。
修
士
（
法
学
、
言
語
教
育
学
）、
博
士
（
法

学
）。
立
命
館
大
学
を
経
て
、
’16
か
ら
現
職
。

東と
う

郷ご
う

　
賢け

ん

武
蔵
大
学
Ｐ
Ｄ
Ｐ
教
育
セ
ン
タ
ー
長
、

経
済
学
部
教
授
。
’96
５
月Y

ale

大
学
大
学
院Ph.D

.

（Econom
ics

）
取
得
。

小こ

室む
ろ
輝て

る
明あ

き

京
都
産
業
大
学
現
代
社
会
学
部
助
教
。
’16

弘
前
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博

士
（
医
学
）。
’17
か
ら
現
職
。

古こ

谷や

野の

　
亘わ

た
る

聖
学
院
大
学
心
理
福
祉
学
部
長
、
人

間
福
祉
学
部
長
、
教
授
。
保
健
学
博
士
。
専
門
は
社

会
老
年
学
。

大お
お

友と
も

浩こ
う

一い
ち

成
城
大
学
事
務
局
長
。
学
校
法
人
成
城

学
園
事
務
局
会
計
課
長
、
財
務
部
長
を
経
て
、
’17
か

ら
現
職
。

叶か
の
う　

俊と
し

文ふ
み

皇
學
館
大
学
教
育
学
部
教
授
。

川か
わ

田た

虎と
ら

男お

聖
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
非
常
勤
講
師
。
立
教
大

学
大
学
院
博
士
課
程
在
籍
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ン

ズ
オ
ン
埼
玉
代
表
理
事
、
社
会
福
祉
士
。

山や
ま

口ぐ
ち

由ゆ

美み

子こ

西
南
学
院
総
務
部
キ
リ
ス
ト
教
活
動

支
援
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
室
副
課
長
。

冨と
み

田た

洋ひ
ろ

之ゆ
き

順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
准

教
授
、
体
操
競
技
部
コ
ー
チ
、
国
際
体
操
連
盟
技
術

委
員
。
’06
順
天
堂
大
学
大
学
院
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学

研
究
科
修
了
。
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
団
体
総
合
金

メ
ダ
ル
。
’07
年
世
界
選
手
権
で
日
本
人
初
の
ロ
ン
ジ

ン・
エ
レ
ガ
ン
ス
賞
を
受
賞
。
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

団
体
銀
メ
ダ
ル
な
ど
。

川か
わ

島し
ま

　
葵あ

お
い

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
上
智
大
学
文

学
部
卒
。
東
海
ラ
ジ
オ
入
社
。
’12
か
ら
フ
リ
ー
。
東

海
ラ
ジ
オ
「T

O
K

Y
O

U
PSID

EST
A

T
IO

N

」、

「
愛
魂
」
な
ど
に
出
演
。

〈お断り〉本稿は、お書きいただいた資料から、できる限り統一して掲載いたしました。
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●
５
月
10
日
㈭

　

全
私
学
連
合・

第
２
８
０
回
代
表
者
会
議
に

出
席

●
５
月
15
日
㈫

　
『
大
学
時
報
』
座
談
会
に
出
席

　

第
２
回
理
事
会
に
出
席

●
５
月
24
日
㈭

　

全
私
学
連
合
「
私
学
振
興
協
議
会
」
に
出
席

　
「
私
学
振
興
協
議
会
」
で
は
、
鎌
田
薫
全
私
学

連
合
代
表
（
私
大
連
会
長
）
と
河
村
建
夫
衆
議

院
議
員
（
元
文
部
科
学
大
臣
）
の
両
共
同
代
表

か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
平
成
31
年
度
私
学
関

係
政
府
概
算
要
求
と
税
制
改
正
要
望
に
向
け
て
、

私
学
振
興
に
お
け
る
諸
課
題
と
そ
の
対
応
策
等

に
つ
い
て
、
私
学
側
か
ら
は
大
学
を
は
じ
め
各

構
成
団
体
に
よ
る
要
望
等
を
行
い
、
出
席
議
員

と
私
学
振
興
に
向
け
た
協
議・

懇
談
を
行
っ
た
。

●
５
月
29
日
㈫

　

日
本
私
立
大
学
団
体
連
合
会・

第
１
１
６
回

役
員
会
、
第
82
回
総
会
に
出
席

●
６
月
４
日
㈪

　

文
教
関
係
国
会
議
員
に
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
現

状
と
課
題
を
説
明

●
６
月
５
日
㈫

　

第
２
回
常
務
理
事
会・

第
３
回
理
事
会
に
出

席

　

自
由
民
主
党
政
調
会
長
に
学
生
修
学
支
援
に

つ
い
て
要
望

●
６
月
７
日
㈭

　

文
教
関
係
国
会
議
員
に
大
学
ス
ポ
ー
ツ
の
現

状
と
課
題
を
説
明

●
６
月
12
日
㈫

　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
副
会
長
、
教
育
関
係

の
委
員
長
に
私
立
大
学
の
将
来
構
想
を
説
明・

意
見
交
換

●
６
月
26
日
㈫

　

第
４
回
理
事
会・

第
１
回
定
時
総
会
に
出
席

開
催
報
告

◉
６
月
16
日
㈯

「
Ｆ
Ｄ
推
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
【
専
任
教
職
員
向

け
】」
開
催

　
「
私
立
大
学
と
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
～
教
育
現

場・

教
育
支
援
の
視
点
か
ら
～
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
開
催
。
25
大
学
46
名
の
教
職
員
の
参
加
が

あ
っ
た
。

◉
６
月
30
日
㈯
～
７
月
１
日
㈰

「
第
１
回
学
長
会
議
」
開
催

　
「
主
体
的
な
学
び
の
構
築
～
大
学
教
育
と
学
生

支
援
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
。
64
大
学
67

名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

会
長
の
動
き
２
０
１
８
年

５
月
▼
６
月

自民党政調会長に学生の修学支援を
要望する鎌田会長、村田副会長　　

経団連副会長、教育関係の委員長に
私立大学の将来構想を説明する　　
鎌田会長、田中常務理事　　　　　

連盟ニュース
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第380号

第377号

第379号

第378号

（2018年5月発行）

（2017年11月発行）

（2018年3月発行）

（2018年1月発行）

【特集】

大学図書館最新事情

【特集】

薬学教育のいま

【特集】

ICTを活用した通信教育課程

【特集】
生涯学習・社会人の学び直し

奇数月20日（年6回）刊行

●WEBサイトにて、全文無料公開中
※第324号（2009年１月発行）から
　�詳細は
　http://daigakujihou.shidairen.or.jp/

【座談会】
私立大学における女性の
キャリア形成
【インタビュー】
北 義則氏（株式会社トーカ
堂代表取締役）

【座談会】
全員留学に期待する効果
と注意点
【インタビュー】
和田 由里氏（株式会社花
満相談役兼企画広報室長）

【座談会】
ワーク・ライフ・バランス
の実現に向けて
【インタビュー】
島添 亮子氏（小林紀子バ
レエ・シアター プリンシパル）

【座談会】
周年事業について考える
―転換と発信の契機に
【インタビュー】
岸 孝之氏（東北楽天ゴール
デンイーグルス）
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0
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社
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本
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学
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特
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学
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新
事
情
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U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

学生地域連携推進委員会（通称：つなGirl）
尼崎ご当地野菜「尼いも」ゆるきゃらイラスト選手権の表彰式にて（園田学園女子大学）

No.380

2018

隔月刊

5

特集　大学図書館最新事情
座談会　私立大学における女性のキャリア形成
小特集　�海外留学体験の効果測定に対する取り組み�
－海外短期派遣プログラムを中心に－

明日への試み　広島女学院大学
わが大学史の一場面　大阪薬科大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　中央大学／明治大学／東海大学
クローズアップ・インタビュー
� 株式会社トーカ堂代表取締役　北 義則さん

3
7
7
号

一
般
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団
法
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日
本
私
立
大
学
連
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育
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い
ま
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U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

世界最高峰のソーラーカーレースに参戦する新型車両 　　　
「2017年型 Tokai Challenger」の試走の様子（東海大学）

No.377

2017

隔月刊

11

特集　�薬学教育のいま
座談会　全員留学に期待する効果と注意点
小特集　外国人留学生への就職支援
明日への試み　東邦大学
わが大学史の一場面　梅花女子大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　駒澤大学／久留米大学／東京情報大学
クローズアップ・インタビュー
� 株式会社花満　相談役�兼�企画広報室長　和田由里さん

3
7
9
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
通
信
教
育
課
程

ISSN 0288-1748　2018（平成30）年3月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

文舞両立へのチャレンジ
梅花歌劇団「劇団この花」オリジナルミュージカルの一場面（梅花女子大学）

No.379

2018

隔月刊

3

特集　ＩＣＴを活用した通信教育課程
座談会　ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて
小特集　アカデミック・ハラスメントの現状と課題
明日への試み　津田塾大学
わが大学史の一場面　文教大学
加盟校の幸福度ランキングアップ
　学習院女子大学／上智大学／早稲田大学
クローズアップ・インタビュー
� 小林紀子バレエ・シアター　プリンシパル　島添 亮子さん

3
7
8
号

一
般
社
団
法
人 

日
本
私
立
大
学
連
盟

特
集 

生
涯
学
習
・
社
会
人
の
学
び
直
し

ISSN 0288-1748　2018（平成30）年1月20日発行

U N I V E R S I T Y   C U R R E N T   R E V I E W

学内外の各種活動を牽引する「学生リーダー」を育成（大東文化大学）

No.378

2018

隔月刊

1

特集　�生涯学習・社会人の学び直し
座談会　周年事業について考える―転換と発信の契機に
小特集　大学の緑地管理
明日への試み　広島修道大学
わが大学史の一場面　京都精華大学
加盟校の幸福度ランキングアップ　中京大学／関東学院大学／天理大学
クローズアップ・インタビュー
� 東北楽天ゴールデンイーグルス　岸 孝之さん
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◆
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら

だ
ろ
う
「
グ
ロ
ー
バ
ル
（
人
材
）」

と
い
う
言
葉
が
頻
繁
に
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
政
府
も
高
等
教

育
な
ど
の
留
学
の
機
会
を
拡
大
す

る
施
策
を
次
々
と
打
ち
出
し
た
。

高
校
生
や
大
学
生
と
接
す
る
に
、

な
ん
と
留
学
経
験
者
の
多
い
こ
と

か
。
彼
ら
と
話
を
し
て
い
て
も
、

「
海
外
へ
の
ハ
ー
ド
ル
」
は
金
銭
面

的
に
も
心
理
面
的
に
も
非
常
に
低

い
。
し
か
し
、「
君
ら
大
丈
夫
？　

日
本
と
違
う
ん
だ
よ
」
と
言
い
た

く
な
る
。
私
な
ど
は
、
海
外
旅
行

す
る
だ
け
で
心
臓
が
バ
ク
ン
バ
ク

ン
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
銃
乱
射
事

件
、
事
故
、
暴
動
や
デ
モ
、
イ
ス

ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
、
特
に

突
発
的
な
無
差
別
テ
ロ
は
防
ご
う

に
も
防
げ
な
い
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
国
や
各
大

学
に
お
け
る
「
日
本
人
学
生
の
海

外
派
遣
」
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
取
り
組
み
や
対
策
、
学
内
制

度
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

各
大
学
の
取
り
組
み
や
制
度
な
ど

を
見
る
と
、
い
ず
れ
の
大
学
も
実

に
し
っ
か
り
と
し
た
態
勢
を
構
築

し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
基
本
は
「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
で
あ
る
。

情
報
を
い
か
に
獲
得
さ
せ
る
か
、

事
件・

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
場

合
に
い
か
に
対
処
す
る
か
な
ど
、

学
生
の
危
機
管
理
能
力
を
い
か
に

高
め
る
か
が
大
学
に
は
求
め
ら
れ

て
い
る
。
今
後
制
度
な
ど
を
整
備

さ
れ
る
大
学
は
ぜ
ひ
参
考
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。（
広
報・

情
報
部

門
会
議
（
大
学
時
報
）
委
員・

関

西
学
院
大
学
高
大
接
続
セ
ン
タ
ー

入
試
課
長 

筒
井 

弘
幸
）

◆
今
回
の
小
特
集
「
海
外
大
学
と

の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ

ラ
ム
の
現
状
と
効
果
」
で
は
、
４

大
学
の
取
り
組
み
を
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

海
外
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ

リ
ー・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
学
生
に
と
っ
て
は
、
短
い
期

間
と
少
な
い
経
済
的
負
担
で
二
つ

の
大
学
の
学
位
を
取
得
で
き
る
こ

と
で
あ
り
、
大
学
に
と
っ
て
は
、

海
外
の
大
学
と
の
国
際
教
育
連
携

を
通
じ
て
教
育
内
容
が
充
実
す
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

一
方
、
各
大
学
の
運
営
上
の
課

題
と
し
て
は
、
日
本
の
就
職
活
動

時
期
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
期
間
と
の

重
な
り
の
問
題
、
大
学
間
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
、
協
定
締
結
に

至
る
ま
で
の
調
整
が
困
難
で
あ
る

な
ど
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
語
学
力
の
み
な
ら
ず
、

高
い
専
門
性
も
求
め
ら
れ
、
現
地

の
学
生
と
同
じ
扱
い
を
受
け
る
厳

し
い
環
境
で
学
ぶ
。
海
外
学
生
の

学
ぶ
姿
勢
に
刺
激
を
受
け
る
こ
と

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

し
て
、
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー・

プ

ロ
グ
ラ
ム
は
今
後
も
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
の
有
効
な
方
法
と
し
て

進
展
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
広
報・

情
報
部
門
会
議
（
大
学 

時
報
）
委
員・

園
田
学
園
女
子
大

学
教
学
支
援
部
教
務
課
課
長 

西

﨑 

公
哉
）

◆
本
年
の
４
月
、
私
大
連
で
は
、

大
学
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
や
大
学

全
体
の
規
模
や
配
置
に
つ
い
て
考

察
し
、
国
私
の
大
学
の
機
能・

役

割
な
ど
に
つ
い
て
明
示
し
た
『
未

来
を
先
導
す
る
私
立
大
学
の
将
来

像
』
を
と
り
ま
と
め
た
。

　

今
号
の
座
談
会
で
は
、
そ
の
提

言
に
基
づ
い
て
、
私
大
連
の
会
長
、

副
会
長
と
常
務
理
事
に
よ
る
熱
の

こ
も
っ
た
議
論
が
行
わ
れ
た
。
鎌

田
会
長
は
、
現
在
も
各
私
立
大
学

に
お
い
て
多
様
な
試
み
が
な
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
を
一
つ
の
大
き

な
力
に
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、

存
在
感
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
述
べ
た
。

　

今
後
、
私
立
大
学
は
、
大
学
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
応
じ
て
、

多
様
性
を
維
持
し
な
が
ら
も
時
代

の
変
化
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
対
応

し
つ
つ
大
学
改
革
を
推
進
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。（
日
本 

私
立
大
学
連
盟
事
務
局 

佐
藤 

義

文
）

次号
（9月号） 予告 ※内容は変更になる場合があります。

座談会	「IR（インスティテューショナル ・リサーチ）の実践の現状」
特　集	「自校史と大学博物館」
小特集	「新入生イベントの今」
表紙 ・大学点描 久留米大学　　だいがくのたから 共立女子大学
クローズアップ ・インタビュー：「善竹 富太郎さん（狂言師）」

編
集
後
記
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中　山　　　映（上智大学総務局SGU事業推進室長）
依　藤　康　正（関西大学広報課長）
筒　井　弘　幸（関西学院大学高大接続センター課長）
田　上　雅　徳（慶應義塾大学法学部教授）
クーロン・ダヴィッド（南山大学外国語学部教授）
兼　高　聖　雄（日本大学芸術学部教授）
長　野　　　香（立教大学広報室長）
五　坪　智　彰（立命館大学総合企画部広報課長）
山　田　健　太（専修大学文学部教授）
西　﨑　公　哉（園田学園女子大学教学支援部教務課課長）
平　盛　聖　樹（大正大学事務局長）
鈴　木　宏　隆（早稲田大学広報室副室長）
落　合　保　雄（日本私立大学連盟事務局）
佐　藤　義　文（日本私立大学連盟事務局）

編 集 人	 音　　好 宏（上智大学文学部教授）
発 行 人	 松 岡 　 敬（同志社大学学長）
発 行 所　一般社団法人	日本私立大学連盟	
	 〒102-0073　東京都千代田区九段北４－２－25	
	 私学会館別館	
	 電話	03－3262－4362　　FAX	03－3262－4363	
	 http://www.shidairen.or.jp

編　　集	 株式会社 進	研	アド
	 〒530-0003　大阪市北区堂島２－４－ 27 	
	 新藤田ビル	

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学⎫	 ⎜獨 協 医 科 大 学⎬	 ⎜姫 路 獨 協 大 学⎭
同 志 社 大 学⎫	 ⎬同 志 社 女 子 大 学⎭
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学⎫	 ⎬福岡女学院看護大学⎭
学 習 院 大 学⎫	 ⎬学 習 院 女 子 大 学⎭
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学⎫	 ⎬兵 庫 医 療 大 学⎭
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学⎫	 ⎬城 西 国 際 大 学⎭
順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学

皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学⎫	 ⎬桃山学院教育大学⎭
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学
南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学⎫	 ⎬大 阪 薬 科 大 学⎭
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学⎫	 ⎬立命館アジア太平洋大学⎭
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学

成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学⎫	 ⎬石 巻 専 修 大 学⎭
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学⎫	 ⎬仙台白百合女子大学⎭
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学
園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学⎫	 ⎬東 京 情 報 大 学⎭
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学⎫	 ⎬四日市看護医療大学⎭

一般社団法人 日本私立大学連盟 加盟大学一覧 （大学名ＡＢＣ順 ｝は同一学校法人	）
（124大学　平成30年 7 月20日現在）
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Ⓒ無断転載はご遠慮下さい。落丁 ・乱丁本はお取り替えいたします。
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盟

特
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海
外
送
り
出
し
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伴
う
問
題
へ
の
取
り
組
み
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